


まえがき

信州大学教育学部長 藤沢謙一郎

上越教育大学と信州大学は昨年、日本の教員養成のレベルアップをしようということで、

両方の大学で連燐 ・協力を進めてきました。昨年の 10月には上越教育大学で第 1回目の

コロキュウムを開催し、今年信州大学で第 2回目のコロキュウムを開催しました。開催に

あたって、ご協力いただいた両大学の先生方にお礼を申し上げます。

今回のコロキュウムは全国教員養成系大学 ・学部のフレンドシップ事業のシンポジウム

という学生交流を深めようというものを取り扱っています。午後には、このような学生交

流の中から生まれる、教員になるにはどのような力が必要かということを、各大学の先生

方を交えながら話を進めていくことになっています。

私たちに求められている ことは、より実践的な指導力を持ち、 地域 ・保護者 ・児童から

信煩される教師をどんな風に育てていくかと いうこ とだと思います。大学のカリキュラム

を通して学生諸君が自らの力で立ち上げ実行していく力を、私は非常に大きいものだと思

っています。わたしも このようにフレンドシップ事業のシンポジウムに参加して、多くの

ことを学び、大学のカリキュラムに活かしていきたいと思います。

本日、遠方より参加してくれた学生諸君、また先生方、そしてこの会場をお貸しいただ

いた国立妙高少年自然の家の方々に心からお礼を申し上げて、挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

（信州大学 ・上越教育大学共催 第 2回コロキュウム開会の挨拶よ り）
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上越教育大学副学長増井三夫

7大学の学生諸君、先生方、そして国立妙高少年自然の家の方々、本日この第 2回コロ

キュウム、学生にとっては第 3回のシンポジウムが開始されることを大変嬉しく思ってい

ます。

藤沢先生がご紹介されたように、日本の教員養成の中核的な改革を担っているもう一方

の大学として誇りに思っています。 コロキュウムというのは専門家集団のミ ニシンポジウ

ムだという風に理解していただければ幸いです。

第 1回 ・第 2回とコロキュウムを開催することができましたが、その背景にはフレンド

シップ事業があったということ

がいえます。フレンドシップ事

業の実績と実践、またフレンド

シップ事業の方向性が、日本の

教員養成を変えていく学生、あ

るいは大学のカリキュラムを変

えていくのに、大きな内容と広

がりと深まりを持ったものであ

るという確信を持っています。

その実践をもとに、同大学が全

国に先駆けて試みていますフレ

ンドシップというものの実践を

行っている自信があります。第

2回のコロキュウムは幸い 150

名近くの参加を得ました。後日、大変好評を得ました。

今回のシンポジウムも開催にあたって信州大学の岡部さんと 、上越教育大学の伴君がご

案内の文章の中で、このフレンドシップ事業が特色ある、素晴らしい実践であると感じて

いるという文面がありました。私はこれを見て、学生たちがこれを見てフレンドシッ プに

非常に誇りを持っているということに深い感銘を受けました。元気がないといわれている

教員養成大学の中で、これ程自分たちの活動に誇りを持っている。そして、その実践を全

国に発信できるということは、私どももその力を借りて、今後 2つの大学生諸君と一緒に、

先ほど申し上げました、日本の教員養成大学のあり方について、いろいろな改善と論議を

組織していくことの大きな一歩となることを確信しています。

第 2回コロキュウムとシンポジウムが成功に終わる ことを祈って、教員養成大学 ・学部

のーっとして、挨拶に代えさせていただきます。

（信州大学 ・上越教育大学共催 第 2回コロキュウム開会の挨拶より）
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仲間から学べる幸せ、全フレにあり！

上越教育大学 4年伴．峰昌

「この人たち熱いなあJ

私は第 1回全国フレンドシップ活動に参加して素直にそう感じた 3年に上がる春であっ

た。それから 2年、第 3回全国フレンドシップ活動の「開催宣言Jをし、雪国妙高に全国

各地から 38名＋ αの学生が集い、もう二度とない貴重な 5日間を共にした。それは非日

常的な世界に身を投じたからこそ感じ得る ことのできた刺激的で情熱的なもので、己の無

力さや経験の乏しさを仲間の言動から教えてもらえる素晴らしい場であったと感じている。

私はそこに全フレの意義を覚える。

全フレに参加 して 3年目の今年、私は初めて積極的に参加できたかなと感じている。積

極的という言葉はポジティブな要素を多分に含み、自らの意思で率先して行動し活動する

ことを意味するように思われる。確かにそれも当てはまるわけで、全フレだけでなく日常

生活の中でも大切なことである。しかし、仲間から教えてもらうという視点から見た時、

「仲間のこういうところが優れていると思うからぜひ見てみたい、その姿から勉強したいJ

と思い、その人の言動から学ぼうとする、一見消極的に映るかもしれない行動もまた積極

的な行動であると思う。全フレは特に仲間から学ぶことの多い活動であると感じている。

私は第 1回の全フレではほとんど意見することがなかった。意見しなかったのでなく、で

きなかったというほうが正しい。大学という井の中にいた私は、全フレという大海を泳い

だ時、参加する仲間のバイタリティーやモチベーションの高さに圧倒され、子どもとの接

し方や持ちネタの豊富さにただただ感心するばかりで己の向上を強く抱いたことを覚えて

いる。それから 2年、井の中ばかりでなく、ボランティアなど様々な大海に出て多くの経

験を求め、与えられたチャンスに全力投球してきた。そ して今回、第 3回全フレという大

海では舵取りをさせていただきながら参加してくれた仲間にはそれぞれに熱いものを与え

てもらった。本当に仲間に感謝の気持ちでいっぱいである。

宿泊体験活動ではサポーターの頑張りに嫉妬すら覚えるほど楽しみながらも試行錯誤す

る姿が印象的であった。今回は本部学生としてサポーターのサポーターをしたわけだが、

サポーターのサポーターは結果として子ども達のためであり、一つの活動を創り 上げてい

くためには様々な立場の人がそれぞれの役割をしっかり果たすことが大切であることの重

要性を改めてその認識した。また、その立場によって感じるものはそれぞれであるが、今

回は 「雪Jという媒体を通して私を含め、 学生自身が本当に驚き 、楽しむことが出来たの

ではなし、かと思う 。雪中活動という非日常的な経験は向の糧になるかはわからない。 しか

し、生活環境が違う学生同士が何かしら心を通じ合えたのかなと思うと嬉しくて仕方がな

い。実際、最終日の早朝に雪の中で戯れたことは一生忘れられない思い出である（一緒に

戯れた人は分かるよね！？）。

最後になるが、今回の全フレに際しては統括として多くの至らない点が多々あったもの

の、参加してくれた 7大学の仲間に助けていただいたとと もに、大学の先生方をはじめ大

学事務官、国立妙高少年自然の家の職員の方々のご指導、ご協力をいただき第 3回全フレ

が有意義なものとして盛大に開催できたことに厚く感謝申し上げる。
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私 の 好きな場所・・・全フレ

信州大学 4年阿部桂子

昨年 3月、 第 3回全フレの信州大 ・上越教育大共同開催が決まり、両大学からl人ずつ、

2人で実行委員長をやることになった。当初は 2人でやれば、仕事が半減して楽なのでは

ないか、と気軽に考えていた。 しかし、 2人で話を進めることは、思った以上に大変だっ

た。2人の活動経験が違うため、何を決めるにも意見が異なった。一つのことを決めるの

に、 何時間も話し合い、喧嘩になることも多かった。 しかし、このようにお互いが納得い

くまで話し合って、活動を決めていくことができたのは、とても貴重な経験である。 自分

の 4年間積み上げてきて しまった固定観念を崩すのにとてもよい機会となった。

私は、活動を企画するにあたって、いつも自分が活動している信大Y0 U遊広場キャン

パスプレーパーク の方針が念頭にあった。いつも と閉じ方法で今回の活動を組み立てよう

としていた。 しかし、今回は、参加する子どもたちも違う 、スタッフも全国から集まって

くる。活動にねらいが必要か、スタ ッフと子どもの比率、子どもとスタ ッフの関わり方、

それぞれにいろいろな考え方があり、正解はない。はじめは自分の考え方がよいのではな

いかと、 意見を押し通そうとしていた。 しかし、全国の学生が、参加する子どもたちのこ

とを考え、意見を出してくれるのを聞いているうちに、徐々に他人の考えのよさに気付き、

自分の中にも取 り入れられるようになっていった。ついなんでも主張しすぎてしまう 自分

が、人の話をじっくり 聞くと いうことの重要性を実感できた。

私は今回、初めて統括という 全体をまとめる役割についた。私は決していい統括ではな

かった。 自分の中だけで仕事を抱え、連絡せずに勝手に決め込んで処理してしまったり、

助けようとしてくれる人たちをうまく頼れなかったりした。また、本人の意思を聞かず、

仕事を無理に分担 して押し付けてしまい、つらい思いをさせることや、きつい言い方をし

てしまう こと もあり、反省していた。 自分は人をまとめるのが下手だが、もう 1人の統括

は経験もあり、それがうまい。そのことに劣等感を感じた。真似してみたけど、うまくい

かなかった。桂子は桂子の方法でやればいい、と言うけれども、私の方法がどんなものか

分からない。 自分に自信がなかった。自分が話すと統括が言っていることだ、と捉えられ

るのが嫌だった。立派なこ とを言わなくてはいけない気がし、うまくしゃべろう 、う まく

やろう と緊張していたが、伴君に確認することで安心して言った り活動 したりするこ とが

できた。とても頼ってしまった。私に とって、統括が 2人のことが、刺激ともなり、支え

ともなった。そして仕事の能率は悪かったけれど、常に笑いのある、楽しいものができた。

だから、仕事が多くても一度もつらいとは思わなかった。そして本番では、 子どもたちの

笑顔を見ること ができた。それがフレンドシップ活動をやっている私たちの最大の喜びだ。

全フ レとは、何なのであろ う。全フレをやると、とても刺激を受け、また一年がんばろ

うという気になる。今回出会った人たちは自分の仲間なのだ、ととても感じた。素直に尊

敬して、頼れる。素直に自分の気持ちを話せる。全フレは自分にとって、とても好きな場

所である。今回参加してくれた学生が全フレをどんな風に感じたかは、人それぞれだと思

う。でも、少しでも全フレが好きだな、と思ってもらえたら、統括としてそれ以上嬉しい

ことはない。今回、私たち学生にこのような素敵な機会を与え、協力して くださった先生

方、妙高少年自然の家の職員の方、 その他多くの方に この場を借 りしてお礼申し上げる。
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師弟同行 ・師弟共育

信州大学教育学部教授 土井進

国立妙高少年自然の家での第 3回全国フレンドシップ活動が大成功で終わったことを聞

き、本当にうれしく思います。それぞれの役割を全力で担い、成功に導いてくださった皆

様、本当にご苦労様でした。ありがとうございました。

私はこの事業の責任者の一人として、皆様と最後まで行動を共にし、苦楽を共にしなけ

ればならない立場にありましたが、急病による手術のため、入院、自宅療養を余儀なくさ

れ、肝心の本番に欠席せざるを得ないことを学部長の藤沢謙一郎先生にお願いしました。

藤沢先生は大きな心で包んでくださり、私に代わって長野からの子どもさんが乗った学部

パスの引率責任者を往復ともお引き受けくださいました。衷心より御礼申し上げます。ま

た、谷塚光典先生、岡部桂子実行委員長をはじめ多くの教職員、学生の皆様に大変御迷惑

をおかけしましたにもかかわらず、皆様がすばらしい団結で一つひとつの課題を克服して

くださいました。心から御礼申し上げます。

さて、これまでの 9年間私はフレンドシップ事業の先頭に立って、走り回ってきました。

それを支えているのは、学生時代に他者のために走り、汗を流す体験を通して、学生同士

がフレンドシップ（友情）を深めることが、長い一生の基盤になるという信念です。今回

参加してくださった福島大学、横浜国立大学、広島大学、鳴戸教育大学、熊本大学、上越

教育大学は、いずれもこの 9年間に私がフレンドシップ事業シンポジウムにお招きいただ

き、「信大Y0 U遊サタデーJについての講演をさせていただいた大学です。そして、 4年

前に信州大学で開催したシンポジウムに参加した学生同士の触発によ って始ま った全国フ

レンドシップ活動が今回で 3回目を迎えました。第 l回目を切り開いた大門政憲氏（鳴門

市）と林一真氏（名古屋市）も我がことのように今回の活動の成功を祈り、何かお役に立

つことがあれば手伝いたい、 という真情ではるばると駆けつけてくださいました。その真

心に接したときに私は、 「子どもたちのためにJ、そして「より良い学びのためにjとい う一

点においてつながっている皆様の友情の強さに改めて感動しました。

フレンドシップ事業の主役は学生であり 、それを支え護っていくのが我々教職員です。

学生と教職員ががっちりと連携、協働してこそフレンドシップ事業は有意義なものとなり

ます。その意味で私はフレンドシップ事業の鍵は、「師弟同行、師弟共育jの精神を堅持す

ることであると考えています。9年目にして初めて「同行Jできない寂しさ 、もうしわけな

さ、残念さを味わいました。

お陰様で無事仕事に復帰できましたことに感謝し、 10年目はー病息災を平素から心がけ、

皆さんと共に活動し、苦楽を共にしていけるように自重していきたいと念願しています。

どうぞ、 これからもよろしくお願いいたします。
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第 3回フレンドシップ全国学生シンポジウムに思う

上越教育大学学校教育総合研究センタ一助教授 濁川明男

ほぽ 100名の児童と全国から集まった学生達の触れ合い活動は開始された。一昨日集ま

った学生と、当日あがってきた児童との触れ合いである。ラポートもなく、初対面での活

動の開始である。 しかし、自然はあまりにも無情である。雪上運動会は吹雪でほぼ半分の

時間を残したまま断念、あれだけ事前に演出を考えて計画してきた雪上キャンプファイア

も断念、翌日の雪上探検も予定や計画も半ばどこかにいってしまった。

そうであっても挫折感を感じるどころか、むしろ、はち切れんばかりの充実感が伝わっ

てきたのはなぜなのか。そこには、懸命に児童との関わりを求めようとする学生の熱気が

あった。計画の変更をむしろプラスに変える学生の遊び心と創意があった。押しつけるこ

とでなく、児童をみつめ、児童と共に楽しみをつくりあげていこうとする学生の姿勢があ

った。

クツレープに入ろうとしない児童に懸命に接触を試みていた学生、きっと他の班が生き生

き活動する中で焦りに似たものを強く感じていたであろう。2日目に仲間と共に行動して

くれた時、きわめて大きな感動を得たであろう。それだけ心を通わす努力をしたことが、

その子の中に大きな変容が生みだしたに違いない。

閉会式で学生達が流した涙、それを見て児童の流した涙、そこには、たった二日ではあ

ったけれども、誠心誠意、児童と関わってきた学生達の感動があった。見ている私にもそ

の感動が伝わり 、人に知られないように涙をぬぐった。

全国から集まった学生諸君は、少なからず各大学でのフレンドシップ事業の中核として

活動してきた強者達である。だからこそ、短時間の共通理解でこのようなかん感動的な触

れ合い活動ができたのであろう。

このシンポジウムを通して、私は 4つの点を確信することが出来た。

その 1つ目は、3、4年間と継続して児童との関わりを積み上げてきた学生は、押しつけ

や迎合でなく、児童をみとり、児童の気持ちを推し量って行動のできる確かな指導力を身

につけてきているということである。

2つ自には、自らが担当した児童に責任を持ち、よりよき関係を構築しようと誠心誠意

接することこそ、教師としてもっとも大切な資質であるということである。

3つ目には、フレンドシップでは、様々な活動や遊びを通して触れ合いをしてきている

が、それらの遊びゃ活動の経験は学生の血や肉となり、自由自在に応用され生かすことの

できる力となっていることである。

そして、 4つ目には、今、教師に求められている力は、児童をみとり、 一人ひとり の学

びを支援していく力である。正に、この触れ合い活動を通して学生の中にその芽生えを見

ることが出来たということである。

自分の担任するクラスにどんな子がし、るかわからない。 しかし、逃げ出すことなく、無

視することなく、怯むことなく、児童とよりよい関係をつくろうとするひたむきな情熱、

それこそ、フレンドシップで培うべきものであることを教えられた気がする。
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「いろいろな妙高Jから「関かれた妙高Jへ
上越教育大学学校教育総合研究センター講師 釜田 聡

先日、上越市在住の Bさん（仮称）から、次の内容のお電話をいただきました。

f初めまして。私は Bといいます。妙高のフレンドシッブに参加した食ム小学校 3年生

の00の母親です。妙高では00が、熱を出し、みなさまに大変ご迷惑をおかけしました。

おかげさまで、 00はかぜも治り、元気になりました。みなさまのお心遣いが大変嬉しか

ったらしく、本日お礼を申し上げたいと、お電話さし上げました。本人に代わりますJ。

続いて、 00くんが、 ro Oです。妙高では大変お世話になりました。朝まで看病して

いただき、ありがとうございました。ご迷惑をおかけしましたが、 2日間楽しかったです。

みなさんによろしくお伝えください。本当にありがとうございましたJなど、感謝の気持

ちを伝えてくれるとともに、楽しそうに思い出を語り、いつまでも電話を切ろうとしませ

んでした。みなさんの心泣いがうれしかったのでしょう。00くんにとっての妙高は、「大

変な妙高j でもあり、別な意味では fあたたかな妙高Jにもなったようです。

さて、みなさんにとっての「妙高Jはし、かがだったでしょうか。きっと、 00くんと閉

じように、あるいはそれ以上の感動を得ることができたのではないでしょうか。事前の企

画 ・打合せ、直前の準備、当日の運営、子どもたちとのふれ合い、全国から集まった学生

との交流、一つ一つの場面がかけがえのない「妙高」での思い出になったことと思います。

私自身、みなさんの準備の様子や当日の活動の様子等から、みなさんの「よさJをたく

さん発見することができました。

「妙高Jに参加できないにもかかわらず事前の準備に多大なエネルギーを注いでくれた

学生のみなさんがし、ました。また、 「妙高j に参加しながら、徹底的に裏方さんに徹し、

プログラムを支えてくれた学生の姿がありました。聞くところによると、何回も上越と長

野市を往復し打合せをしたということでした。華々しくリーダーの役割を果たし、場の雰

囲気を盛り上げてくれた学生もいました。 「かわいい子どもたちのためにj と、睡眠不足

で目を真っ赤に腫らし、ふらふらになりながらも、がんばった学生もいました。準備不足

や途中のプログラム変更等の苦境をカバーし合った学生の姿も見られました。まさに、 f妙

高j という白銀のキャンパス（canvas)Iこれ、ろいろな学生Jが川、ろいろな子どもたちJ

とともに、 r~ 、ろいろな妙高J を描くことができた左思います。 みなさんの絵の出来栄え

はいかがでしたか。

最後になりますが、みなさん一人一人とフレンドシップ事業のさらなる成長 ・発展のた

め、課題を一つあげさせてもらいます。それは、 r ~ 、ろいろな妙高」を「開かれた妙高J

にしてほしいということです。みなさんが「妙高j で、学んだことを、自分の心に閉じこめ、

「問じられた妙高」にするのではなく、自分自身をさらに伸ばすためと自分とかかわるす

べての人々に 「闘いてjいってほしいのです。つまり、自分や限られた狭い仲間だけの f閉

じられた妙高」にするのではなく、自分自身を含め、自分をとりまくすべての 「環境j に

どんどんはたらきかけ、みなさんの心の中に．「開かれた妙高Jを築いてほしいのです。そ

うすることで、みなさん自身が新たな自分に出会うことにもつながると思いますし、フレ

ンドシップ事業の今後の展望が開けてくるのではないでしょうか。
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信州大学・上越教育大学共催第2目コロキュウム
第3回フレンドシップ事業全国学生シンポジウム

「臨床の知j ー「学習臨床Jは教員養成をどこまで変えたか

～フレンドシップ事業からわたしたちは何を学んだか～



第3回フレンドシップ事業全国学生シンポジウムについて

全国の国立教員長成系大学・＂l'：部において文部科学省が推奨しているフレンドシッフ・＇·J~業は、

教師を目指す学生がさまぎまな体験的活動を子どもたちとともに行い、ふれあう中で学生が子

どもたちの気附ちゃ行動をf11！解 し、実践的な~·fiJt手｝）の~I避を身につけることをねらいとしてい

ます＼

全国フレンドシップ活動と！t，フレンドシップ事業に自主的・陪傾的に挽わっている学生が集

まり、子どもたちとのふれあい活動や、意見交換 ・交流を行う活動です この活動は、全国か

ら怠見を出し合って合同し、 ）.；；：践するこ とを通して各大学のii~耐jの特色を学び合い、乍生の怠

；設を高めるI培となっています

ー昨年の阿南（徳島県）、昨年の阿蘇（熊本県）に引き続いて、第3同日の全国フレンドシッ

フI円弱j辻、平成 15年3月6n～10 刊に、｜二越教育大学・信州大学・福島大学・償浜国立大学 ・

広島大学 ・ 鳴門教育大学 ・ 熊本大学の 7 大学の中11；＿が集まり、国立妙，：：i少年自然の家で1f~ 、ま

す：8・9Rには、上越市 .:k町市の児意ど4・に親しむ宿泊｛純資活動、 fMYOKOゆきんこフェ

スティパルJをIJHf佳いたします 谷大学で行っているフレンドシッフ閉山jの特色を生かし、学

生がともに活動しながら良いところを吸収し、 IHI題点を改：写

していきたいと考えておりま寸。

私たち！ま、令

いの押二角予をj菜め、共通意識をもって児童との宿泊体験活動に臨みたいと考え、「第3阿フレン

ド・シッブ事業企凶学：生シンポジウムJ を~Hu!1i ~ 、たしました。 今問のシンポジウムは、 fフレン

ドシッフ事業からわたしたちは何を学んだ刀、j をテーマ（こ、叫各J¥:'f：の活動について押A予を深

め良いところを吸収、それぞれω大学の活動：こ~1＝.かす宮共通立誠をもってキャンフに臨めるよ

うに、お瓦いを知l＇）、窓識を『：iめ合う＠（］分l'J.ftの課題を見つけてキャンフに臨むという三

点をねらいとして乍生向上が立はや考えを交換したいと時えておりますa

ご参加のみなさまからのご.0：礼 ・ご指導をよろしくお願い巾し上：ずます

シンホジウム~"h！当

i度進悠fct：越教育大学 4年）

山本兵哨 (f.J州大学 3年）



第 3回フレン ドシップ事業全国学生シンポジウム

月日 ：平成 15年 3月 7日（金）

場 所 ：国立妙高少年自然の家（新潟県中頚城郡妙高村）学習室 l、2、3

テーマ ：f臨床の知J-r学習臨床j は教員養成をどこまで変えたか

～フレン ドシップ事業からわたしたちは何を学んだか～

日程：

1 .開会行事 10: 00～10: 10 

はじめの言葉（司会）

あいさつ

2.各大学の発表 10: 10～11: 10 

①「学びのひろばj

②「自然体験学校j

③ fわくわくサタデーj

cfゆかいな土曜日J

信州大学教育学部長 藤沢謙一郎氏

上越教育大学副学長噌井三夫氏

上越教育大学発表者：飯森玲子

福島大学発表者 ：坂本琢馬

横浜国立大学 発表者 ：和地めぐみ

広島大学発表者 ：大町真理

⑤「総合学習研究会ふれあいアクティビティーJ

⑤ 「MakeFriendsJ 

⑦「信大Y0 U遊広場J

3.分科会 11 : 10～12: 30 

【学習室 1】

鳴門教育大学発表者 ：野村優衣

熊本大学発表者 ：堀口沙織

信 州 大 学発表者 ：西津俊輔

① f連携j ～学校 ・地域 ・家庭との連携～

② f協調J～ともに活動をする仲間と の協調～

【学習室 2】

③「学びJ～体験を子どもたちの学びにどう結びつけるか～

④「成長J～活動を通 して自分自身がどのように成長したか～

⑤「接し方J～子どもとの接し方について～

【学習室 3]

@fコミュニケーションj ～学生間のコミュニケーション～

昼食・休憩 12: 30～13 : 30 ) 

4.分科会の発表

5.課題シー トの記入

6.閉会挨拶 （講評）

13: 30～14: 15 

14: 15～14: 25 

14: 25～14: 30 

鳴門教育大学学校教育学部 近森憲助氏
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上越教育大学「学びのひろばJ

．初等教育教員養成課程 教科 ・領域教育専修言語系国語分野 3年飯森玲 子

1 .本学のフレンドシップ事業における「学びのひろばJ

平成 10年度から始まった本学のフレン ドシップ事業も今年で 5年目を迎え、正課では

なく自 由意志で参加し、学生主体で企画運営を行う「学びのひろばJは大きな転換期を迎え

た。「学びのひろばj は子ども理解・企画力・実銭力の 3つの力を培うことを目的としてい

るが、昨年度までは年 2回単発的に活動を行ってきており、そこで私たちが目にする子ど

もたちの姿は、成長過程のほんの一瞬に過ぎず、子どもたちの変化や成長、多様な姿を理

解することは難しく、必ずしも子ども理解を深めるまでに至ることは困難であった。また、

企画の大部分を事務局学生が立てて、一般学生はそこに参加するという形であったため、

参加学生全員の企画力が培われているのかという疑問が残っていた。そこで今年度は、 1

年を通して登録された児童と学生が定期的に活動する通年の継続型クラブ活動へ転換した。

クラブ活動は、過去数年、子どもたちに好評であった活動を幾つかの系統でまとめて、

小学 3～6年生対象に 5つのクラブ（アドベンチャー・サイエンス・クッキング・クラフト ・遊

びクラブ）と、 小学 1・2年生対象に 1つのクラブ（キッズクラブ）の計 6つのクラブを作り、

．学校 5日制を考慮して年 5回（6・7・8・10・12月）原則土曜日に活動を行った。

毎回のクラブ活動の企画は事務局学生と一般学生という関係ではなく、「共に体験して

学ぶJという立場で一緒に企画を練り合い、学生同士の学年を超えた協力体制を多くの場

面で見ることができた。また、活動後はその回の自身の取り組む姿勢を振り返り 、課題を

持って次回に臨めるように全体での反省会とは別に、クラブ内で振り返りアンケートや反

省会を行った。

2.今年度の成果と課題

1 ）成果

昨年度までのイベント型において、私たち学生は子ども集団として子どもたちと接し、

参加した子どもの名前をなかなか党えることができず、ケガもなく無事イベン トを終らせ

ることにばかり意識が向いていた。しかし、継続型に移行したことで、今まで見落として

きた個としての子どもを見とり、子ども一人ひとりと接することができるようになった。

以下に「学びのひろばJに関する具体的な成果を列挙する。

－集団としてではなく国有の名前の個として子どもと接し、子ども一人ひとりが皆違う存

在であることを実感できた。

－逸脱やまとわりつくこと等を表現の違いととらえ、どの子も楽しく周囲に自分を認めて

ほしく、人と親しく接したい気持ちがあることを理解することができた。

－子どもたちに教えてあげる、与えてあげるという発想から、子どもたちと共に創り上げ

ていくという意識の転換

・毎回子どもたちとの接し方を考え、模索していく中で、その時々によって間合いの取り

方が異なることを実感した。

－真の信頼を得るためには、子どもたちを迎合するのではなく 、1対 1で心を聞いて叱っ

たり諭したりすることが大切である。
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・子ども一人ひとりのことが少しずつ理解できるようになるにつれて、心を通わすことで

感じられる其の子どもと接する喜びを感じ、教師への~・が強くなった3

. rボランティア体験j を履修している 2年次以上の学生が、企画の展開の佐方や指示の

出し方など社会教育の場で学んできたことを f学びのひろばJで還元することができた0

・話し合いを重ねるにつれ、学年を超えた学生聞の交流が生まれた。

・子ども理解とは年間数回で成し遂げられるものではなく、私たち子どもと関わっていく

者の一生の命題であり、日々成長し続ける子どもに寄り添いながら、心を通わせて支援

していくことなのではなし、かと、おぼろげながら理解することができた。

2）課題

フレンドシップ事業としての「学びのひろばJが地域に定着し、大学、地域、子どもた

ちを送り届けてくる保護者からの期待も高く、子どもを預かるという貨任の大きさをひし

ひしと感じる一方で、次のような課題もある。

－通年の企画を学生自身の手で作り上げていくことを甘く見ていたり、部活やバイト、学

業との両立が難しく、準備に多くの時聞を割くことに耐え切れなくなったりして参加学

生が毎回減少していった。

・事務局学生は通年型の活動と認識しているが、多くの一般学生は年 5回の活動を連続的

にとらえておらず、イベント型としてとらえているなど意識の二極化が生じている。

・事務局学生の減少と活動回数の増加、少人数でのクラブ運営で事務局学生の負担が増え

てしまった。また、一般学生から事務局の存在が不透明で速い存在になってしまった。

・活動場所の確保に伴い、部活動などへの影響が昨年以上に大きくなってしまった。

・周閣への甘えからか積極的に関わる学生が徐々に減り、消極的な学生が微増した。

3. 来年度の展望

「クラブ数の減少j fクラブのオリジナリティーj f市務局学生の負担の軽減j

今年度は lクラブ 2人の事務局員でクラブ経営を進めていったが、大人数をまとめるこ

とは難しく、「学びのひろばj全体の管理も手薄になってしまうため、クラブ数を 3～4に

減らしたい。また、全クラブ向日間会場での活動から、学外での活動も可能にし、月 1程

度の通年型 ・イベント型 ・宿泊体験型といった活動スタイノレの自由裁filの部分を増やして

クラブ毎のオリジナリティ ーを出すとともに、参加学生が自分のスタイノレに合ったクラブ

で 2年、 3年と継続的に活動していけるようにしたい。その中で、体験学習との連携、地

域や保護者と一体となった活動など、社会との交流を増やし、社会性を磨いていきたい。

また、今年度は登録した 1つのクラブにしか参加ができなかったが、企画から当日まで携

わるクラブ以外に、他のクラプへ当日のみの参加や補助ができるようにし、クラブ間の交

流を盛んにしたい。活動をする上で、ある程度の負担の軽減は大切であるが、「学びのひろ

ばJの中身が薄くなって本来の学びが失われてしまわないように、今後も質の良い学びを

提供できるように努力していきたい。

－hu
 

t

－
 



福島大学「自然体験学校J

教育基礎コース 発達臨床専修 4年坂本琢馬

1 .概要

福島大学におけるフレンドシップ事業は、 1997年度より文部省 f平成 9年度教員養成

学部フレンドシップ事業促進等経費Jを受け始まった。教師を目指す学生が個々の体験活

動を通して子ども遥と直接ふれあい、ともに学ぶことによって教師の「実践的指導力j を

高めようとする試みの一環として位置付けられた。鈴木は、この事業を「学生たちの子ど

も達への共感的理解の能力や対人スキノレの向上を目的とし、学部カリキュラムの改革を視

野に入れた取り組みとして、新たな教員養成のあり方を聞い直すJと考え、「地域の教育委

員会や PTA、青少年教育機関、あるいは地域諸国体との関連を深め、一層充実した学生と

地域の子どもたちとのふれあいを可能にする試みJとしてとらえた。

活動内容は、大きく分けて 3つに分類される。

①自然体験学校

国立磐梯骨年の家（猪苗代）を舞台に市内の小学 5、6年生、中学 1、2、3年生と学生、

院生（アドバイザー）、引率、指導教官、青年の家所長をはじめ専門職員で実施。開会式、

出会いの集い（ふれあいグーム）、ウオークラリー、野外炊飯、集団創作活動、火起こし、

キャンプファイヤ一、学習活動を通して、児童生徒と諸体験情動を行う。

②オープンキャンパスフェスティパノレ

自然体験学校参加学生に加え、 7月より参加学生を公募、自主参加型イベントとして大

学キャンパス施設を会場に f締座Jを開講。手作り楽器やわら細工、影絵遊び、理科実験

教室、クッキングなどの体験講座を行う。学生が指導者となり教官は後方支援になる。受

講者は小学生、中学生を中心iこ幼児から一般の方（保護者を中心）となっている。

③公開シンポジウム

毎年テーマを設定し、 2部構成で行う。まず第 l部では、法制講演を行い、テーマに関

しての理解を深める。第 2部では、体験報告を行い、フレンドシップ実行委員の学部教官、

参加学生代表、国立磐梯青年の家専門職員から報告を受け、その後パネ／レディスカッショ

ンとなる。この公開シンポジウムで、フレンドシップ事業の成果総括と今後の課題につい

て議論され、次の年に生かされて行く。

2. 課題

・1年だけの活動で終わらない

．教育実習とのつながりを作る

．地域に対して目を向ける

1年生で活動を終えてしまうのではなく、長期的なビジョンのもと、教育自習 ・教員採

用献験ともつながるような内容を組むことにより 、学生が自分なりに考えた課題や目的を

時聞をかけてじっくりと進めていくという内容を作ることが新たな課題となっている。特

に 2年生の時期に行う活動では、学生自身が自ら発案 ・企画 ・実行ができる内容として 1

年間を通し活動し、 1年目の自然体験学校で学んだ反省や課題を生かし、より深く子ども
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について考えていくような体勢を取ることが必要であると考える。また、過年度履修を可

能にし、 2年生 ・3年生が情動に参加ができるような体制を作ることにより、異年齢間で

行われる活動ということも視野に入れ、自分がやってきた活動を後輩に伝えるのはもちろ

んのこと 、一緒に取り組むことによりお互いに学びあうことができ、学生同士のつながり

やコミュニケーション能力の向上にもつながると考えている。

福島大学の活動は 2003年度で 7年目を向かえることになるが、設立当初の活動を継続

して行っている。そのために、 7年前の時には有効であった活動も、現時点では時代遅れ

の活動となっている部分もある。特に、総合的学習と学校週 5日制の導入により、子ども

逮がこうした活動に対する慣れが生じてしまい、学生側は新鮮でも子どもの方は新鮮では

ないというようなケースが生まれてくると考えられる。こうした意味でも、子どもに今ま

で味わった事の無い体験をさせることにより、より質の高いフレンドシップ活動を目指し

てし、かなければならない。

最後に、忘れてはならないのは、大学における授業（座学）をないがしろにしては、体

験的学習の意味がなくなってしまうというこ とだ。こうした体験的学習は非常に有効では

あるが、大学における教員養成の基本は毎日の授業である。体験的学習だけをやっていれ

ば教員養成における目的が達成されると勘違いされがちであるが、あくまでも大学におけ

る授業（座学）を実践する揚が体験的活動であり、体験的学習の付属として大学の授業が

あるわけではない。このことをもう一度考え、毎日の生活に直結したフレンドシップ活動

をしてし、かなければならないと考える。

！クム

マまで変えたか
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横浜国立大学「わくわくサタデーJ

学校教育課程 1年和地めぐみ

1 .横浜国立大学のフレンドシップ活動の概要

横浜国立大学は 14年度でフレンドシップ活動を始めて 6年目に入った。横浜国立大学

には、フレンドシップ活動 Aとフレンドシップ Bという 2種類のフレンドシップ活動があ

る。フレンドシップ Bとは個人単位で、附属小学校や公立の小学校、県の宿泊施設などに行

って、そこでの体験学習などの活動のお手伝いをさせてもらうというものである。ここで

は主に次に説明するフレンドシップ活動 A、通称「わくわくサタデーJについて取り上げ

たいと思う。

わくわくサタデーとは名前の通りわくわくした土曜日を児童に過ごしてもらおう、そし

て講座の中や、当日に至るまでの経緯の中で自分たちもいろいろ学ぼうというのが主な目

的である。受講した学生 7、8人で班を作り、前期 ・後期各 1回、合計年 2回ほど学生が

企画した講座を小学生を対象に行うというイベントで、小学校は横浜市や川崎市からお借

りし、その小学校の児童を対象として講座を行う。全体でのミーティングを金曜 5限に行

い、そのほかの活動は、班ごとに班会や試作会を開いて本番のわくわくサタデーに備える。

各班から班長、運営、広報、保健、物品係を出し活動が円滑に行われるようにする。運営

係の中から委員長を選出し、運営係が中心となって小学校との連絡や、全体での物品の発

注を行う。わくわくサタデーは学生中心で作り上げるものであるため、担当教官は学生の

サポートにあたっていただく。

2.わ くわくサタデーの内容

平成 14年度のフレンドシップ活動 Aは受講者 45名、 2.3年特別班 8名、 4年生特別

班 10名の合計 63名で行われた。わくわくサタデーでは小学校が決定すると、講座の素案

を作り、小学校側と打ち合わせを行う。その打ち合わせで小学校の先生方からどのような

講座を期待するか、またその注意点などの指導をしていただく 。各班の講座が決定すると、

ポスターやチラシをもとに児童にどの講座を行いたいかアンケートを取り、各班に児童を

振り分ける。その後、大学では試作を繰り返して、講座の進め方を考えたり、必要な物品

発注を行ったりする。小学校に向けては児童一人ひとりに手作りの招待状を出す。また小

学校側と電話や FAXで連絡を取り、当日に備える。ここまでの準備期間が約 3ヶ月であ

る。当日は 2～3時間で講座を開催する。開閉会式は運営係を中心として行う。閉会式で

は講座ごとに自慢タイムを設け、その日に行った誹座をみんなに見てもらうようにする。

また講座終了時に手作りの修了番と、各講座がどんなことをしたか、またそのやり方がわ

かるガイドブックを配る。また講座後に児童にアンケートを取り、その後の学生の反省に

生かせるようにしている。

前期は横浜市立東小学校、後期は川崎市立南河原小学校で行った。前期の講座と ・しては

リサイ クル楽器作り、キャンドル作り、灯篭作り、竹遊び、全身を使って絵を描く、五感

を使ったゲーム、プラネタリウム作りがあった。後期はシャボン玉、すいとん作り、推理

ゲーム、等身大の自分の絵を描く、アルバム作り、 クリスマスリ ース作り、ナンカレー作

り、目 の錯覚を利用したおもちゃ作りがあった。
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3.反省及び今後の課題

今年度のわくわくサタデーは昨年までと変更した点がある。まず咋竿までは全体会を木

nm日の昼休みに行っていたのだが、今年度からはJ受業として全体会を位間づけた。これは

昨年度までの、昼休みでは全員が集まりにくい、版会をする時間が少ない、人数が多くな

りすぎてしまうといった反省を生かして改善されたことである。これによって全体会につ

いてはだいぶ改善されたと思う。 しかし全体会を授業枠にしたことで、他の授業と重なる

ため全体会に出られない学生が出てきてしまう。このような学生は全体会に出ない代わり

に単位は取得できない「特別班Jとして活動することになった。 しかし特別班は全体会に

出ないため、どのような人たちが行っているのかわかりにくい、また情報伝達がしにくい

など、普通に行っている学生との聞に壁が出来てしまった。来年度は特別班に入る学生が

少なくて済む時間帯に授業枠を取れるよう、検酎していきたいと思っている。また授業と

して登録してはいる ものの、教授はいないし、出席は取らないためバイトやサークノレとい

って欠席する学生もいた。これでは全体会に出られないからと単位を貰わずに活動してい

る特別班に申し訳ない気がする。教授がいないのも、出席を取らないのも、 わくわくサタ

デーを行う学生がそれだけの意欲を持っているだろうと恩つてのことである。 しかしこの

状況が続くのであれば、単位を貰っている以上出席を取るなどの改善策も必要だと思う。

次に昨年度までは主に全体の運営を行う「運営学生Jと実際に講座を行う「班学生Jに

分かれていたが、お互いの連携が上手く取られていないとの反省から、今年度は運営係と

して各班から 2名出すことにした。これにより班と運営の連携はかなり取りやすくなり、

また運営会で情報交換することで、各班が今どのような進行状況にあるかということや、

運営として各班にお願いしたいことの主旨が伝わりやすくなったと思う。また昨年度まで

は運営班は全体の運営のみだったため講座を行えなかったが、今回は全学生が講座の企画、

運営に参加することが出来た。運営の形は来年度もこのままで様子を見たいと思っている。

今年度は昨年度までとかなり違った形で行ったが、どれも変化させたメリントは十分あ

ったと思う。また後期のわくわくサタデーではけが人が O人という良い結果に終わった。

現在は今年度の反省をもとに運営マニュアノレや保健マニュアノレなどを作り、来年度への仕

事の引継ぎがスムーズに行えるように工夫している。

来年度もこの反省を生かし、学生も児童もよりいっそう楽しめるわくわくサタデーを作

り上げて行きたいと思う。
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広島大学「ゆかいな土曜日」

第 1類初等教育教員養成コース 3年 大町真理

1 .広島大学フレンドシップ事業の概要

広島大学では fゆかいな土曜日 Jという名称で平成 9年度から本格的な事業を開始し、

本年度で 6年目を終了した。対象児童は東広島市内の小学 4～6年生である。授業として

も行われているので受講生は、「地域教育実践 I・ 0 Jの単位（それぞれ 1単位）が取得で

きるが、 2年目以上はボランティアと なる。 1年間にわたって同じ児童と学生が様々な活

動（グループ活動、畑活動など）をしていく中で、多くの出会い、ふれあいを通して共に

成長していくことに重点をおいている。

2.平成 14年度事業の活動報告

今年の参加学生は 110名（幹部 13名を含む）、参加児童は合計 149名、小学 6年生 53

名、 5年生 49名、 4年生 47名であった。活動回数は、 5月から 12月までの毎月 1～2回

の土曜日、合計 10回行った。主な活動はクラブ活動、グループ活動、畑活動、江田島青

年の家宿泊研修、もちつきである。（詳細は 2枚同参照）幹部会を毎週 1～2回、グループ

会を毎週 1回行った。

＠クラブ活動について

平成 13年度から始まった活動で、 1年間で何か技を身に付けようという目標のもとに

行われている。毎月 1回、活動日の最初の時間、 1時間半を使って行った。今年行われた

クラブは草笛、竹笛 ・水笛、飛行機、たこ、将棋、絵本、童謡唱敵、お菓子、手打ち野球、

けんだま、編み物、ダンスの合計 12のクラブである。児童、学生は自分の好きなクラブ

にはいって技を磨いた。12月の最後の活動日にクラブ発表会を行ってみんなで技を披露

した。講師は地域の名人の庁、広大の様々なサークル、ボランティアの学生に依頼した。

＠グループ活動について

今年の参加児童、学生（一部の幹部を除く ）は 4グノレープ、15班（I班につき基本的に

児童 10名、学生 6名である）に分かれた。企画 ・運営は幹部を中心に班の中から毎月 1

～2人を企画者とし輪帯制で行った。以下はそのグループ名とグループの年間目標である。

O原始グループ（I～4班）

－五感をフルに使って自然と触れ合いながら、自然のすばらしさ、大切さを学ぶ。

．原始的な生活を行うことで現代の状況の便利さを実感する。

・子ども自身が考えて、主体的に活動する。

・班で一つにまとまり、人と互いに協力し合う。

O芸術グループ（5～8班）

－今までにやったことのないような方法で表現することにより、枠にとらわれない自由

な発想ができるようにするe

・仲間の様々な表現、個性に触れ、多様であることを受け入れ、柔軟な考え方ができる

ようにする。
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0科学グループ（9～12班）

・身近にあるものを題材とし、科学というものを身近に感じることができるようにする。

・家に帰ってもう 1回やってみたいと思うような活動を十るe

0伝統文化グループ （13～15班）

－地域や自国の伝統行事や文化に触れることで、それを閥解し、誇りを持てるようにす

る。

・実際に体で体験することにより、歴史や土地の風土を知り、人間性豊かに成長する。

以下は今年の年間活動報告である。

日程／グループ名 原始 芸術 科学 伝統文化

第 1回 5月 11日 am クラブ店出し、開講式、班男lj情動

pm 班別活動（名札作りなど）

第 2回 6月 8日 am クラブ活動、畑活動（サツマイモの苗植え）

pm · · -·iifi：只万·－··r·五福·i~－~－··－··－rぷ7干；·；·~~ ·－·r-·-·－ぬ1-t;•ぶ－．．

第 3回 7月 13日 クラプ活動、グループ別活動

．家三ミ－~－·－··r·五百万；；－－「両工子語＂＜·；｝·－T・ー；言示ii~·－··－··

第 4回 8月 12日～13日 国立江田島背年の家宿泊研修 海水浴、星見会、

朝の選択活動（スタンプラリー、海砂アート、クラフト、

フィールドビンゴ）

第 5回 9月 28日 クラブ活動、グノレーア別活動

主語：只V"l v二；二二五二JT二：~－~~；.；二；；；トーr－·－·－·長l必ーー

第 6回 10月 12日 am 冬野菜植え付け（大娘、人参、（－1菜、水菜）

pm 火起こし .T 班別活動

第 7回 10月 26日 a町】 クラブ活動、いもほり

pm 
・-.. -ff.房長·－ ·－·T・・－害金~a·-··-.. -r＿じぶ量不王・－r-.. -p~·弘三ミ－~－··－・-・ 

第 8回 11月 23日 クラブ活動、グループ別活動
.. _.,_tt，辰五・－.. r .. ＊－呆．手通－函＿.. _r_ .. ＿.語気ーーー·－r·－－.｝－；；，：－，；；；；~－ ·；J-··-·

第 9回 12月 7日 am 班別活動 カードづくり 振り返りクイズ斑見lj情動
・・-ー.－・・－・・－・・－・・ーー－ー ー喧・－・・－・・ーリー・・－・・－・・－・・－・・－・.恥・ー－－ー，－・・・H ’H ・H ・・H ’・・－・・－.. -・・-・・-・・-・-..・・・・－・・－..軸日曲目ー－

pm 餅っき

第 10閏 12月 21日 クラブ活動、グループ別活動
・－－・-・ －・・－・・－・・－・・－・・－・・－・・瞳.・帽H ’H ・H ・H ・・4酔’－・・－・・－・・－・・－・・・............・H ・・・－・・ー’・ー・・ー，，ー，・ー・・・骨・・ー......................’H ・.._ ..・・
クラブ発表会、関税式

シンポジウム 1月 25日 親子で体験コーナ一、意見交換会など

3. 今後の課題について

－学校では行われていないようなゆかいな土曜日オリジナ／レの活動をする。

・地域、教官の方（ク ラブ緋師の方）との述携を深める。

・学生組織を活性化させる。
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鳴門教育大学「総合学習研究会ふれあいアクティビティーJ

小学校教育専修 図画工作科教育コース 1年 野村優衣

1 .本会について

本会は本校におけるフレンドシップ事業から派生し 2000年度に発足、初代会長の大門、

小原（2001年度卒）そして現メンバー数人により、総合さ学習研究会“ふれあいアクティピ

ティー”として活動を開始しました。

その後様々な活動を経て、現会員数 15名で活動しています。

2.活動について

今年度の活動は、本校で行ったものとして 5月 18日に行ったうずうず塩作り 、10月 19

日に行った自然と遊ぼう in鳴教があります。また校外のイベントとしては豊浦小学校での

総合的な学習の時間（環境分野）への参加や卒業生を招いて行った研修会（牟岐少年自然の

家）、徳島県立牟岐少年自然の家の主催事業ヘボランティアリーダーとしての参加、 11月

30日、 12月 1日と行ったふれアク in牟岐、そして 3月 6日から開催される全国フレン ド

シップ活動への参加があげられます。また活動に際し、鳴門市教育委員会や市内小学校の

諸先生方に大変なご協ノJをいただいています。

i ）自然と遊ぼう in鳴教について

この企画は当初 6月に行おう と思っていたものだったのですが活動当日が雨で中止にな

ってしまい閉じ活動（内容は若干変化している）を 10月に行いました。この活動には 8

名の小学生が参加しました。この活動では鳴門教育大学術内でオリエンテーリングを行い、

道中に 5箇所のチェック ポイントを作りクイズやカモフラージュなどを行いました。また

歩いている途中に落ちていた枯葉や枝、テニスボールなどで子どもと学生で 1つの作品を

作り上げました。この活動は現 l年生が企画した初めての活動になります。 4年生は実習

等で準備があまりできなかったので 1年生にはずいぶんと負担をかけてしまいました。

話）ふれアク in牟岐について

この活動はふれアク活動の中でもメインといえる子どもと共に宿泊を行うもので、活動

参加人数は学生 8名、小学生 27名という活動始まつで以来最高人数を数えました。

11月 24日に活動の顔合わせを行い参加する子どもの健雌チェックを行いました。この時

には保護者の方も同席していただき、本会の活動の趣旨等を理解していただくことととも

に、子どもたちの健康調査票の書き込みと参加費等の支払いなどにご協力いただきました。

活動の方は牟岐少年自然の家の職員の方々の協力L、ただきながらオリエンテーリング、星

の観察、写真たて作りを行いました。

iii）ふれアク研修会

この活動は昨年度卒業された先輩方が現場でこの活動のことが役に立っているという

一言から研修会みたいなのをやってみょうかというなんともあいまいな理由で始まったの

ですが、実際に現場に出ている先輩の話を聞くに当たって 4年次生には教員採用試験の勉
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強になり、教育実習との迎いなどを実感しました。また基本的なアクティピティーや子ど

もへの指導方法などを自らが活動をすることで体感し、様々な事態の対処方法などを身に

つけることができました。

iv）わんぱく海体験へのボランティアリーダーとしての参加

8月 17日～19日に牟岐少年自然の家で開催されたわんぱく海体験にボランティアリー

ダーとして参加しました。牟岐少年自然の家主催事業に入るのはこれで 2度目なのですが

参加したのは 4年次生 5入、 1年次生 1人の 6人でした。参加した子どもは小学校 4年生

から中学校 2年生までで 80人程度でした。当初予定としてはテントを張って泊まり、ま

た海での活動がメインだったのですが台風が接近していたこともありテントでは l泊にな

り、大島活動などの海での活動もほとんど中止になってしまいました。ですが 2y自3日と

いう活動の日程は今まで経験したことがなかったのでとても良い体験になりました。

来年度からも参加できるだけ参加したいです。

3. 今後の課題について

ふれアク活動は他大学に比べ小規模な活動だと思います。活動形式も同好会活動と いう

ことで会員がとても少なく活動において l人 1人にかかる負担がとても大きかったりしま

す。また中には運動部との掛け持ちをしているメンパーもいるので土曜日開儲に参加でき

ない学生もいたりします。もちろんただ人数が多ければよいとは恩わないのですが、活動

のたびに行う学校回りや各協力機関との辿絡などの事務的なものから、活動時の子どもの

世話までと「人数が多ければよかったなあJと思うことはたくさんありました。特に来年

度は現メンバーのうち半分が卒業等で抜けてしまいます。やはり主力が抜けるのはとても

痛いことなので 1年生をもっと鍛えていこうと思います。また活動がやりっぱなしになっ

たり活動当日になって準備ミスがあったりとするので準備、反省会等を充実させていきた

いと思います。

（文責：平海学）
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熊本大学 rMakeFriends」

小学校教員養成課程教育学専攻 2年堀口沙織

1 .熊本大学フレンドシッブ事業（MakeFriends）活動概要の紹介

熊本大学におけるフレンドシップ事業は、「学生主体の活動企画Jという目的を深めるために、

2000年度より fMakeFTiends （以下メイフレ）」というサークノレ的要素を含んだ団体としての活

動になった。三年目に入り定着してきた活動の形態は、 活動の協力機関（主に熊本市内の公民館）

を探し、その協力機関ごとに10名程度の班に分かれ、班単位で企両 ・活動を行うというものであ

る。現在総員57名、 9月に幹部交代をし、現在は2年生中心に運常を行っている。

各班の活動は大学の前期 ・後期で一区切りとし、その度に班員を変え、新しい活動を企画して

いく。つまり 、四月からメイフレに所属している学生は、年に最低2回の企画 ・活動を行うとい

うことになる（通称＝メインの活動）。また子どもと接する機会が年2回では少ないので、他の斑

の活動への当日参加や、前年度までの活動経験を活かして小人数で短期間に企画する活動（通称

＝昨活）への参加ができるようにしている。その他に子どもに関わる活動の情報提供 ・積極的な

参加の呼びかけなども行っている。

メイフレの学生が

子どもと接する

機会

一一
年 2回の前期 ・後期の

活動企画と参加

（年間活動の段低回数）

＋ 

他の斑の活動への

当日参加 ・昨活へ

の参加（希望怖IJ)

活動内容は嫌々で、班によって協力機関の特徴を活かした企画を行っている。小学生を対象に

した1日の活動がその大半を占めている。企画は週ごとの全体会と、班ごとの話し合いによって

進められ、月に一度企画の進行状況を全体に向けて発表 ・意見交換を行う f報告会Jを行ってい

る。また、毎年8月と1月には、前期 ・後期のそれぞれの活動についてのまとめの報告会を行って

いる。今年度は f企画力の向上Jr子ども理解j を活動目的の中心に添え、前期に5つの班、後期

では4つの班で活動した。各班の活動を簡単に下に記載する。

［前期｝

・一年間を過した、子どもとの継続的な関わり

・子ども ・スタッフと一緒に「下ども夏祭りJを企画 ・運営J

－商店街で買い物をし、妙飯 ・倣子のクッキング

・パスで牧場に行き、搾乳 ・授乳の体験

・夏のキャンプ、自然の中で子どもとふれあう

｛後期］

－みんなで手作り「ジャンボすごろく J大会

－歴史のイベン トも取り入れたウオークラリー

・三世代交流も視野に入れた、竹炭作り体験

上記のように班ごとに隠類の追う企画を行っているため、今回は前期 ・後期から一つずつ活動

を紹介したいと思う。

-24 -



2. 前期五福班活動「子ども夏祭り」の企画 ・運営について

「子ども夏祭り」とは、協力機関である五福公民館の児童室主催で毎年行われている活動で、

その企画の中心は f子どもスタッフJが行っていた。その子どもスタッフのサボートという形で、

今年度の前期五福班は活動した。子どもスタ ッフは小学校4年生～6年生で、今年度は3つの違う

学校から宮1・:n人の子どもたちが集まった。21人の子どもたちと一緒に、夏祭りに向けての打ち合

わせ ・準備が4回、前日の憎備、当日の運営まで‘行った。一日｜浪りの活動企画とは追い、同じ子

どもたちと半年にわたって継続的に関わっていくことのできる活動だった。

夏祭りの準備段階においての子どもたちは、最後まで一生懸命する子と途中でなげだす子が見

られた。だが作業に飽きた子たちも、ポスターや飾りを上手く作っている子を見て「自分も…J

とやる気を出したり、学生がめずらしい飾りを作るとそれに興味を示し一緒にやり始めたりする

姿が見られた。飽きを感じ始めた子どもたちに対して、どのようにし接したらいいか、少し学び

取ることが出来たと思う。夏祭りで行うゲームの内容を決める時には、自分たちが興味のあるこ

とや学校で流行っていることなどの案をたくさん出してくれた。内容を しぼって決定していく段

階で、子どもスタッフが決定方法などの意見も出しながら、積極的に話し合いを進めていく二と

に驚かされた。

当日の夏祭り運営においても、学生は子どもたちの姿に鰐かされることが多かった。各担当コ

ーナーで、私たちが期待していた以上に自分たちの仕事に責任を持っていた。人がたくさん並び

始めると臨機応変に受付 ・誘導するなど、学生が支持をしなくても自分たちで考え却jし、ていた。

また、自分の担当コーナーが終わると他のコーナーを手伝いに行く姿も見られた。どの子どもた

ちからも、夏祭りスタッフとしての自党を充分に感じ取ることができた。夏祭りの企画 ・運営で

の、子どもたちと継続的な関わりを通して私たち学生は子どもスタッフから柔軟で幅広い考えや、

学生以上と言っていいほどの貸任感とそれに伴う行動を見ることができ、子どもたちの持ってい

るものや可能性の幅を知ることができたと思う。一方でこの活動から、子どもと仲良くなってい

くと「慣れJから 「けじめj があいまいになってしまうということが課題として挙げられた。

3. 後期中央班 「立田山ウオークラリーJの活動について

このウオークラリーはクイズや見学、レクレーションなどを過して自分たちのi町の歴史にふれ

ていくことを目的としていた。その中でも、いかに子どもたちを楽しませることができるかとい

うことに重点を置いて活動した。一日かけてのウオークラリーという内容で対象が局学年だった

ため、恥ずかしがったり人見知りをしたりするこどもが出るのではなし、かと思ったが、純粋に楽

しんでいる姿をたくさん見ることが出来た。今まで低学年を対象にした活動が多かったため、今

回の活動では、高学年の子どもたちの色々な面を見ることができたと思う。まず低学年とは話す

内容も違い、人の話をよく聞き、言われたことをきちんと理解して行動できる学年であると感じ

た。ある記念館に入る前に静かにしなければならないことを伝えておいたところ、お互いに注意

しあって行動していたのが見られた。しかしそういった高学年らしい姿が見られた一方で、相手

の気持ちを考えずに患っていることを口に出してしまうという場面も見られた。また、知らない

人と仲良くなるのに低学年よりも時間がかかるとも感じた。学生が仲介となり一緒に話せる話題

を提供したり、人に傷つくようなことを言った場合には注意して、新しい話題を学生が切り出す

ことで班の雰囲気が悪くならないように配臆した。

この活動では、特に高学年の子ども同士の関わりを円滑にしていくような学生の関わり方、ま

た自分たちが漠然と持つ「高学年の子ども＝冷めている ・活動を恥ずかしがるJというイメージ

の再構築の必要性を感じた。これらを後期中央班において出された今後の課題である。
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プ ラ ザ

信州大学「信大Y0 U遊広場j

1 .今年度の 「信大 Y0 U遊広場Jの活動について

く牟礼ふるさと農場 ・茂菅ふるさと農場＞

理数科学教育専攻 4年 西津俊輔

間出場では、 農作業体験を中心に子どもとかかわる活動を行った。牟礼ふるさと農場で

は主にそばを栽培し、他にもイモ類 ・とうもろこし ・落花生等の栽培を行った。茂菅ふる

さと農場では昨年まで固と畑として使用していた農地を田に変更し、稲作を通して子ども

たちとのふれあい活動を行った。

く鉄腕ア トム＞

「陣害のある人々と、日常的 ・継続的なかかわりをもつことで、お互いの理解を深め忌」

という目標のもと、 「楽しい放課後クラプ にこ 2Jという長野養護学校の保護者の有志が

行っている活動に参加させていただき、また学生が企画して、参加者を大学に招待するな

どの活動を行なった。

＜キャンパスプレーパーク＞

毎週木曜日の午後 3時から午後 5時、土曜日の午前 10時から午後 5時の 2園、大学内

のグラウンドを開放して、地域の子どもたちゃ大人たちが気軽に遊びに来ることができる

ような冒険遊び場を開いている。

＜ふれあいプラザ＞

子どもからお年寄りを含めた地域の方々を集めて、毎月第 2・4金曜日にスポーツ教室

を開いた。夏のキャンプ、冬のクリスマス会には、参加者も企画に関わっていただいた。

＜イベントプラザ＞

四季を通してそれぞれの季節を感じられるようなイベントを企画、運営した。秩には信

大Y0 U遊広場の一大イベントである、 fYO U遊フェスティパノレJを開催した。

＜おでかけプラザ＞

学生が各自の目標を持ち、それに向かつて自己を高めていくという方針のもとに、種々

の小学校や公民館で保護者によって企画されている子どもたちの遊びの場に出向き、学生

が中心となって遊びの内容を考え、子どもたちと様々な活動をともに行ってきた。

＜興積館＞

不登校の子どもの居場所をキャンパス内に作ることを考えた。さらに、長野県教育委員

会、長野市教育委員会と連携して、中間教室や中学校に出向き 、悩みを抱える子どもと関

わる f心の教室相談員JfメンタノレフレンドJも継続して行った。

2.今後の課題

・学生スタッフの敏を早めに確認し、活動の準備も分担し、協力して進めていくことが必

要だと感じた。

・農場へは授業の空きコマなどにしか行けないため、 f育てているJという感覚が薄れてし

まう。全体的に作物のことを気にかける姿勢が乏しかったことは、大きな反省点である。

・主に活動する場所の他に、 子どもが気分転換できるように（室内での活動は特に）、 天候
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に応じて場所の移動がしやすいように、もうーヶ所場所を確保しておく必要がある。

－外で活動する時は、危険な場所がないか、移動する場合はどのくらい時聞がかかるのか

などを知るために、予め下見が必要である。

・子どもとの関係が深まっても、一線を引く（～はしてはだめなど）ところはしっかりし

なくてはいけないと感じた。

－必要を感じたら、自分たちで積極的に企画し動いていくことが大切だと思った。臨機応

変に対応する力を身につけていく必要がある。

・プレパに慣れた反面、道具類の扱い方が雑になってしまっていたり、学生との仲が親密

になるあまり、ことば遣いや礼儀などがおろそかになったりしていた。

・プラザの方針「自分自身による目標設定と成長Jに少し甘えてしまった部分があり、こ

れらへの活動参加の目的が「成長」ではなく、 f楽しみ」にのみ留まってしまったこと。

・子どもが何をしたいのかということと、私たちが子どもに何を身につけてほしいかとい

うことのバランスをうまくとっていくことが必要である。これまでの活動は私たち学生

や親の意向が強かったようである。

－もっと多くの専攻からもスタッフとして参加してほしい。そのために活動を知ってもら

うことや、呼びかけが必要である。

・活動の度に反省会を行なっても、その反省を活かせる場がなかった。不安な気持ちのま

ま活動を続けることになってしまったところがあったの

・自分のプラザという意志が強く、他のプラザへの意識が弱かった。やはり全体という意

識をもつためにも毎週行われる定例会を有意義なものにしてし、かなければならない。

3.新しいプラザ

ここでは興譲館について少し詳しくふれておきたい。このプラザは今年度から新しく始

まった。「興譲j とは、「奪うに益なく譲るに益あり、譲る心こそ一国をも興隆させゆく根

本精神であるJという意味で、中国の古典『大学』に由来する。今日では多くの不登校の

問題に教育現場の教師たちは頭を悩ませている。それに対してうまく対応されていないと

いうのが現状である。そこで、教師でもなく、子どもでもなく 、年齢も比較的に近い我々

学生がそのような不登校の子どもたちの居場所を作ることが、このプラザの目的である。

それだけでなく、長野県教育委員会、長野市教育委員会と連携して、中間教室や中学校

に出向き、悩みを抱える子どもと関わる「心の教室相談員j 「メンタノレフレンドJも継続し

て行うことにした。私自身、興譲館に深くかかわったが、今まで誰もやろうとしなかった

分だけ、とてもやりがいの感じられるものだったと思う。ここに来た子どもたちには皆、

何か収種を得ているようである。来た当初には下を見たままで話すことすらしなかった子

が、今ではみんなを誘ってサッカーやトランプをやりたがるようになり、集団をまとめる

リーダー的な力を身に付けた子なども現れ、当初と比べるととても大きな変化である。

＜今後の課題＞

・今年度の「興譲館Jは他機関と連携することはせずにやってきたが、不登校の親の会や

フリ ースクールなどと連携して自分たちの活動を見直すことが大切である。

・子どもたちにとって意味の無い時間が少なくなるように、教材 ・題材をたくさん考え、

できるメニューを増やすことが必要である。

司，
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第 1分科会「学校・地域・家庭との連携j

1 .参加学生

。坂本琢馬（福島大学） 0森岡恵（上越教育大学）小I~~ 美里（横浜国立大学）

事喜沼夏子（信州大学）野村優衣（鳴門教育大学）伴峰畠（上越教育大学）

小川敦嗣（信州大学）

（。：ファシリテー夕、 O：書記 以下同様）

2.意見

・不登校児の親から、世間の目やプレッシャーを乗り越えられたのは、学校側の f一緒

に頑張っていきましょう j と言う態度に助けられたからだという話を聞き、「連携Jに

対して受身でなく、積極的な姿勢が大切だと感じた。

－昔は固有名詞の「00先生Jと家庭の信頼関係があったが、今は「学校Jという組織での

連携が望まれているような気がする。

・保護者と教師が人間同士の闘わりを持つことが、学校と家庭の信頼につながる。その

ために、日頃から継続した述絡や学級通信、懇談会などを通して、家庭に学校の様子

を伝えることが必要だ。

－孤立した学校や人間関係の希薄、自然に集まる場の減少といった子どもたちを取り巻

く環境を考えると、フレン ドシップ活動が担うべき役割をもっと考えられると思う。

・f子どものための連携Jだけではなく、地域の人にとっても連携は望まれているので

はないか。

・学校へ行かずに、フレンドシップ活動へ来てしまう子どもが出た時、学校との信頼関

係という点で問題が発生した。

・子どもがいるから、学校と家庭と地域とで連携しなくてはならない。

・理想は学校、地域、家庭があるところで閉じ目標に向かっていることだと思う。だから

相手が何を望んでいるか聞くと同時に、こちらの方針も伝えていくことが大切だe

3.まとめ

「連携Jという言葉から、つながりや人間関係 ・信頼関係ということを見出し、連携する

双方にとって、メリッ卜があるからこそ成立するのではないかと考えた。それは、“GIVE

&TAKE”の関係であり、その根底には助け合いの精神にのっとった関係があるのではな

いだろうか。

く地域と家庭＞との連携では、 両者の希薄な関係という現状を改善する良いきっかけの

場として有効になっていると感じる。例えば、信大のプレイパークでは、子どもを介 して

親同士の交流という点でも活用されている。

く学校と家庭＞との連携では、こまめな連絡で・つながりを図っていかなければならない

と考える。子どもをf個Jとしてみるならば、親も f個Jとしてみるべきなのではないか。こ

こで大切なのは、「継続的にJということだ。家庭側からの連絡を待っているだけではなく、

学級通信や懇親会等を通じて、学校の方針や願いを継続 して伝えることが必要である。

あるところで、同じ目標を持つからこそ、連携が生まれるのではないだろうか。
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第 2分科会 「ともに活動をする仲間との協調J

1 .参加学生

。山本佳代（横浜国立大学）0中村浩志（上越教育大学）浦川 玄記（広島大学）

那須紋子（信州大学）堀口沙織（熊本大学）古川 千品（上経教育大学）

2.意見

・「協調J「協J 協力→自分たちの働きかけで起こるもの

「翻J 調和→活動していく中で後からついてくるもの、バランス

・集団の意識 fみんなで協力し合おう J→積極的な活動、臨機応変に対応できる。

．しっかりと活動準備を詰める→しっかりとした活動、バランスの取れた集団

・「協調Jを生むために

＊雰囲気作り、場作り、人間関係の形成

＊継続的な所動、個人の気持ち（同じものを目指す気持ち）、意arx

＊話し合い、意見交換

＊怠見をぶつけられる→お互いの考え方を知る。

＊自分の考えをしっかり持って伝えようとし、相手の考え)jも知ろうとする。

. r協調Jをとろうとするあま りに

＊意見のこ極化を避けようとする→譲り合ってしまう。重荷になる。

＊自分の主張をしない→自分の目指すものを得られない→集団から離れてしまう。

＊落ち着きすぎて向上しなくなる。

3.まとめ

f協調」というテーマは漠然としていて、自分たちの中では「協力J「調和Jという意

味で考えていった。そこで出てきたのは集団のバランス、人間｜品l係、雰囲気が重要だとい

うことが全員の意織にあった。

「協a問j と生むためには、まずお互いを知ろう、受け入れようとすることから始ま り、

そこから九、い雰囲気」が生まれ、意見を活発に交換し合い、 f一緒に頑張っていこう j と

いう意械を持って、積極的にみんなが活動していくことで後から自然にうまれてくるので

はなし、かという考えに至った。

逆に 「協調j を早い段階から求めすぎたり、 f協調＝あわせる」と考えてしまったりす

ると、十分な意見交換ができない、譲り合ってしまう、お互いを知ることが難しい、表面

ではまとまっているようで、内面で気持ちがこ極化 してしまうなどのマイナスな面も出て

くるのではという意見もあった。

「協調j とは、意見を戦わせることも、協力していくことも、自分の考えをしっかりと

もつことも、いろんなこと全てを含めて大事にしていくことで、自然とうまれていくもの

なのだというのがこの分科会を通して全員が感じたことではないだろうか。
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第 3分科会「体験を子どもたちの学びにどう結び付けるかJ

1 .参加学生

。西樺俊l白ll（信州大学） 0藤岡恵美（信州大学）渋谷梓（熊本大学）

加登脇大地（広島大学）飯森玲子（上越教育大学）小川葉月（横浜国立大学）

坂東哲弥（鳴門教育大学）

2.意見

・体験活動が多いが、体験ができるようになるだけではなく、それを過して、子どもによ

って内容は違うと思うけれど、何かを学んでもらおうと思って企画している。

・学びは教えるよりも気づいてほしい気持ちがあるから、気づきは学びの前段階といえる。

自分で気づいたものや体験は後々まで残るため学びとの関連性が強くなると思う。

・体験は学びや成長の節々にあって、その子の成長の助けになることなのではないか。

・興味のあることは知りたいという気持ちも強く記憶に残るが、興味のないことは必要な

くなると忘れてしまう。忘れてしまうものは学びではないと思う c知っていることで自分

が何らかの形で成長していけるものが学びだと思う

・学生自身が興味をもってやらないと、学びへ結び付けることができない。

－学生自身、体験がなくても、試行錯誤しながら子どもと一緒にやりながら進めていくこ

ともいいのではないか。自分も初めて故に、子どもの視点がわかることもある。また、正

しい方法を知っていたら、それにとらわれて、発想の広がりがなくなってしまう気がす

る‘

－単発の活動の場合、「学びjとは別に子どもには成功してほしいという気持ちが強くなる。

・失敗から学ぶものも大きく、活動の中で失敗を超える充実感、達成感があればよい。

・学生が 10の力を持っていたら、子どもが活動から得るものは 10以上にはならないので

はないか。失敗して、これからどうすればいいか考えることで、学べるものが 12とか、

学生の持っているもの以上になる気がする。

・過剰な支援や成功、成功や円滑な進行へのこだわりが大きくなってしまうのが今後の課

題。

・子どもが何かを不思議に感じたとき、「どうすれぽいいかな？ J「一緒に調べようJとい

うちょっとした学生の芦掛け次第で、学びにつながっていくと思う

3.まとめ

体験をもとにした学びの存在は大きい。学生はそれを支援できるだけのある程度の知識と

経験や子どもに気づかせて考えさせるような対応の仕方を身に付ける必要がある。

フレンドシップの学びは気づきが根本にあるe体験しているときに気づいたことは子ども

の中で光っていると思久教育現場とフレンドシップに共通していることは、子どもが主役で、

教師 ・学生はサポートであり、相違点はフレンドシップでは子どもの口から「なぜだろう？ J

という言葉が発せられると同時に、子どもは自分次第でどこまでも学んでいく ことができる

ことだ。これからのフレンドシツプ活動や大学での講義など通して、教育という場での気づ

きをフレンドシップでの気づきと閉じくらい大きくしていく方法を模索していきたい。
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第 4分科会 「フレンドシップ活動を通しての自己の成長J

1 .参加学生

。小村弥生（熊本大学） 0岩堀耕平（信Hi大学）大町真理（広島大学）

阿部桂子（信州大学）影石友佳（鳴門教育大学）中野時啓（上越教育大学）

2.意見

・子どもと接する事が苦手だったが、他の学生の接し方などから学び、子どもと接する

事が楽しくなった。

・学年が上がるにつれ、受身や先輩に任せてしまう装勢から自発的に企画を出せるよう

になった。先輩から学んだ事を自分なりに実践し、企画を進められるようになった0

・最初は子どもの興味を引こうと目立つ事ばかり考えていたが、徐々に先輩のやってい

た裏方の仕事の大切さに気付くことができた。

－教育実習で、 Iあなたは先生なんだよ。Jと言われたことで、改めて子どもとの関わり

方を考えさせられた。

f前までの考えと今の考えとの違し、Jをもとに考えてみて・・・

・叱ることがその子の個性を小さくするのではという恐怖心に似た気持ちから、なかな

か叱ることできず、見逃してしまうことがあった。しかし、叱らなくてはいけないと

きにはしっかりと叱ることがその子にとって大切だと気付いてから、まず、その子の

努力を認めて、本人が理由をいって叱るようになった。

－叱った後、その子どもとの仲がぎくしゃくしてしまったことがあったが、過去に閉じ

ような場商での先輩の対応を思い出して実践し、うまく対応ができた。

「子どもと学生の立場j に関して・・・

－子どもに一方的に知識を与えるだけでなく、知らないことを共に学び、成長していく

事が大事である。

・子どもを無理に自分の方向に向かせるのではなく、サポーターの立場で子どもに求め

られたら助けるという姿勢がいいのではないか。

・サポーターであるため子どもによって異なる声の掛け方や間合いが大切だと気付いた。

3. まとめ

成長というテーマで学生個人の成長と子どもとの立場を念頭に置いた子どもとの成長

という本に関して議論した。出された意見を大まかにまとめると以下の 3つに分類できる。

－子どもとの接し方（ケジメのっけ方 ・話 し方 ・叱り方）

－学年ごとに遣う仕事してきた（子どもと接するだけ→裏方→組織をまとめる）

・子どもとの立場を意識し、共に学び、成長する。

子どもたちが日々変化し続けるのと同じように、私達も成長してし、かなければならない。

また、自身の成長において、フ レンドシップでの経験や教育英習で得るものも大切であ

るが、一緒に活動する仲間や先輩の存在が大きなものとなっている。先輩の持っている様々

な技術をそばにいてみることは、後輩にとっていい刺激であり、教材であるといえる。
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第 5分科会「学生対子どもの接し方と

子ども対子どもの接し方についてJ

1 .参加学生

。山本恭兵（横浜国立大学） 0北川美奈子（広島大学）面高有作（熊本大学）

渡辺悠子（上越教育大学）石関千絵（信州大学）中村 豪宏（上越教育大学）

木下めぐみ（鳴門教育大学）

2. 意見

Ql. 低学年との活動で、親と離れようとしない子どもにどう接するか。

．無理やりではなく自然に親と子の問に入り緊張を解いていく。

・親の見えるところで活動をすればよいが親が帰ってしまう。

・一対ーになればその子どものことが早く見えてくるが他の子のことを考えると専属にな

ってしまってはいけない。

・友達と一緒ならよいのではないか。しかし友達どおしでいることが多くなるのでなかな

か他の子どもと仲良くなれないこともある。

Q2.初対面では、閉じヴ：校の子どもがくっついてしまい他校の子どもと仲良くなれないこ

とがあるがどのようにサポー卜するか。

・いきなり仲良くなるのは難しいので、アイスブレイクなどの活動で話すきっかけな どを

提供する。（→相手を知ることが大切である）

Q3. アイスプレイクの必要性について。

・各大学とも基本的にはやってはいるが、企画ばかりに目がいってしまいやらないことも

ある。

・子どもたちの緊張を解く場として必要である。

・学生が子どもを知るためにも必要である！ （→子どもがどう関わってほしいかを発信し

ている）
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Q－！. 子どもを叱るときはどうすればよいか。

・いじめは駄目だと叱るとき駄目だと言うだけでなく子どもがなぜ叱られているのかを分

からせて、最後のフォロー（救いよう）を作ってあげる。

－一子どもが分かりやすいように約束事を決めておくことが大切。

・客観的に、他の人がどう思うのかを考えさせる d

・叱った後、子どもはなかなかきりかえが出来なl，、ので学生がフォローをする。（→罪を憎

んで人を憎まずの心）

Q5. 子どもどおしの関わりをいかにサポートするか。

－学生はきかっけづくりをする ことが必要なのではじめの活動でアイスプレイクなどをす

る。 しかし、過度の段助は子どもにマイナスである。

－自由時間などを作り下ども達がやりたいことで集まり、子ども一学生一子どもでなく、

子ども 一子どもにしていく 。そうすれば自然に関係ができていく 。

Q6.子どもをほめるときどうすればよいか。

・ただ r＂、いね 、すごいね。Jと言葉を並べるのではなく、具体的にどこがいいのかなどを

言ってあげる。

・ほめる ことは認めることである。

3.まとめ

接するということは、お互いのこと

を理解 していくことであり、自分の意

見を発信する場を作ることです。今回

は子どもとの接し方を中心に話し合い

をしました。各自が自分なりの方法を

持っておりそのどれもが実践の中で身

につけたもので した。その中で、各々

が一番感じたことは継続的に関わって

いくことが必要ということでした。

一度きりの活動が多い中で継続的に

というのは難しいですが、その心を忘

れずに行っていければよいと思います。
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第 6分科会 「学生聞のコミュニケーションJ

1 .参加学生

。那須良寛（信州大学） 0二宮理店：（熊本大学）山本其望（信州大学）

本薗忠士（広島大学）南波瑞穂（上越教育大学）笹井玲加（鳴門教育大学）

和地めぐみ（横浜国立大学）

2.意見

・最初は活発な話し合いが行われなかったが、次第に自分の意見を言えるようになり、

他者の意見も素直に受け止め、生かすことができるようになった。信頼関係を築くに

は長い時間と全体で何かする機会を作ることが必要だ。

・運営の幹部と活動のグループスタッフとの垣根を持たないことがうまくいく 。

－企画準備段階から関わるスタッフと当日のみの参加のスタッフとの聞に意識の差があ

る。この意識の差は当然のことであり、全体指揮をとる側としては、そのことを受け

止めた上で、一人ひとりに対応したり、指示を出したり、声掛けをすることが大切で

ある。

・活動をする上で学生rmの共通理解が重要である。全員が情報を持てるように、その話

し合いの場が必要であり、重要なものである。

・運営をしていく上で、持っている情報の少ない人に指示を出 して動いてもらうことは、

時間がかかるけれども必要なコミュニケーションだと思う。

・後輩にとっては、「慣れるよJというアドバイスよりも情報を少しでも伝えてもらっ

た方が動きやすい。 しかし、先輩は後輩に対して、そこは“気づいてほしいこと ”と

考えている場合もある。その一方で、どこまで聞いてよいのだろうか、自分で考えな

さいと言われるのではないか、という不安もある。

・慣れていると 「こんなことぐらい分かるだろう j と思ってしまうが、細かい指示を出

した方が、新しくきた人にとっては入りやすく、コミュニケーションも広がりやすい。

・互いの交流がおこる感覚で 「聞きたいj f教えたいj という気持ちが起こるよ うに、

壁をとりはらい信頼｜胡係が大切である。

・大学内でのフレンドシッア事業とサークル聞の交流によって、サークノレから“技”を

学び、l隔が広げるこ とになった。専攻の特技を利用した活動もある。

3.まとめ

様々な経験の差や意識に差がある人たちが集まって、 一つのものを創り上げるという作

業は大変な苦労がつくものである。運営に当たっては、いろいろな問題や苦労がつきもの

である。

まず、お互いに歩み寄って、お互いのことを理解し合う心を持つことが問題解決の第一

歩となるだろう。その上で、一方的に、自分の考えを押し付けたり、相手の考えを十分理

解しないうちから拒んだりするのではなく 、相手をよく見て理解して自分の考えを伝えて

いく姿勢が必要だ。 日々の小さな努力の積み重ねが、人と人との信頼関係を築き、コミュ

ニケーションを豊かにしていくのではないだろ うか。
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講評

~！＇.~門教育大学学校教育学部助教授 近森憲助

みなさんお疲れ様でした。先程の分科会でコミュニケーションというのがありましたが、

実は、講評しなければならないと知ったのは昨日の電車の中でした。それでずっと聞いて

いて、こういう中身の濃いシンポジウムの講評をたった 5分でやれというのは大体無謀な

ことで、それで朝から何を喋ろうかといろいろ考えていたら、熊本大学の中山先生が学生

さんに 「おまえの言葉で喋ればいいんだj と言っているのを聞いて、僕も「あっそうだJ

と思いました。それで、自分の言葉で言いたいことだけ言います。それから、ちょっと爆

悌発言をやって、夢を語らせてもらったら終わらせたいと思います。

まず、 キーワード、つまり僕が気づいた言葉だけを出します。 f子どもと共につくる活動j

「子どもに対する過度の支援J「子どもたちの情動の充実化Jなどいろんな己言葉が出てきま

した。今まで多くのシンポジウムに関わってきましたが、あまり出てこなかった言葉が今

回出てきたということは、このフレンドシップ活動はだんだんと高度になってきていると

いえます。

その中で、ひとつのキーワードは何かというと、「継続Jだと思います。それは、いろん

な意味で使われました。例えば、分科会においても 1巨｜だけの子どもとの出会いではなく 、

同じ子どもをずっと見続けていきたいという意見が出ていました。

それから、コミュニケーションの分科会のところを聞いてみると 、先輩と後輩の問にお

ける継続性の問題も出てきていました。だから、 4年間しか大学にいない、その中で 6、7

年やっていくと歴史が出来てきます。その歴史の中で、自分たちがいるということをどの

ように、例えば、今の 1年生が自分の位置を認識できるのかという問題も出できたのです。

これは、第 1回の時は、このフレンドシップ市業とはどういうものなのだろう、と手探り

状態で始まり ました。だから、大門君や林君、今回の実行委員長の伴君や阿部さんたちは、

歴史があまりないところでやってきたから、勝手なこともでき、いろんなことができたの

だと思います。ところが、

だんだんと先輩っていうの

が出てきます。大体、先輩

というのは、金は出さない、

出さない代わりに口は出す

というのが定論ですから、

そうすると 、一つの歴史の

中においである形でやって

いかなければならないとい

う問題が、ここに生じてき

ているように思います。こ

れは、新しい問題です。

もう一つは古い問題で

す。いつまでたっても変わ

wh
u
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らない問題は、先程も出てきた、 自主参加型の人と必修の単位を取るために来る人。この

意志のずれの問題は、ずっと尾を引いている。それをどのように解決していくかという一

つの解決策は示されてはいるけれども、歴史の中でさらに、いろいろなものが生まれてく

ると思います。結局、このフレンドシップ活動はどういうことをやらなきゃいけないとい

う枠はありません。それからもう一つ、今日の分科会にいらっしゃっていた戸北先生がお

っしゃっていましたけれど「正解はありません。 Jどういう形でもいいし、 どういうふうな

答えが出てくるか、ということもありません。いろんな問題の中、今、僕が例に挙げた人

たちの問題でも、多分正解はないのだろうと思います。そうすると、どんな形でもいい、

正解はないと、どんなことが起こるかというと、試行錯誤を繰り返しながら問題発見の旅

はずっと続いていくということです。その巾で皆さんが、それから参加してくれる人が、

あるいは卒業して就職 した人が、 何をそこから学びとっていくか、ということが我々の課

題だと思います。

そこで、だんだんやっていくとマンネリ化になってくるから、ここで一つ爆弾発言を投

げ込んでおきます。私は今、こう考えているということをみなさんは一つ知っておいてく

ださい。タイトノレでいうと「フレンドシップ活動アメリカツアーj というものをやりませ

んか。これは、今年の 8月くらいに国際的な闘わりというものがありまして、そこでいろ

んなプランを募集していたわけなのです。谷塚先生にはお話しましたけれど、全国からフ

レンドシップに関わっている人を集めて、ひと月 に一回もちまわりで研修会をやって、最

後は 8月の夏休みに直前合宿をやって、アメリカでツアーをし、そこでアメリカの子ども

たちと 一緒になってフレンドシップ活動をやる。これは結構面白いのではないかな、と考

えています。

私は昔から「ほら吹き近ちゃんJといわれていまして、結構いろんなことをいうのです

が、私の胸の中には、一応基本的なプランは出来ています。あとはお金を出してくれると

ころを探せばいい、ということで、これからは画策していきたいと思っています。ですか

ら、みなさんといろんなことをやりながら、この問題発見と試行錯誤を繰り返しながら、

その中でいろいろなことを獲得していただきたいと思います。

それで、最後ですけれども、今回このような形でフレンドシップ ・シンポジウムを行わ

れたこと、明日からの子どもたちの活動、今日までいろんな成果が得られたと思うけれど

も、明日から始まる活動で、さらに豊かな大きな成果が得られることを期待します。それ

から、もう一つは、この活動に火を

つけた一人である土井進先生が、昔

のように 120%全快でこのような場

で、あのf土井進節jを語ってくれる

ことを懸念して、最後に関係者の皆

さんに厚く御礼申します。

最後に、私は幸せです。そして、

これからも幸せにしてください。そ

れでは、ど うもありがとうございま

した。
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信州大学・上越教育大学共催 第 2回コロキュウム

～ 「臨床の知Jー 「学習臨床Jは教員養成をどこまで変えたか～

月 日： 平成 15年 3月 7日（金）

場 所 ：国立妙高少年自然の家（新潟県中頚城郡妙高村）学習室 1

テーマ： フレンドシップ事業は学生に何をもたらしたか

一臨床経験を中心とした教員養成カリキュラムのあり方一

日程：

1 .開会挨拶

2.指定討論 （話題提供）

①鳴門教育大学学校教育学部

②国立妙高少年向然の家

③熊本大学教育学部附属教育実践総合センター

近森 憲 助 氏

吉越勉氏

中山玄＝三氏

3.ディスカッシヨン （自 由討論）

4. 閉会挨拶 （講評） 信州大学教育学部 田巻義孝氏
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指定討論 （話題提供）

鳴門教育大学学校教育学部近森憲助氏

第 1回全国フレンドシシプ活動では地引網の単元活動を鳴門市の海岸で行いました。そ

の活動において、参加者である小学生と、指導者として参加した全国 5大学から集まった

学生たちがどのような学びをしたのか、特に教員養成という点からみてどういう学びがあ

ったかを考えてみたいです。参加大学は、熊本大学、上越教育大学、信州大学、横浜国立

大学、鳴門教育大学です。

学生たちには、「子どもたちの活動中の行動や態度について、あなたの感じたこと、意

外であったこと、好ましいと思ったこと、感心できないと思ったこと、後から考えてこう

すればよかったと思うことを書いてほしいj という設問を設けました。

＜子どもの行動 ・態度＞く子どもの変化＞ ＜子どもと自分との関わり＞＜子ども同士の

関わり＞ く子ども同士の闘わりと自分との関わり＞これらのカテゴリーを設定し、書かれ

ている内容から判断して分類し、回答数を数えていきました。

記述例をあげてみると、＜子どもの行動 ・態度＞では、子どもの魚が捕れたときの喜ぶ

様、普段魚嫌いな子どもがおいしいといって魚をたくさん食べていたとかなどの、子ども

の行動のみが脅かれたものです。

カテゴリー別に回答数で見てみると、＜子どもの行動 ・態度＞36件、＜子どもと自分と

のかかわり＞25件、く子ども同士の関わり＞に関して 15件、このことから学生の目はか

なり子どもに集中しているように感じられます。設聞がこのような聞き方でしたので、ひ

ょっとしたら、それにかなり依存しているのかもしれない。その一方で、＜子どもの変化

＞く子ども同土の関わりと自分との関わり＞についてはあまり長かれていませんでした。

しかし、中にはおもしろい沼述もありました。

（図の解説あり。）

0午前中はレクリエーションなんてつまらないと言い、顔を前に向けず海の方を呆然と

見ていた子どもがし、ました。＜子どもの状況、態度－＞

0スタッフは fおもしろL、から一緒にやろうよJと無理にでも参加させようとせずに、

ただ時間が過ぎていった。＜子どもとスタップとの関わり＞

0段々鯛が釣れてくると 、後ろの方にいたその子が前の方にやって来て、く子どもの変

化＞最後は自分から fおいしいねJと声をかけてきてくれた。＜子どもの行動＞

O自分と打ち解けあえた。午後からのレクリエーションでは積極的ではなかったけれど

も、顔は笑っていた。く子どもの行動＞

無理に引き込まなかったスタジフの“待つ”精神を評価したい。

子どもの状況に対しての自分の考えを述べ、そのスタッフに対しての自分の評価がきち

んと述べられていて、非常に目配りのきいた、いろいろな場面を次々ととらえて、文章に

まとめ表現できている学生もいます。

土井先生がよくいっていたように 「フレンドシップ活動の目的は教員養成系大学に学ぶ

学生たちの実践的指導力をあげることであるJ子どもたちとの関わりから、それを上げる
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というのだけれども、実践的指導力とは具体的にどういうものなのか。土井先生が具体的

に告かれたものがある・。それは基本的に子ども理解なのだ。子ども理解なのだけれども、

では、具体的にどうやって得られるものなのかを、子どもとのかかわりや他の学生のかか

わりなど、いろいろな人間とのかかわりの中から学生が自然につかみ取ってきている。私

なりに、 このレポートからそのことが読みとれました。

フレンドシップ活動を教員養成の立場から見ると、プログラムの内容というものが、参

加した学生にとってみると野外体験活動のなかで自然に生まれてくる様々な人とのかかわ

り、関係性を体験することを通して学んでいくのではないだろうか。野外体験、広くとら

えてフレンドシップ活動は下どもだけではなく、教師も様々な学びを体験することができ

ることを期待できる。つまり、そこに参加する全ての人々に、学びの機会と場を提供して

いる。当たり前の話ですが、レポートの分析から、私はそのことを確認しました。学びの

ための要素として、教授法や教材ばかりに目が行きがちだか、いろいろな人間関係が学び

の豊かさにとって大事なのではないかと恩いました。

国立妙高少年自然の家 吉越勉氏

妙高少年自然の家では、本年度、上越教育大学のボランティア体験の学生 35名、信州

大学の教育参加学生 29名を受け入れてきました。多くの学生が事業にかかわり、いろん

な学びをしました。教員の立場から考えると、期待したい事はたくさんありますが、特に

新採用の学生さんを見ていると『本当に子どもが大好きかな？~と思うこともあります。

私はそのへんのことが一番大事であると考えています。新採用の先生方は事務的な面やそ

の他にも優れている点はたくさんありますが、このことを疑問に思うことが多々あります。

教員の世界に入ってしまうとなかなか育てにくくなるのが現状なので、学生のうちにこの

ような素晴らしいフレンドシップ活動に参加して、子どもへの愛情、やる気を育ててほし

いです。読売新聞に求められる教師像のランキングが掲載されていました。子どもの側か

らすると分かりやすい授業、保護者（大人）の側からすると情熱や意欲とか愛情が挙げら

れていました。私も、そこを求めたい。

ここでは二週間の夏休みのキッズ ・アドベンチャーと秩の通学キャンプでのこつでの学

生や子どもの様子を述べたいと思います。私自身の経験からもいえることですが、こうい

ったキャンプでなかなか子どもたちが変容しないと言われる。たった 2日や 3日間では子

どもは本音で語らないし、自分の本性も出さない。しかし、そこに学生がどのように関わ

っていくかが、重要な線題となってくると思います。

私たちの事業の基本的考えは、「子どもは自己選択 ・自己決定 ・自己責任Jであり 、そ

の考えに基づいてプログラムを構成しています。となると、学生は何をするかといえば、

何もせずに、じっとみて見守っているだけである。これは大変なことであります。

私たちは長期間のキャンプのなかで一つの家族を作りたくないと考えました。親元を離

れ、異年齢の子どもたちと過ごす中で、子どもたちに自分の力でやり遂げる達成感を与え

たいという願いがあります。学生がリーダーシップを発揮してしまっては子どもは育ちま

せん。そこに学生がどのように関わっていくかが非常に難しく、意見を求める事もしばし

-39 -



ばあります。また、もう一点は、こどもの様子 ・態度がどこかで変わるところがあります。

そこを視点として、 二子どもをみつめ、その理由を知る。その理由が学生の投げかけた一言

かもしれないし、人間関係、友達関係、から生じたものかもしれない。

今年のキッズ ・アドベンチャーでは 2泊 3日の「自然探検Jというプログラムを行いま

した。 24.5km離れた所へ地図をみながら、迷いながら歩いていきます。学生は後をついて

いくだけです。そこには、水も電気もトイレもありません。そして課題は、途中で農家に

よって 3日分の野菜を買っていかなければならなく、子どもたちは玄関の前に立って「ど

うする？どうする？ Jといっては、引き返し、いつになっても野菜が買えないでいました。

学生はイライラしでも、じっと我慢しているしかありません。

グループで買ってきた野菜だけで食事を作るので、斑によっては大根 1本しかない班も

ありました。でも、大根 1木でもいろいろな料理が生まれてきま した。学生は「あれを作

りなさいJということは言わず、子どもの自己決定にまかせて料理をします。

0子ども（小 6・男子）の感惣

僕はこのキッズ ・アドベンチャーを過して 3つ学びました。lつ闘は「協力すること j。

学校では先生の言ったことをただやるだけだけれども、ここでは違います。野外調理で

も自分たちで考え、相談していろんなことを決めなければいけません。協力したりして

やらなければなりません。 2つ目はとばします。3つ自は f自然の諜11青らしさ j 71<がと

てもきれいで、水道の水よりも何億もおいしかったです。また、雨が降れば、木は自然

の傘となります。とても感動しました。

0学生（サポーター）の感想

“子どもは子どもじゃない”

口を出すのは管理だけ、あとは失敗しでも子どもたちの決定に従うだけで、そういう気

持ちで臨んだけれども、とても大変だということを思い知らされました。野外調理の時

は「火が弱いよj 「蒔きは？ J「味は？ J何度も言葉をいいました。

この学生はそうとう我慢したようですね。この学生はキッズ ・アドベンチャーに 2回参

加した事があります。2年生のときに下済みをいっぱい経験して、3年生になって班に入

りうんと学びをしたようですね。

キッズ ・アドベンチャーに参加した大学生に対して子どもと同じアンケー卜を行ったと

ころ、社会的スキル、自己構築力、自己判断力、ストレス判断力、自然への感性の五項目

について、いずれにおいても有効性があるという数値が得られました。

0秋の通学キャンプに参加した学生の感想

長期間一緒にいることで、 1日や 2日では気づけなかった、子どもたち個人の良さに

気づく事ができ、発見する度に涙しました。また、昼間は大学に戻っても、取り付かれ

たように子どもたちの活動のことを考えて、退屈な授業になると、すぐに妙高の子ども

たちを思い浮かべ、頭がいっぱいになっていました。それほどこの通学キャンプは充実

したもので、私にとって有意義な 1週間となりました。

子どもへの愛情はこういった文章からうかがえると思います。今回のキャンプの大きなね

らいはコミュニケーション能力でした。冒険教育に振り返りの手法を取り入れました。キ

ャンプの始めは、子どもの質が違えば、サポーターの力量も違うわけで、班によって差が

できてしまう。ということを述べていって、最後に、どれだけ子どもたちを見ていたのか、
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というと、任された班をまるごと見ていて、一人ひとりがどうだったのかを見ることがで

きていなかった。と感想、で延べています。教員になったから、見られるとい うわけではな

いけれども、“ひとりひとりを見ていこう．，ということの大切さに気づけたことで、教員に

なってもそのことを心に留めた手法をとっていけると思います。

私自身、学生さんたちに隙々な体験をしてもらって、いい教員になっていただきたいと

思っており、このフレンドシップ事業がますます発展していくことを願っています。

熊本大学教育学部附属教育実践総合センター 中山 玄 三 氏

第 2回の全国フレンドシップ事業が熊本の阿蘇青年自然の家で行われました。そこ

での活動の中で、学生がどのようなことに気づき 、どのような事を学んでいるのかを

中心に述べていきたいと思います。

このようなトライアングルを考えてみました。熊本大学では、過去 6年間のうち最

初の 3年間は子どもと関わる活動を計問、実施するのは、教官が社会教育施設や学校

と連携しながら、セットして、学生はそれを受身的に体験していくという形をとって

いました。それが平成 11年度の信州大学でのフレンドシップ事業に全国フレンドシッ

プに学生が参加する事を契機に、教官が提供するこどもと関わる活動だけではする学

生の側（体験する側）に主体性がなく 、受身的になってしまう。ただ体験するだけに

なってしまい、目的意識が育ちにくい。そのこ とから、学生が計画 ・実施する活動へ

と進んでいきました。

平成 12・13年度の課題は、学生の主体性に任せて企画 ・実胞するあまり、楽しい体験

で終わってしまった。その裏の論理は、やっている学生が楽しくなければ、関わっている

子どもたちも楽しくないじゃないか、その逆をとって、自分たちだけが楽しければいいん

だという、楽しいだけの体験で終わってしまった。このことが、一番の反省でした。

それでは、子どもと関わる活動を通して体験したことを、どのようにして私的な気づき

にかえていけばよいのかが、大きな課題となりました。いわゆる、ハイマーノレ経験主義と

いいますが、こどもと関わる活動の中で実体験したものをどのようにして知的なものに変

えていくか、僕のテーマでいうと臨床の知ということになりますが。信州大学教育学部と

鳴門教育学部のフレンドシップのシンポジウムにかかわりまして、学生の発言に注目して

メモをとっていました。そうして、できあがりましたのが、この資料の最後に示してあり

ますが、学生が子どもと関わっていくところには発達的要素が含まれているのではないか

ということを見出してきました。 5つのレベルがあるようだ。レベル 0として、「子どもと

どう関わったらよいのかわからなし、Jという段階。レベル 1として「子どもってこんなん

だあJと子どもの実態、弔英を知る段階。レベル 2として 「きっと子どもってこうだろう

とJ思い込むのだが、その予測とは反する事実があることに気付く段階。 レベル 3として

「自分が期待するところまでやってくれるだろうJと期待する側から子どもをみる段階。

子どもの成長の具合を見るという、表裏の闘係が見られるようになる段階。レベル 4とし

て、授業目標や教科目標に関わることになりますが、 「自分の期待ではなくて、集団が基準

に、ある目標に対する子どもの変容を見るのか、子どもの側からみるのかJという段階。
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こういった五つの段階があって、特にこのフレンドシップではレベル 0～2あたり、つ

まり、子どもの患い ・考えや行動についての予想、を持って関わり、それが裏切られる。子

ども像の再構築のあたりがベースにあるのではないのかと、昨年末に気づきました。そし

て今年度はこどもを見る目という目的意識を持って体験してくださいと。

私は今まで計画、実施段階から関わっていたのですが、本年度からは企画 ・実施はすべ

て学生と社会教育施設に任せ、その代わり月一回の報告会で体験したことを発表する場面

で、私が「それで、あなたはどうしたの？ J fそれで、あなたは何？ Jと質問だけをする係

になりました。それでもって、学生のレポートの中で、本当に学びが成立しているのかを

こういう風にみてきました。まず、学習とは行動したことにより、学生の行動が変わる こ

とである。学生が自分自身で過去の行動と今の自分の行動が同じかどうかが見られて、し

かもそこに変化が見られたかどう かについてだけに桔目 しました。つまり、閉じような活

動内容での、自分の行動が以前（前期）と現在（後期）でどうかわっているのかを、学生

自身が気づいて、文章に表現できるかどうかに着目しました。

今年度は 2年生 11名がレポートを提出し、そのうち 4名が、過去のあるときの自分い

まの自分とを比べて、自分に変化があることに気づき、報告できています。つまり 45%は

自分の変容に気付き、残りの 55%は自分の変容に気付いていないことになります。つまり、

これまでの表現上、学習 ・学びという意識が出ていないという現状です。つまり、 45%の

学生は自分の体験したことをもとに経験を再合成し、どういった場面で変わったのかを、

個人の知（個別知）として創り上げていることが分かると思います。残りの 55%は活動が

どうであったかという、事実レベルにとどまっているのです。

今から、体験をもとに、こども理解がどのようなものか、具体例を挙げたいと思います。

事例＠男の子の特性を理解し、自分の苦手意識を克服すること

自分は男の子が苦手なのだという自分を再構成している場面

自分のとらえていた男の子像と実際の男の下の特性の違いに気づき、その特性を踏

まえた行動をとったところ、楽しく関わることができた。

→「体験j を自ら振り返り見直すことにより（経験の再構成）、実感を伴った 「子ど

も理解J、同わりの知恵を見出している。

事例⑦ 子どもの行動の裏にある子どもなりの意味や理由の理解

自分の思い込みで行動することが多く、子どもの行動をしっかり考えることができ

なかった。継続的な関わりをしていたため、過去の子どもの行動を振り返り 、自分

の行動を見直し、修正する ことができた。個別知を得た。

→ f体験」を見直し「活動 ・行動Jを自ら修正することによって、実感を伴った f子

ども理解Jがより一層できるようになる。

実体験から得た自分なりの子ども理解の知を、今後どう活かしていくか。これは実践力

の基盤となる生きて働く知。これは、たまたまフレンドシップ活動でこどもと関わる活動

かもしれないし、将来的には授業計画、教科側の活動にも反映されるでしょうし、社会や

家庭、地域の中でも基盤なる要素がたった一人の学生の喜いた事例にあります。

事例＠ 子ども一人一人の特性に応じた関わり方

今まではタイムテープルばかり気にしていて、子どもをせかしたりする場面が多か

った。子どもの中にはじっくりと時間をかけて活動したいとする子どもが居る事が
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分かった今では、時間を十分に考えてタイムテーブルを作ったり、子ども一人ひと

りに応 じた接し方をしていきたいと思いました。

→実感を伴った「チども理解Jをもとに、「子どもとかかわる活動Jを自ら見直し修

正できるようになる。

このように、子どもにはそれぞれ違いがあることを知り 、今度はそれを考慮、して計画を

しようという トライアングルのサイクルがようやく学生たちに見えてきたことが成果だと

思います。

体得した「知」の体系

子ども理解

， ， 
＼ 
＼ 

， ＼  
．＼  

実践力の基盤となる／ ＼ 経験の再構成による

活きて働く「知J, , , ＼＼実感を伴った 「知」

， 

，降

， ， 
,' f経験による行動の変容J ＼ 

＼ 

＼ 
＼ 

＼ 

：』
主体性

体験

目的意職

f子どもを見る眼J

寝込 フレンドシップ事業で期待される『学びj

どうしてこのような報告をするかというと、うちの学部長がよく言います「サークノレ活

動は体験するだけ じゃダメなんだ、必ず学生の知、学びと ならなければならないのだJと。

そこのと ころをきちんと意識して学生指導をするように言われました。
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ディスカッション

※発言者の敬称略

赤羽：臨床経験を中心にしたカリキュラムをどう組んでいくかというというようなことが

非常に大きな課題になっていますし、いろいろな取り組みが現在なされております。

その辺のことと、さらには今回を契機にしまして、これからの我々の方向を、何か新

しい芽をみなさんの話の中から出していければと思っておりますので、自由にご意見

をいただければと思います。最初に、 3人の方から話題提供をいただきまして、その

あとフリーにディスッカッションをし、深めていければと考えておりますので、ご協

力よろしくお願いいたします。今日は、鳴門教育大学の近森先生、それから、国立妙

高少年自然の家の吉越先生、それから熊本大学教育学部の中山先生、この 3人の方に

話題提供をいただいた後、みなさんの意見を聞く時間を取りたいと思いますので、さ

っそく入りたいと思います。

最初に、近森先生お願いいたします。

近森：指定討論（話題提供） ①

赤羽：はい、どうもありがとうございました。続きまして、吉越先生お願いいたします。

吉越： 指定討論（話題提供）②

赤羽：どうもありがとうございました。それでは次に、中山先生からお願いいたします。

中山 ：指定討論 （話題提供）③

赤羽：どうもありがとうございました。先生方の話題提供についてご質問がありましたら、

お願いいたします。特にありませんでしょうか。また討論の中でぜひ深めていければ

と思うのですが。

濁J1 I：ただ単に体験をしました、という実際には、大きなフレンドシップ事業になります

と、中肢となっている学生と参加している学生がいたときに、非常にそういうことが

多いわけですよね。先生はそれを経験した後で、口頭ではなしに、本人と確認してい

る。それを効果的に行うには、フレンドシップってどうやって行っていったら、学生

たちは、ただ単に楽しいのではなくて、そこから自分が何を学んでいったのか。そう

いうものをもっと内省的に捉えさせていくにはどうしたらいいのか、その辺をお願い

します。

中山：きれいな言葉でいえば支援ですが、学生にとっては脅しの存在だったみたいです。

私は今年、そのステップをこういうふうに考えました。学生が主体的に企画 ・実行 ・

実体験する、社会教育施設の方とともに企画する。これは全面的に任せました。そし

て帰ってきたときに必ず、報告会というのを月 1回して、その中に、子どもにとって

の目的は達成されたか、学生にとっての目的は達成されたか、課題は何かということ

を必ずレポートに書かせました。形式無しで何でもし川、から。そのときに、僕がいつ

も心がけたのは、学生振り返り 、リフレクトできるような実体験を通して何を気づい

たかを、自分で自覚できるような場を教官が支援することでした。そのときの僕のキ
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ーワードは、いつも一言だけだったです。「それで何＇？ J「それでど うしたの？ J f具体

的な場面で、どういう場面で、子どもが何て言ったの？どうしたの？ それに対して、

あなたはどうしたの？それで何？ Jというこ としかいつも間かなかったです。具体的

に言いなさい。あなたしか体験していない、あなたの言集で言いなさいと、そこだけ

言いま した。すると、事例の 3にあ りますが、これだいごさんでのことなのですが、

『4人のうち 3人の子とはとっても仲良く楽 しく できたけれど、1人の子とは最後ま

で心からの笑顔を引き出すことができませんでした。できないのがだめなんじゃなく

て、それを自分の心のこだわり にして、次の活動までの目黒組だと思いました。』と思え

るためには、fそれを課題にしなさしリと言つてはだめなのですe ここの支援が一番難

しいんですが、i業は今年こだわったのが、アメリカで聞かれていた rsowhat? Jと

いうことで、「それで何？ Jということを強調していました。だから、僕は学生にと っ

ては触しかったみたいですね。学生にとってはそこを答えるのが、一番苦しかったみ

たいです。ですが、一年間閉じ質問をしていると、絶対あの先生また言 うぞと思い言

われる前に、「ですから、それで何ということなんですがjと具体的に言い始めました。

それでも半数位が的を得ていないのですが。経験を再考して課題をつなげていくとい

うこ とにいい活動があれば教えていただきたいです。私は、それでやってきました。

濁川 ：具体的な提案だったと思うのですが、例えば学生は自主的な活動で学びながらやっ

ているわけですが、そういった場合に、こういった形で学生に口頭で問し、かけるとい

うのはなかなかできませんよね。自主活動であるわけだから。 120名～130名の学生

を一人ひとりやれません。そうすると 、ポートフォリオみたいなものを出させていた

わけではないんですね。どういう方法でやられていたのですか。やはり、体験だけで

終わらせないで、どうやって学生たちが自らの経験を振り返りながら、そのかかわり

のあり方をきちっと自分で見つめていくか。これをどういうふうに支援していくのか。

これが限題なのではないか。今 日の議題にもなると思うのですが。授業だとそれがで

きるのです。それは単位を出すか出さないかですから。ボランテ ィアに行った学生に

対して、どうやってきちっとこ ういう視点からまとめなさ いという形でいくと、授業

ではできそうなんです。学生の自主活動において、その辺はどうで しょう か。

中山 ：授業としてではなくて、学生の活動のときに、必ず報告会をやるようにしておいて

もらい、そこに僕が参加していって、ずっと聞いていて、母後 「それが何？Jという

場面があるところだけちょっと言いました。あとポー トフォリオですが、それやると

学生が面倒くさがります。そういう意味で報告する場だけ設定 しておいて、閉じこと

を繰り返しているときに、何で同じことを何回も言 うのと問いかけます。学生の反省

で、「子どもとどう関わっていいか分かりませんでした。全然笑わない子どもがいまし

た。分かりませんJということが出てきます。 また次の報告でもそれが出てきたら、

どの程度まで自分が関わろうとして、どこまで自分が改善されたのかをきちっと書き

なさいということは、言いま した。分からないというのは最初だけで、 2回目、 3回

目は、分からない度合いを同じ言葉で繰 り返さないようには言っています。それだけ

でも、 1回のレポートの中でも 自分の変容を学生は書けるようになると思います。 だ

から、ポー トフォリオで個別 ・班別にやっていくのも手なのですけれども、一括して

慌り返る場面で、どう変容を捉えられるのか、その例として例えば、今 日の『成長』
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という分科会がありました。信州大学 4年の阿部さんが、その場でこういうことを言

っています。「1年生のときは、自分は子どもから人気を得たい、だからボスで引っぱ

りたいと思っていた。でも裏方がいることに気づいた。3年生になってみると、子ど

もと一緒に閉じ立場で対等になって関わることが大切なのではないかなと考えが変わ

ってきました。教育実習が終わると今度は、学生は先生とどこが違うの、だから友達

ではないよと言われたので、自分の立場が教えるのか、閉じ立場なのか、もう一度繰

り返しがきました。今は、子どもと自分が分かれているのではなくて、自然とその場

その場に応じて、自分の立場を相手を見ながら関われるようになったし、楽しければ

良いというところから、自分のリ ーダーとしての責任もあるし、子どもと関わるのも、

そういう相手をみて、時と場合によってどう関わっていくかをみるようになりまし

た。Jこれが 4年間の振り返りですね。これができるようになれば、必ずしも書いた

り、継続的にみたりしなくてもいいかと思います。

田巻：今言われたようなことが全部経験だけなのですね。問題対決、現場にあたって何か

っかめということですけれども、やっぱり大学でやっているからには、過去の文化と

いうか、たくさん先生が本を書かれている。子ども理解なら、それについての本があ

るわけです し、集団のrlヨで子どもをどう理解させるかについても、絶対木があるわけ

なのですが、彼らは読もうとも見ょうともとしない。 自分の経験、それがすべてなん

だという感じでみんな話し合っているのが、ものすごい気になったのです。先生のお

っしゃることは、分かるし賛同できるのですが、しかしやっぱりそこに自分の違い、

足りないところを気づくためには、本を読んで勉強してという過程も必要ではなし、か

と思います。それをやらない限りは、単なる体験指導主義であると思います。結局何

をもたらすのかと分からなかったもので、そのこところを教えてください。

中山：今日、福島大学の学生さんのレポートの中に、まさしくその答えが書いてあったの

ですが、私はフレンドシップでは実体験を豊富に持ってもらって、課題意撒をもって

もらいたい。願わくは、それが実習のとき、あるいは教育学部での普段の教育心理学

の意味付けと して使ってもらいたい。例えば、褒めるということを学生はこういうふ

うに言っているのですよね。「嚢めるっていうことで、子どもは本当に一生懸命やるよ

うになり、その効果に驚いたJと。褒めるということの意義 ・価値を体験で書いてい

る。その両方が必要なときに、学生が個別に自分の実感事例と、一般的なものを自分

なりにくっつけていけるためには、体験も必要であるし、鱗義も必要である。片方の

講義を否定するわけではなくて、あとは学生がその意味を持って、学んでいくことに

価値があるのではないでしょうか。

田巻：体験を否定しているつも りはないのです。経験したことをまとめて、考え方を向上

させ、自分のあり方を磨くんだというそのときに、やはり経験だけではなく、他のも

のも使ってほしいなという気がするものですから、そのことだけ言いました。

中山：僕もそれを感動したものですから、大学の授業（座学）をないがしろにしては、体

験的な学習の意味がなくなってしまうということを忘れてはならないe 僕は本当にそ

う思います。あくまで、大学における授業（座学）を実践する揚が体験的活動であっ

て、体験的な活動としての付属としての大学の授業があるわけではなし」こういうふ

うに、福島大学の 4年生の学生は締めくくっているわけですけれども、これは僕がい
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つも言っていることで、ここで解決するのではなくて、それから自分たちが専門を学

び、あるいは実習に行ったときに裏づけをする要素になってくる。

赤羽：ここに参加している多くの方が感じている大きな課題であると思いますので、もう

少しご意見をいただければと思うのですが。今のことに関連いたしまして。

中山先生がかなり明確に図を描いて説明していただいたのですが、その辺の考えに

ついて、いかがでしょうか。そのまま、フリーディスカッションでいきたいと思う の

ですが。

濁川：フレンドシップの中で言われたことの中に、比較的 l年生、 2年生の段階で子ども

たちとの触れあいが、3年、 4年と継続している学生もたくさんいます。その考えが

最初に出てきた中には、大学に入って、座学いわゆる学問をずっと勉強していって、

教育実習にいって、その知識だけでは、学ぶことの；立味が学生たち自身が意識しない

ままに情義を受け身で受けている。そうすると、もっと 1年、 2年の段階で、体験的

なことを入れながら、そしてその後に本当に学ぶことの意味、そして専門の教科の勉

強をという、そういう一つの体系的なカリキュラムを考えていく必要があるだろう。

それがいわゆる、今指摘されていることだろう。だから、私はやっぱりただ体験で終

わるわけにはいかない。その先で学生たちは、ここで体験したものを過去の文献にあ

たったりしながら勉強していき、考えていく。だから、体験の無い中で、いくらやっ

てもみんな落ちこぼれていってしまう、剥落していってしまう、という教員養成でな

くて、体験的な活動を取り入れていったらどうか思います。

田巻：僕が来たころフレンドシップはありませんでした。しかし、ちゃんとした教師が育

っています。だから、経験がすべてだということはないと思います。彼らは、本で学

んで、あるいは先生がおっしゃった退屈な授業で大学を終えて、現場でちゃんとした

教師になっています。だから、今の学生に比べたら体験というものが少なかったのだ

と思います。体験が無ければそれが伴わなければ、いい教師になれないんだという決

めつけが、学生を甘やかしているのではないですか。体験さえすればいいんだという

ことにはなりませんか。

濁川｜：；私も学問をすることについて、否定をしているわけではないんですよ。ただ、指摘

されていることは、子どもたちとの関わりが少子化の中で、どれだけ幼少期から大学

に入ってくる間に、他人と関わり、子どもと関わり、やってきているのか。それが今、

教育現場の大きな問題になっている。そういったことを、そういう現実がありながら

も、そのまま勉強に入っていってしまう。それでは、効果的でない。本当に学ぶこと

の意味を少しでも、ヒ ント として体験を通す。それと 平行して、大学で学聞をやって

し、く。そこにやはり意味があるということで提案されてきたのが、フレンドシップで

あったと思います。正直いまして今現場では、子どもたちとの接し方で、本当に教師

はどうしていし、か分からないという実態があり、それはものすごい数なわけです。そ

れで、文部省が実践的な指導力の基礎を培い、 もっと子ども理解を深めるために、様々

な子どもたちと接触する機会を増やしておくということが現実の芦だと思います。

だから僕は、あくまでも徹底して否定をするわけではない。それは初期の段階に高

等学校の段階で多くの学生さんは、部活動と塾の毎日を過ごしていて、幼少期の子ど

もたち問上の関わりがなくなってきているわけです。かつての人たちは、みんな覚え
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ていたわけです。それがいろいろな形で、教育現場に問題となってきていますので、

それを理解していただきたいと思います。

赤羽：はい、どうもありがとうございま した。先程、近森先生の話の中に野外体験活動の

重要な要素として、人間関係を学ぶということがありました。特に、人間関係も学生

との人間関係ではなくて、社会の人。いま大学で僕らが感じているのは、現場に出て

行くのだけれども、現場の学校の先生との関係はいい。ただ、保護者との関係、ある

いは地域との大人との関係ですね。この辺ができないと非常に困るという話がよく聞

かれます。その辺、先生u、かがでしょうかね。

近森 ：それについては、この論文の中であまり触れていないのですけれども、それは先生

のおっしゃるとおり重要な要素であります。ですから、例えばこの大門政憲君の卒業

論文をベースにしたもので、私が論文の形にしたのですけれども、結局こういうこと

をやることを通して、例えば小学生を募集しに行くとか、そういうことで小学校の先

生たちとそれなりに関わっていく、また校長にまず募集してくださいという形で申し

込みに行く。この学生なんかは学部の学生時代に、いままででもっとも多くの、いろ

いろな学校の校長先生に会っています。それからもう一つは、この牟岐は海で夏にや

るときは、海の中に入りますし、船に乗って沖にある大島という無人島に行くという

活動があります。そうすると、その中で事前に保護者と子どもに一緒に来てもらって、

そこで手続きをやると同時に説明会をやります。そのときにも、当然保護者の方たち

といろいろな形で関わっていくわけです。こういう活動を通して、企画とか実際に運

営していく段階において、自然にそういう活動が入ってくる。それによってまた、い

ろんなことを学んでいくというようなことになると思います。

渡辺：前から気になっていることがあるのですが、自分も分からなくて、僕は生涯スポー

ツ課程というところにいて、スポーツ活動を非常に多くやって、また横から眺めてい

る部分もあるのですが、過去自分が育てられてきたスポーツの現状を振り返ってみる

と、非常にいわゆる軍隊式のもので、自分で何をやったのか反省しなさいというのは

ほとんど無くて、ただやりなさい、やりなさいという教育を受けてきたんですけれど

も、普段はそう ではないと思いますが、スポーツも広いですから、なかなか解き明か

せません。自然教育とか野外活動、野外教育において、なぜ自然の中で活動をすると、

人間関係を始めとし、子どもが変わる。僕は神秘的なものも好きなので、自然には偉

大な力があるのかなと思ってしまうのですが、それが自然ではないところで、例えば

町の中でおもしろいことが、今の子どもたちにとって、いっぱいあると思うのですよ

ね。テレビゲームをやっていてもおもしろし、かと思うのですけれども。なぜ自然の中

でやると、先生}jがアピールされるみたいにいい効果があるのか。自然の中でやると

効果がありますよとはいろいろな方がおっしゃるのですが、なぜということに僕自身

は答えてもらったようなものを見たことがないんですよね。それは、問いの立て方が

間違っているのかもしれないのですが、そ ういうことで、ヒントを与えていただけた

らと思うのですが。 どなたでも結構です。

近森：私の考えを聞いていただきたいと思うのですが、先程時間の関係であまりご紹介で

きなかったのですけれども、この事例は環境教育ですが、活動っていうのはこんなふ

うに一種のカリキュラム構成みたいなものを示しているのですけれども、それで実は
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こういう活動っていうのはいろんな形でやられました。山と川と海というのが一つで、

もっと下は空気、水、土と いう 自然の構成要因。それで山と川と海があって、それが

いろいろな形でみんなの生活中に関わっているんだよとい うことを、まず子どもたち

に意識してもらいたい。楽しい楽しくないということよりも、こういうことを意識す

るということが、自分との周りのことに気づいて欲しいということが一つありました。

それでいろいろなことをやったのですが、その中で例えば海というのはスポーツとか

観光とかといういわゆるレジャーと も関係するし、ある意味では衣食住の食にものす

ごく関係してくる。そして今や我々も生き物ですから食物を摂らなければいけないの

ですが、自分たちが食べているものがどこからくるのかということを、想像さえでき

なくなっているという状況があります。つまり、魚というのは頭があって胴体があっ

て尻尾があるのですが、実際に自分の目で見るということが本当に少ない。切り身で

必ず売られているし、そういう意味では血を流す生き物であるという感覚さえないの

かもしれないし、少なくなっているかもしれない。そこで、地引網と いう活動をやっ

たわけですね。そこで僕らが何をねらったかというと、やっぱり海の中から始まって、

調理して食べるというところを一つの流れの中で子どもたちに体験してほしいと思っ

たのです。今の先生のご質問に私が答えを出すとすれば、なぜ子どもが変わるかとい

うと、それは本物を見るからです。そこでピピットな経験をするからであると思いま

す。例えば、こういうような実際に取れた鯛を子どもが触る（OHPの説明）。そして、

こういうようにおばさんたちが、タナゴを料理しているのをみる。こういうように、

本物に触ったり実際のプロセスを自分で見たりということ、そのことが子どもたちに

とって何からかの刺激があるということではないでしょうか。先程アンケー トを実施

したと いうこ とを言いま したが、 3月とも う一度 12月に送りました。 21名参加して

いたのですけれども、返ってきたのは 6名です。その中に、 1名だけ保護者の方が書

かれていたものがあり 、それが何かというと、ょうするにそれまで魚が嫌いだったけ

れど、魚料理というものに興味を持ち出し食べるようになった。そういう変化をたど

った。だから、楽しいというのはゲームで楽しいとい うのもあるのでしょうが、それ

は子どもたちを引っぱってくるえさみたいに感じます。むしろそういうものを通して

入ってきたときに、本物の魚がぴちびち跳ねているのを触ったり、料理したりしてい

るのをみるという、生々しい経験というのが子どもに何らかの刺激を与えるのではな

し、かというふうに私は思います。ですから、先程の中山先生のお話でも、私は非常に

感銘深く拝聴したんですけれど、学生たちにこういう背最があるんだということも、

だんだんと少しずつでもいいから提示していきたいと思って、今日発表したふれあい

アクティピティーのメ ンバーには昨年の 8月に研修で資料を提供して、この論文も別

に渡して、君たちがやっている ことはこういう一つの環境教育からの面からだったら

こういう意義があるということを私なりに提示して、そしてそういうことも含めて、

理解してもらいたいし、興味も持ってもらいたいということもやっています。お答え

になったかどうか分かりませんけれども、私はそういう考えです。

吉越：私たちの施設の野外活動というか、施設の考え方としては非日常的をっくりだして

いるというその一点です。ですから、今の恵まれた社会の中から少し隔離している、

離してあげている。そうすると、そこには必ず教育性もなければ、必ずできないとい
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う状況が生まれてくるし．そ？ではやはり人間関係、も培っていかなければならないと

いう形です。ですから、非日常の中味を取り出している、それだけの考え方です。

濁Jll：上越教育大学の一年生で、体験学習というのをやっているのですが、その授業では

いろいろなことをやるのですが、僕は白然を体験して、自分が生きてきた生物という

わくで、いかに自分がちっぽけな人間であるのかを、自然に接したときに今まで経験

していなかった自分というものが、一つ乗り越えたという達成感というもので、そこ

にものすごく人間としての自信がでてくる というふうに感じます。私の授業で最後の

ときに、この国立妙高少年自然の家で、体験をずっとやってきた最後に野営をする。

ここは学生たちが、なたとのこぎりと荒縄だけ渡して、そしてこの森でみんな自分の

家をつくって寝るというのをやるわけですね。隣とは lOm以上雌して、外で 1日中

汗だくになってつくっている。それまでには、ロープワ｝クを学習したり、植物を学

習したりしていますが、 4時過ぎにできるともう疲労困懲していますが、それで一晩

一人で野宿する。当然ここは熊が出没するので、恐怖心もあるのですが、それを乗り

越えて本当に学生たちは、自分は強くなったと言うんですね。今までの自分の世界が、

自然を対象にして生物として、乗り越えられたひとつの大きさというものが、そう い

う達成感というものが、一気に感じられるわけですね。それがどのような子かという

と、虫も触れない、薮にも入れなかった学生が、最後のレポートの中に、私はこの学

習を通して、ここまでたくましくなったというのを面々を書いてありました。ああ、

自然はそういうものなのではなし、かな、子どもたちの経験がちっぽけであればあるほ

ど、生物としての自然を対象にして、自分を経験を乗り越えて、経験を拡大する。そ

こに人間という生物としての自信ないしは、原点なのかもしれません。それを感じ取

っている。それは自然体験だけではだめなんです。先程言ったように、人と ｜銅わり社

会に行って、そのネットワークを広げていく、それが一つの人間としての自信になっ

ていくと思います。私は自然体験を通して、大学生ですけれど、それを感じています。

赤羽：ありがとうございました。それでは、もう一つ今回のテーマに触れるところを触れ

ておきたいのですが、今までは体験というものの意味合いをいろいろな重要性を触れ

ていただいたのですが、今までフレンドシップ事業でやってきましたこの事業の内容、

これは、先程の中山先生の言葉を借りますと、サークル的な活動で、その重要なとこ

ろは、学生向身の主体性が育つこと、あるいは持てること、目的意識が持てることで

すね。 これらは、非常に重要な面でありますが、一方、その対極には我々本来の本務

であります大学の授業があります。それとの関わりをどうしていけばよいのかについ

て、少しご意見をいただけたらと思います。どう大学の授業の中に組み込んでいけば

いいのか、逆に、組み込んだぽっかりに今までのいいところが失われているというと

ころがあると僕は思います。うちの大学にもそういう面がありますので。そのへんを

ぜひご意見をいただければと思います。今後のために。

中山：それでは、オリエンテーションという資料の二枚同をご覧ください。体験的な学習

というものを教員養成課程にどう位世付けるのかという話題であります。熊本大学で

は、学部長が実践センターでやりなさいということで、センターの授業科目として当

初から開講しています。授業科目は、今は新免許法では教科また教職の専門に関する

科開に参入できる自由選択 2科目 2単位、開講年次は 2年～4年でなぜ 1年を外して
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あるかというと教義との関わりで外しであるわけです。当初は、どっちかしかいけな

い所がないので、どちらかにしなさいという教務からの要請で、どちらかになり まし

た。それで、熊大では教育実習が 2年次から始まる、つまり 2年生の後期からずっと

累積型でカリキュラムが組まれているわけですが、それとはまた分離した形での総合

慣習に関わる科目に位置付けられているのが一つです。今までは、選択科目として後

期の授業だけで最初の 3年間は、土日 の教官が指定した日に集まりなさいという形で

実施しておりました。なので、いわゆる普段の講義が 5、6回で、残りは土日の集中

講義で実施という形をとりましたが、その問題点として、一番に挙がったのが同じ子

どもと継続的に関われないということでした。もっと関わりたいという学生が出てき

まして、3年間、大学院を含めて 5年問、リピー卜した学生がいたという事実です。

そういった学生をどう受け止めるのか。ただ単なる後期の半年だけの授業に、オブザ

ーバー参加でずっと 5年間続けているという位置付けで本当にいいのだろうか。そう

いった自主的に活動するものをベースにして、その一部を授業に振り返るという読み

替えの仕方はできないだろうかということで、過去 2年間は、留意点のところに書き

ましたが、授業がいわゆる教育学部のフレンドシップから発展したサークル的な活動

にジョンとする、 それが演習にするという形式で、苦心、参加 しました。ただし、子

どもと関わる活動は活動日で最低 2回、企画から反省までの一連の流れを最低 1回、

それから体験から学んだことをレポートに3・いて、フレンドシップシンポジワムに参

加して、他の人の意見を｜副くことなど、最低｜恨の条件を加えて、サークノレ相乗り方の

演習としてやりました。演習というからには教官が関わらなければならないという こ

とで、報告会のなかでの報告書の提出とそれに対するコメントという形で、私も参加

しております。それで、うちの大学での演習という形式ではないのですが、相乗り方

というのはあくまで一例です。

赤羽 ：これは 1年間に何人くらいの方が参加 ・受講しているのでしょうか。

中山：実質、昨年は 2年生 ・3年生が多くて、 33名が受講して単位が山ております。今年

は 11名の 2年生が受講して単位が出ております。MakeFriendsという活動のサーク

ノレのメンパーは約 52～53名だと思います。

田巻：そう いう 臨床経験 ・体験をどう学問の授業に取り組んでいくかというと、脳裏を横

切ったのは、“Evidence-basedMedicine，，、恨拠に基づいた医学というものがある。

要するに、一人の患者がいたときにその患者の痛みをあなたはどう解釈 ・理解します

か。それではどう治療しますかということで、ここにこういう子どもがし、たときに、

あなたはその子どもをどう理解して、どのような対応、教育を考えますかということ

で、やっぱりそれに習った、根拠に基づいた教育というものを大学の学問の授業の中

に取り組んでこないと、今おっ しゃった臨床経験が臨床の知になってこないと思う。

だから、医療や法律では判例とか、工学部では辿物のデザインだとか、こういう場合

についてこういう問題のときに、あなたはどうするかという判断を学生に求めている。

それについて、娘拠に基づいてきちっとした判断をしなさいといっている。だから、

教育学部でも今まで単なる伝統に受け流されてきて、経験で職人芸であることを、過

去の事例などをふまえて、一つの判断に基づいて子どもの評価をし、その対応を考え

るという授業を開設して盛り込んでこない限りは、いつまでたってもいけないのでは
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なし、かなという気はする。先生のおっしゃることはよく分かるんですけれども、そう

いうことに取り組まなければいけないのではなし、かという気がします。

赤羽：そうですね。一番の先はそうだと思うのですが、それができるようになるには、そ

の段階の学生をどう育てるのかということだと恩います。先程中山先生が、子どもの

理解の学び、関わりの知恵というような言葉で言われましたが、それが分かるように

なって、今回巻先生が言われましたような、本当に臨床的な一人ひとりの子どもの…。

田巻：思い切ってそういうことをやること によって、要するに気づかせるということがあ

ると思うのですが。

赤羽：それもあるかもしれませんね。

増井：ちょっと横道に反れますけれども、田巻先生がおっしゃった問題提起が分かるよう

で、具体的には分からないのですが、中山先生が最後に体験情動で、いくつかの レベ

ノレ、段階があるとおっしゃっていますし、それから近森さんも体験や経験のよって学

生がどういう意識、あるいは子ども理解の関わり方、組織の｜羽わり方というのを図式

化していく 。そういうのがあって、体験学習というのが効いてくるわけです。それは、

理論ではなくて、体験そのものなのだと、経験主義なのだという意見であるというな

ら、それはもちろん成り立つ。そこをどう判断して、本読め、本読めというようなも

のになるのかは、疑問があります。

一言で言いますと、本読めということは、本を読んで何が解決するのかという話に

なります。どういう本を読めば、例えば、今いくつか例を出されま したけれど、かな

り具体的には吉越先生も出されましたけれど、どういう本を読めば、大学として先生

のおっしゃるような勉強や研究をしたことになるのか、もう少し具体的に問題提起し

ないと話が進まないので、お願いします。

田巻：本を読めと言ったのは単なる比轍でございまして、例えば具体的にどういう本を読

めということではなくて、いま言われていて、資料を見てみたら、福品大学の学生が

書いていることなのです。 やっぱり大学というのは、 ~I~義がベースになっている。そ

このところをきちっとふまえた上で、体験学習などとの｜現辿を考えてし1かなければな

らないということであって、本を読めといったのは、単なる比愉的に言ったので、論

理の飛蹴があるかもしれません。しかし、やっぱり 、ある意味でいえば、大学で教員

を養成していることの意味というのは、あくまで大学でやっているわけですから、も

しその経験や体験で済むようなら、非常に悪い極端な例でいえば、教習所でやっても

いいのではなし、かという気もするものですから、ょういう点で申し上げた訳です。

中山：自分なりに一生懸命考えたことをもう一度、ぶつけたいと思います。果してこれが

教習所というこ となのですが、子ども理解 ・人間行動の理解を追究する研究分野は、

一つは心理学だと思います。心理学の知の体系は、人間行動の観察から帰納してきた

結果だと思います。本に書かれている ことは、そこで勢道的に認められた知識が書い

であると思います。つまり、結果として知の体系の理論は、やはり、このプロセスを

経てでき上がったもの。そういう意味では、結果としての知を教えるだけでなくて、

その知へ至るまでのプロセスを学生自身が体験するという価値は、一つここにあると

思います。もう 一つは、立場を変えまして、その心理学の知、学問体系としての知が

ここにあって、それが、学生一人ひとりの個人の経験ベースの実感をともなった主感
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知と結びついたときに、初めて理論が実践と有機的につながるのではないか。そうい

う経験ベースの個人レベルでの意味付けが、理論を実際に近づけるのではないか。こ

の二つの意味で、このトライアングルは、ただ単なる経験を主張しているだけではな

いのではなし、かなという気はいたしました。いかかでしょ うか。

回巻： 先程の回答の中にあったのですが、本当はリファレンスサービスとし、うのが、主教

らなくてはならないわけ。それをいい始めると別のこととなりますので、やめます。

赤羽 ：近森先生、いかがですか。先程の大学のカリキュラムとの｜胡｛系で、どういうような

活かしかたというか、 工夫など。

近森 ：それについて、僕は非常に悩ましい問題だと思います。だから、先程の耕評のとこ

ろでも申し上げましたけれども、それはずっと問題としてあるものだと思います。そ

れで、どうしても両方やらないとというか、だから意識のない学生で、ひょっと した

ら必修に取り入れたらうまくいくかもしれない。意識が出てきて。そういう希望もあ

ります。 もう一つは、理科は前はですね、学生実験とひっかけて、フレンドシップ事

業をやっていました。そこで、フレンドシップ事業で例えば小学生対象にして、こう

いうことを教える。それに関係する学生実験をやって、さらに学生たちが開発して、

教材と指導案的なものをもっていって、子どもたちと一緒に実験をして教えるという

ことをやっていたんですね。ところが実はご存知のように、非常に時間数が足りない。

やっぱり教えたいことはたくさんある。そういうジレンマの中になってしまって、現

在は自治教育 6という専門、それぞれの教科の専門がやる自治教育があるのですが、

そこで、小学校とタイアップしてやるという形になっています。それで、もう 一つは、

制度的なパックアップの問題がありまして、これは今のテーマとはずれるかもしれま

せんが、例えばこの前学生が牟岐というところに行くときに、子どもたちを列車に乗

せて連れて行きたいということを言ったんですね。それで、なるべく参加者とか学生

たちには、金銭的な負担はかけたくないし、これは私の総合学習開発というところに

いる、 一つに総合学習に関する実践経験のようなものがありますので、「私の研究費を

使えj と。それで、事務に間し、合わせると、「列車の運賃は公費では出せませんJとい

う言葉が返ってくるわけです。その中で、例えば子どもの社会性が薄れてきたから、

そういうことをやりたい。実際学生がそういう形で言ってくる。例えば、それは学校

教員になった場合には、当然列車の中で引率するという場面は出てくるわけです。そ

ういうことで、やりたいと思ったわけですが、そこは全然できないわけですから、結

局は借り上げのパスで行くということになるわけです。もう一つ付け加えるなら、博

物館とか美術館とか、そういう入場料も公費で出せないわけですね。そういうような、

大学のカリキュラムの中に取り入れていくときに、そういった時間性の問題、内容的

な問題、もう一つは会計法上の問題。そういうものもクリアしていかなければならな

い。それからもちろん、講評のときにも古いましたように、そこへ入ってくる学生の

意識の問題。だから、そういうものも線組として現在も残っている ように思います。

ちょっとずれたかもしれません。私はそのように感じています。

増井 ：あまり長く話せないのですが、大きくは二つあると思います。内容が何かというと、

一つはいま話題になっているように、いわゆる大学の授業科目として課す。必修か選

択かは別として。そのくらいは、大学の教育課程全体の中で、やはり 、続諭してみる
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必要があるのではないか。一方で議論していく視点がもう一つあるのですが、これは、

濁）1 I先生がされていることですけれども、どういう教員を養成するのかという観点が

あると思います。他の学部での体験学習ではありません。二点目は、それとは別に、

例えば上教大の学生が発言をしてそれに類したものもあって、さすがだなと感心しま

してずいぶんメモをしましたが、例えば、集団としてではなく固有の名前の個と して

子どもが解できるのかということが、いわゆる教育学部学生の 4年間のライフテール

の発達といいますか、教師として発展していく、教師のものの見方、あるいは教育学

部の学生が他者とどういう形で意識しながら、あるいは子どもをどういう形で認識を

深めていくのか。そういうものを田巻さんもおっしゃいたいのだと思うのですけれど

も、それを一つの科学として、そう いう形で我々は、それぞれの専門分野の人がやっ

ているわけです。私は社会学の観点から、教師と生徒のこういうのを授業でやろうと

していますけれども、それは例えば社会学の中で、そう いう説明をする理論がまだな

い。私はどちらかというと学生の側に立っていうこともあるわけですけれども、そう

いうことは具体的な実践の場面の中で、引用している具体的な姿を見ないと、大学に

おける理論の真価、あるいは理論の再構築はありえないわけです。それぞれ専門の分

野の先生方が、自然あるいは社会、あるいは人間関係の中で、子どもを媒介にして教

師自身が、学生自身が変わっていくという、ここに子どもの変わり方もあるわけです

けれども、そうしたちょっとした変化の中に直面して、それぞれの専門分野の人たち

が、それをどのように自分の専門の中に専門の言葉で理論化していくのかということ

が大切なのではないかと。そういう課題をシンポジウムが提起しているのではないか

と思います。

藤沢：学生たちの話の中に、確かに子どもとのふれあいという重要な子どもを理解すると

いう、教師としてベースにならなくてはいけないのですけれども、もう 一つフレンド

シップ事業を通して学生の変化とかを聞きますと、教師はある意味では子どもが好き

だという ことがありまして、確かにそうだと思います。逆に子どもが好きだというこ

とは、ある意味で大人が嫌いだと いう ことにはならないのか。つまり、今の我々 の時

代と違って、家族以外の他者と触れる方向がないまま、どっちかというと長く生きる

若者が教師に就こうと。先程司会者の話の中にもあったけれど、いわゆるこれからの

教師の基礎的な学問的な能力というのもベースにあると思うのですけれども、いわゆ

る子どもに対して教室の王様という形で君臨するような、教師になってはいけないと

思います。そういう学問の面で、子どもに慕われているというのはいいですけれども、

やはり地域や様々な世代を超えた人々と付き合うことが、やっぱり基礎的能力として、

違った意味で重要ではなし、かと思います。ですからいろいろなものを持つてなくては

ならないのではなくて、いろいろな交流の中で、先生方が言われたその中で、感 じ、

気づいて、それを自分で発見する。そして、違う教育の話で、いままで自分の傍らに

いた年寄りが話を聞くことによって、違った存在としてお年寄りが見えてくる。とい

うことは同時に、 自分を新しく発見して、自分の意識を変えて、周りとの関わりの関

係が変わってくるわけです。そういう営みの中にこそ、人間としての成長がある。そ

のことが、やはり 一番求められているものである。それを学問として捉えていくと 、

非常に難しいの しかし 、現実問題としてそれを、身につけてし、かないと教師として教

，
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壇に立ったときに、まず必要なものとしてあるだとう。そういう人間的な人間力、社

会力と言ってもいいかもしれないけれど、それをどう構築するのかということが、一

つは大学全体、教員養成学部の総体として、学生の自主的なクラプ活動とか同好会と

かを含めたものです。そういうものの意味あるものです。それを我々が、どういうふ

うに組織的に、教科も含めて、強さは別と して、保障することができるのか。それと

もう一つは、先程から出ている、いわゆる我々がカリキュラムとして編成するものと

の関わりがどうなのかという ことを、すごく私は感じています。土井先生が始められ

た頃は、かなり批判的なことがありました。果してこれが大学でやらなくてはいけな

いことなのか、いまの先生方や我々の中にも、いまさらこんなことをやらなくてはは

らないのか、という想いにしかならないわけですよね。ある意味では。しかし、実際

の現実をみれば、これがなければ先生というか、地域に行って立てないではないかと

いうことがあるわけです。それは文部省も認めて、予算化して、フレンドシップ事業

として、今日これだけの人が来ているわけです。そういうわけで、話を聞きながら、

これをこれからどういうふうに、みなさんの話の中にあるように、我々の中にしめて

いくのかということが重要なことであると思っていまして、信州大学は今年の 4月か

ら教育学部に入学と同時に、附属学校に入学させる。附属学校に配置いたしまして、

学校教育臨床基礎という形で子ども理解、学校 ・先生理解を誰も教えてくれないこと

をそこで何か気づいてほしいし、発見してその中から 4年間の自分の学びに結びつく

ものを見つけ、気づいていって、本当にもっと勉強しなければならないとか、学ばな

ければならないなどにつながることを期待しています。今までは、 一緒になっていた

教育参加を、附属については学校での部分を学校教育臨床基礎にスライドしましたの

で、教育参加としましては地域のいろいろな社会教育施設の中でやるという ことに し

ました。また、そこへ行ってみると 、子どもがし、なくて、中高年のお年寄りがお集ま

りのところに学生が参加して、戸惑う んですね。けれども、帰ってきて様々 な多様な

方々と触れ合うことで、かえってプラスになる経験をするということになります。人

間関係というものやコミュニケーション能力というものが襲われていくというすごく

いい帰属体験をしてくる。それで終わってはいけないと思うのですけれども、そこか

ら何か技術とかが身につくこともあり、それを発展させていくことを期待しておりま

す。一年期では学校教青臨床基礎と教育参加、二年の学校教育臨床演習、三、四年で

の基礎教育実習、応用教烹実習という系統になっています。今の段階では、 一つひと

つでありまして、こ札から関連性をどういうふうに系統付けて、学部として臨床の知

という形で系統付けて、この段階ではこういう知というように繰り出せるよ うな体系

を学問的な裏づけを持ってっくりだすという作業をしていると私は思っています。

赤羽：はい。ありがとうございました。ただいま、増井先生と藤沢先生から、今回の問題

点や今後に関わることを指摘していただきまして、まとめてきな発言をしていただき

ましたので、時間にもなりましたので、この辺で終わりにしたいと思うのですが、ま

だ十分しゃべり足りないという方もおられると思いますが、それはまた別の機会、次

回以降にということでよろしいですか。今日はこの場でディスカッション、第二部を

閉じさせていただきます。どうもいろいろとありがとうございました。
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閉会挨拶

信州大学教育学部 田巻義孝

増井先生と藤沢学部長がまとめてくださったので、何も申し上げることはないなと思い

つつも、つい先日、教員養成大学学問とはいったい何か、何のためにあるのかという こと

が話題になりました。やはりそれはきちっとした、親から信頼され、子どもからも信頼さ

れる教員を養成することであろうと。その成果は 50年後、 30年後にならないと分からな

いという話になりましたが、今日話題になったことはまさにそのことでありまして、本当

にどういう教師、 何をもってどう いう教師をつくればいいのかいうようなところの話であ

ろうかと思います。

それで、いろいろなことがありましたが、その根底にはやっぱり、大学の教師というの

は、自分が授業で教えたから、あるいは演習でしごいたからいう思いで、いい教師を育て

ているという意識がありますが、実際のところは地域、このような国立妙高少年自然の家

とか、あるいは、自然の持っている力など、そのようないろいろなものの助けを借りて、

学生はいい教師に育ってb、く。なかんずく一番大事なのは、やっぱり俺は教師になりたい

という学生の意欲、主体性なのではないか。俺は子どもから好かれる教師になりたいとい

う想いもあるかもせいれませんが、それを一番どう引き出していけばいいのかというとこ

ろのことを議論した、今同一 日であったかなと思います。この問題は、きりがつかないし、

一回や二回の話でけりかつく話ではないと思いますので、今後とも継続されるかと思いま

すが、本当に私自身、田巻個人といたしましては、この会議に無理やり参加させられたの

ですが、非常に楽しくておもしろくて、言いたいことも言わしてもらいました。すかっと

した、心に落ちる一日でございました。

メディア教育開発センターの方に scsのことについてお世話になりましたし、国立妙高

少年自然の家にもお世話になりました。そのお礼とともに、明日から、日｜曜日のお昼まで

約 100名の子どもとともに展開されるフレンドシップ事業がうまくいくことを願って、終

わりの挨拶といたします。どうもありがとうございました。
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第 3回全国フレンドシップ活動

MYOKOゆきんこフェスティバル
Let' s Enjoy Snow World ! 

』

a岡
山14

2003.3.6～10 

国立妙高少年自然の家



｜第 l回全国フレンドシッブ活動概要｜

～じびきあみ inあなん 2001～

＜日程＞ 2001年 3月 18A 

＜場所＞ 阿南市北のII~潟水浴場（徳島県阿南市中林町）

〈参加大学学生者数〉 熊本入学（6名）、上越教育大学（8名）、信州大学（8名）、

I！鳥門教育大学（3名）、横浜国立大学（7名）

＜プログラム＞

時間 活動内容

10: 00 地引網オープニングセレモニー

10: 30 地引網開始（終了後、魚協の方のお話を聞く。）

12 : （〕O 昼食

13: 30 レクリェーション

15: 00 清掃

15: 30 閉会式

く参加児童＞ 川内北小学校、千松小学校の児童

＜実行委員長＞ 大門政指（鳴門教育大学 3年）

i第 2回全国フレンドシップ活動概要｜

国立阿蘇青年の家主催事業～阿蘇の四季をさがそう～

『親子 DEクロスカント リー』

＜日程＞ 2002年 3月 9～10日

＜場所＞ 国立阿蘇脅年の家（熊本県）

く参加大学学生者数＞ 熊本大学（5名）、上越教育大学（5名）、信州大学（7名）、

鳴門教育大学（4名）、福島大学（2名）、横浜国立大学（5名）

＜プログラム＞

時間 活動内容

3/9 13: 30 開会行事

14: 00 rs韓義］ 阿蘇の春を見つけよう

15: 30 食［体験活動］ 親子DEクロスカントリー

19: 30 会レクリェーション ・プラ絞っくり

3/10 9: 00 
［体験活動］ 野焼きに挑戦

～火消し締っくりと野焼き体験～

11: 30 閉会行事

＊親子DEクロスカントリー ・・ ・家族単位で青年の家周辺の草花や自然に関した課題やヒン

トをもとにクロスカントリーを行う。その際、 6つのチェッ

クポイントがあり、ここでのイベントは各大学のフレンドシ

ップ活動の特色を活かしたものが行われる。

＊会印が全国フレンドシップ活動プログラムにあたる。

く実行委員長＞ 藤田勝一（熊本大学 4年）

nu 
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第 3回全国フレンドシップ活動

MYOK  O ゆきんこフェステイノ心レ～学生募集要項～

フレンドシップ事業とは・．．

学生が子ども達と触れ合い、

子ども理解を深め、教員として

の実接的指導力の基礎を習得

することを目的として、全国の

教員養成系大学・学部で行われ

ている子ども達とのふれあい

活動です。

1 . 目 白勺

主催 ：全国フレンドシップ活動実行委員会

全国フレンドシップ活動とは・． ．

フレンドシップ事業に携わっている学生が集

まり、子ども達とのふれあい活動や、意見交換・

交流を行う活動です。この活動は、全国から意

見を出し合って企画し、実践することを通して

各大学の活動の特色を学び合い、学生の意識を

高める場となっています。

0子どもたちとの宿泊を伴う自然体験活動を通して、話し方、接し方、物事への対応の

仕方など、関わり方を考え、子ども理解を深める。

・各大学でフレンドシップ活動を行っている学生が、妙高に集い、人と人とのふれあい

を通して、互いに刺激し高め合う ことで経験幅や視野を広げる。

2. 日 手J霊

平成 15年3月6日（木）～ 10日（月） 4泊5日

3. 壬き 培善

国立妙高少年自然の家

〒949-2235 新潟県中頚城郡妙高村大字関山 6323-2

Te I 0255-82-4321 C上越市 ・長野市から約 1時間）

4. 参加児童

上越市 ・長野市の小学校 3年生～6年生 約 70名

本平成 15年 1月下旬～ 2月上旬に募集予定

5. 参加大 学 及 び 人 数 〈 定員〉

フ大学 34名

~ 

熊本大学、鳴門教育大学、広島大学、福島大学、横浜国立大学医ヨ

上越教育大学、信州大学医ヨ
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6. 番多力口重量

30,000円程度（食費、シーツ代、保険代等）

ホ現段階での概揮ですので変更の場合があり ます。

牢別途交通費がかかります。

フ． 今 後の連絡方法

参加学生の方には、企画 ・準備段階から関わっていただき、共に活動を作っていきた

いと思います。そのため、以下の方法で話し合いや連絡を行っていきたいと考えていま

す。

。フレンドシップ事業に携わっている学生同士の情報発信・交流を目的にホームペー

ジを開設しました。決まったことは随時こちらに載せていきたいと思います。また、

掲示板やチヤツトなどを利用して、意見交換していきましょう．。

。Friendsh i p*Network<> 

http://www.geocities.co. jp/Col legelife-Lounge/8600/ 

。携帯電話のメーリングリストを作成し、 連絡事項を伝えようと思います。

。各大学での連絡をまとめるための実行委員を一人、各大学で決めていただきたいと

思います。実行委員を通じて、交通手段や費用についての事務的な連絡をしていき

ます。

8. 活 動概要

3月6日 （木）午後 学生集合、学生交流

7日 （金） 全国フレンドシップ学生シンポジウム （信大 ・上教大第 2田コロキュ

ウム）、準備

8日（土）

～9日（日） 子どもたちとの雪よ体験活動、反省会

1 0日（月）午前学生解散

＊活動を含めた詳しい日程 ・プログラムlま参加学生の話し合いで決めていきます。

9. 申ーし込み方法

各大学で定員数の参加学生を決定し、その中から実行委員を選出し、参加者全員につ

いての必要事項を記入の上、実行委員がまとめてメールで申し込みを行なってください。

0記入事項 氏名、年齢、性別、大学、学年、専攻、住所、電話番号（自宅 ・携帯）、

メールアド レス（パソ コン ・携帯）

・締 切 1 1 月 22日 〈金〉

。お申し込み・お問い合わせ先0

friendship03@moon.co. jp 

第 回全国フレンドシップ活動実行委員会事務局

（担当：上越教育大学 年伴峰昌、信州大学 4年阿部桂子）
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第 3回全国フレンドシップ活動

ヲ公安 『MYOKOゆきんこフェスティバjレ』日程貴女

< 1日目＞ 3月6日（木）

時間 活動内容

9: 45 信州大学 ・上越教育大学集合

10: 00 事前準備①

12: 00 昼食

13 : 00 事前準備②

15 : 00 レセプション準備 参加 2大学迎え PD打ち合わせ（活動 I～IV)

15: 50 参加 3大学迎え

16: 45 全体開会式

17: 00 【学生交流】 さあ、みんなで全フ レッツゴー ！ゴー ！！

18: 00 【レセプシ ョン】

信州産新潟コシピカリ企画 こりゃうマイ ！！怒測をコメていただ〈ペエPもちつきしヨ～ネ

21 : 00 入浴等 発表者準備

22: 30 ミーティング

23: 00 就寝

く 2日目＞ 3月7日 （金）

時間 活動内容

6: 30 起床

7: 00 朝のつどい

7: 30 朝食 ， 

8: 30 シンポジウム準備 ・リハーサル

10: 00 フレンドシップ事業全国学生シンポジウム I

12: 30 昼食

13: 30 フレン ドシップ事業全国学生シンポジウムE

14: 30 活動準備①

リハーサル（ l ～W各 30 分，~~］ 15 分） ＊ 活!f~J l、B、皿、IV＊朝のつどい

17: 30 夕食・入浴等

19: 30 活動準備② ＊宿泊体験活動全般について

21・00 ミーティング パス係下山

22: 00 就寝
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<3日目＞ 3月8日（土）

時間 活動内容

6: 30 起床

7: 00 朝のつどい

7 : 30 朝食

8: 30 最終ミーティング ・準備

＜上越教育大学＞ 児童受付－8: 30～9: 00 パス出発 9:00 

＜信州大学＞ 児童受付 8:00～8: 30 パス出発 8:30 

10: 00 国立妙高少年自然の家パス到着、参加児童出迎え

10: 30 開会式

10: 45 【活動 I】 きてみてわらってゆきんこタイム

11 : 30 オリエンテーション

12: 15 昼食

13: 30 【活動E】 ゆきりんびっく i n妙高

17: 30 夕食

19: 00 【活動E】 ゆきんこまつりだ ！どんどこどん！！

21 : 00 就寝準備 健康チェック

21: 30 就寝 ・消灯

22: 00 ミーティング

23 : 00 学生就寝 夜間巡回（23: 00～2: 00 1時間毎）

内。円。



<4日目＞ 3月9日 （日）

時間 活動内容

6: 00 起床

6: 30 朝のつどい 全体写真撮影

7: 00 朝食 健康チェック

8: 00 退室作業（荷物整理 ・ベッド整理 ・清掃）

9: 00 ［活動W】 妙高雪上探険隊！

11 : 30 昼食 健康チェック

12: 30 閉会式 I~ イ 1 ＼ イゆきんこ P

13: 00 パス乗車

13 : 15 国立妙高少年自然の家パス出発

く上越教育大学＞到着 ・解散 14:15 ＜信州大学＞到着 ・解散 14:45 

13: 20 片付け ・休憩等

16: 30 反省会

19: 00 入裕等

20: 00 【セレモニー】 フレンドシッブ会セレモニー

22: 00 懇親会

23: 00 就寝

<5日目＞ 3月 10日（月）

時間 活動内容

6: 30 起床

7: 00 朝食

8: 00 退室作業（荷物整理 ・ベッド整理 ・清掃）

8: 30 【想い出作り】 伝えよ う！ 3 7＋αに！ ！

9 : <!5 全体閉会式

10: 00 国立妙高少年自然の家出発 （参加 5大学）

11 : 00 片付け等、事務室あいさつ

12: 00 園立妙高少年自然の家出発 （信州大 ・上越教育大）
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大大第3回全国フレンドシップ活動 準備会の流れ女大

月日 活 動 仕 事 内 ，廿.,.,. 

3/11 第 2回全国フレンドシップ活動 第 3回全国フレンドシップ活動開催決定

5/1 
，、、，， 第 3回に向けての事前アンケート 第 2回全フレ学生アンケー ト実施 ・集計

5/31 

7/28 信州 ・上越打ち合わせ会①
第 3回全国フレンドシップ活動の目的、

参加児童・学生規模、活動プログラムの検討

9/5 情報発信 ・交流 WEBの完成 HP (Friendship会Network）立ち上げ

10/21 

～ 参加学生募集期間 参加大学へ学生募集要項・ポスターの発送

11/31 

9/27 

9/28 
参加児童 ・学生数、

10/1 
チャット会議①～＠ 参加学生の役割分担とボランティア学生、

11/8 
全体日程・活動日程・ねらいの検討

11128 

12/12 

1217 
上越教育大学・信州大学の係分担決定、

～ scs会議に向けた準備期間

12/16 
scs会議資料作成

12/17 scs会議 参加学生顔合わせ、概要説明、意見交換

12/23 信州 ・上越打ち合わせ会② 各係の企画一次案の検討等

12/24 PDの決定、プログラム細案検討、トレーナ
，、、， 各係・児童募集の準備期間 一発注、児童パンフ作成、 児童募集依頼文

1/16 作成、 主催校地域の児童へパンフ配布等

1/26 

～ 児童募集期間 応募児童名簿の打ち込み

2/20 

2/18 参加児童しおりと連絡カード完成、
，、》 信州、｜・上越打ち合わせ会③ 下見、プログラ ムリハーサノレと検討

2/19 各係の打ち合わせ、 日程確認等

2/21 参加児童決定、参加可否通知の作成、
｛｝ 参加児童へしおり等送付 応募児童への参加可否通知の印刷と発送、

2/25 参加決定児童へしおり等送付、

2126 係細案 ・各資料完全版作成、
，、、， 最終準備期間 スタジフファイノレ作成 ・印刷、

3/5 シンポジウムの発表者の決定・原稿提出等

3/1 保護者説明会（信州） 児童しおり配付、当日の説明

3/6 
「第 3回全国学生シンポジウムJ，、、， 第 3回全国フレンドシップ活動

3/10 
「MYOKOゆきんこフェスティパノレj

3/11 
事後活動

参加学生への修了証・写真・手紙の発送、
－、， 参加学生アンケート集計、報告書作成

w
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統括

1 .概要

活動全般の統括，学生募集， 渉外，打ち合わせ会増備 ・進行，学生しおりの作成，

反省会準備 ・進行等

2. 活動を振り返って

第 2回全フレ参加者へのアンケートから始まった統括としての活動は、力量の乏しさを

痛感するとともに、轍密な準備の必要性を切に実感し、多くの学生や先生方などに支えら

れて、 5 日間という長くも短い本番を終えることができた。今回の全フレでは信州大学お

よび上越教育大学の 2大学が連携 して担当大学として中心的に事前準備を進めたことや、

児童との宿泊体験活動においては担当大学以外の学生も企画段階から参加し、準備作業を

進めていったことで、大学の枠を越えた学生聞のコミュニケーションがキーポイントとな

ったと感じている。

:TjJ:前の打ち合わせや本番中の進行など、活動全般にあたって、各大学の活動経験の違い

から意見が異なる部分がとても多かった。 自分の大学では当たり前のことが、他大学の活

動では全く異なる視点から異なった方法で行なわれている。そのような場面に出会い、戸

惑いを感じることが多かったものの、時間をかけてとことん話し合うことで、お互いが納

得してから進めることができた。また、お互いのよい部分や得意な部分を引き出して、今

回の活動を組み立てることができたと感じている。このように価値観をぶつけ合って活動

を作っていくことができたことは、今回の成果であると思う。ただし、時｜酎をかけること

は大切だが、今回のように会うことが限られた短い時間の中では、効率よく話し合う内容

を選別し、優先順位をつけて話し合いをしてし、かなければならなかった。その選別をうま

くすることができず、打ち合わせ会やチャット会議、 scs会議で、一つ一つの話に過度に

時間がかかってしまい、効率が悪かったe また、本番では準備不足も重なり、常に時間に

追われて動かなければならなくなったことや、学生の睡眠時間が充分に確保できなかった

ことも、統括ーとしての反省点であるe

統括として活動全体を考えながら事前準備を進める上で、各係の準備状況を把控するた

めには連絡休thlJの確立は不可欠であり 、密に連絡を取り合い、コミュニケーションを深め

るよう努力してきたが、振 り返ってみると必ずしもそれが当てはまらない部分も見られ、

そのことが係の準備状況の把握を暖昧にし、担当学生任せとなった部分が見られたことも

反省すべき点である。反省点ばかりで至らない統括であったが、ここから学ぶことは多く 、

このような経験をさせていただけたことをとても婚しく思っている。

最後になるが、今回、全国 7大学、学生 38名、子ども 90名の宿泊体験活動という大規

模な活動を行うことができたのは、大学の先生方や国立妙高少年自然の家の職員の方々が

学生の意思を尊重して、可能な限り協力してくださったお陰であると感じているe この場

を借りて！惑詞t申し上げるc

阿部桂子 （（3州大学 4年）、伴峰昌（上越教育大学 4年）
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1 .活動概要

食もしものことが起こらないように、安全対策をしっかりする。

食参加者全員（スタッフを含め）の体調をしっかりみる。

会先生や統括への連絡をしっかりする。

食事前準備と当日の動き

－緊急速絡体制を作成。 近隣の病院に、当円の緊急時の確認をした。当 日は大きな怪

我もなく病院に行くことはなかったが、常に先生や統括への連絡をするように心掛

けた。二日目、 一人の女の子の熱が商く、自宅まで濁川先生に送ってもらうことに

なった。

・健康連絡カードを作成・郵送し、事前に参加者の健康チェックをした。しかし、班の

サポーターがチェックしたのは前日で時間も少なかったため、サポーター同士が打

ち合わせをしっかりできなかった。

－健康調査カードを作成。活動中は、 8日の 21:00、9日の 7:00、11:30の全 3

回、班のサポーターに健康調査を行ってもらい、指定の場所に提出してもらった。

また、就寝時間等に見回りをした。

－応急救護マニュアJレを作成。

－救護物品の用意（救急箱の他に、各班 1つずつ救急セットを用意した）。確認不足

が多く、体温計が使えない状態だったりはさみを忘れたりしてしまった。

・スタッフは必ずmi繋なパンダナを持参してもらうようにした。

2.活動を振り返って

統括や救護の先生方との打ち合わせ不足で、共通理解していない部分がたくさんあった。

そのため、当日になって自分たちの役割が何だったのかということを改めて考えさせられ、

準備不足を痛感した。同時に、具体的に「こうなったらどうするのか？ Jということを事

前に考えておく必要があったことに気づいた。

当日は、ゲストノレームの 1室を保健室とし、具合が悪い子はその部屋で休ませた。

救護に関する知識や経験がないため、判断するのが難しい時があった。例えば、活動に

参加できるかできなし、かを判断するとき、この子は背中を押してあげれば大丈夫という子

と、この子は休ませたほうがよさそう だというような判断は簡単にはできなかった。

救護物品も確認不足のものが多く、 自分たちの救護に対する意識の低さと甘えに気づい

た。また、学校における救護のあり方と自分たちの救護への意識の違いや、救護に対する

基礎的な知識など、たくさんのことを学ぶことができたように思う。お世話になった太田

敏子先生、藤沢明美先生、本当にありがとうございました。

渡退悠子（上越教育大学 4年）、山本真望（信州大学 3年）

円
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｜シンポジウム 活動報告｜

信州大学・上越教育大学共催第 2回コロキュウム

第 3回 フレンドシップ事業全国学生シンポジウム

1 .ねらい

・各大学の活動についての理解を深め、良いところを吸収し、これからの活動に生かして

し、く 。

・共通意識をもってキャンプに臨めるように、お互いを知り、意識を高め合う。

．自分自身に課題を見つけてキャンプに臨む。

2.活動概要

今回のシンポジウムは『「臨床の知J- r学習臨床Jは教員養成をどこまで変えたか

フレンドシップ事業からわたしたちは何を学んだか～』をテーマに、学生同士で意見を交換

した。内容は主に、各大学の発表と分科会で、初めて会う学生同士がお互いを理解し、共

通意識をもってキャンプに臨めるように展開した。

3.タイムテーブル

I 10 : 00～12 : 30 13 : 30～14 : 30 （学生シンポジウム）

]] . 14 : 40～16 : 30 （教官の部）

時 間 活 動 内 容

10: oo I開会行事

－はじめの言葉

・あいさつ

信州大学教育学部長 藤沢先生

上越教育大学副学長 増井先生

. scsの紹介

10: 10 I各大学の発表（各大学 8分）

①上越教育大学飯森玲子

②福島大学 坂本琢馬

③横浜国立大学和地めぐみ

＠広島大学 大町真理

⑤鳴門教育大学野村優衣

⑥熊本大学 堀口沙織

⑦信州大学 西海俊輔

11: 10 I分科会（学習室 1・2・3に分かれる）

①「連携J②「協調j

③ 「学びJQ) r成長J

⑤「接し方（ほめる ・IIヒる）J 

⑥「コミュニケーションj
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（司会・進行：渡遣、山本真）

会服装は、全員全フレトレーナ

一、下は自由（ジャージ不可）。

会教官は各グループに分かれて

学生の話を聞いてもらう。

女各班に模造紙とマジ ックを用

意し、討論の内容をまとめてもら

フ。



12: 30 I昼食

13 : 30 l分科会の発表

（各グループ 発表 5分、質疑応答 2分）

14: 25 I課題シートの記入

14: 35 I講評

鳴門教育大学近森先生

4. 活動を振り返って

交1班からIlle!に健造紙を使って発

表する。

安課題記入用の十J-筆を用意し、そ

れぞれキャンフに向けての課題

を記入する。

今回のシンポジウムにおける反省点は、以下の凹点である。

一点目は、準備段階についてであるが、当日までの計画を綿密に立てずに増備を進めた

ため、直前になって慌てることが多かった。各大学への発表依頼や、原稿 ・資料の〆切も

予定より遅れてしまい、資料集の編集が本番直前になってしまった。分科会のファシリテ

ータ ・書記の依頼も本番直前で、依頼された人たちが戸惑う部分が多かった。

二点目は、シンポジウムボランティアについてである。ボランティアの依頼をメールで

済ませてしまったため、ボランティアが全体の流れや仕事内容を把握できずに戸惑うこと

が多かった。メーノレだ、けの辿絡ではなく、打ち合わせの場を設けるべきだった。また、シ

ンポジウムの参加者でボランティアの存在を知らない人が多かったので、 scsの紹介と同

時に、ボランティアの紹介を入れたほうが良かった。

三点目は、統括との辿絡不足である。 自分たちの仕事の多さに混乱してしまい、統括と

の連絡が不足し、直前になって意見がすれ違うことが多かった。具体的には、シンポジウ

ム資料集の形式、課題シートの内容について等、自分たちの考えで編集してしまったため、

直前になって統括に変更を要求され、余裕をもって準備を進めることができなかった。

四点目は、前日の長旅や緊張で学生の多くが疲れており、シンポジウム中に意見や質問

が出ることが少なかったことである。お互いの情動について知り、そこから意見を交わし

学びとってほしいという願いもあったので、残念な結果となった。

今後の展望としては、当たり前ではあるが、準備を早めに進めることである。そのため

には、当日までの流れを明確にして準備を進める必要がある。また、担当者同士が密に連

絡を取り合うことも重要である。それと同時に統括や担当教官との連絡も、こまめにして

いく必要がある。

渡准悠子（上越教育大学 4年）、山本真望（信州大学 3年）

品~I
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｜開会式 ・活動 I 活動報告｜

きてみてわらってゆきんこタイム

1 .ねらい

・楽しくレクリエーションをすることで、緊張をほぐし、お互いを知る。

・旗作りを通して、仲間意識とこれからの活動への意搬を高める。

2.活動概要

児童の到着に時間の差ができるので、その間レクリエーションを行い、全員がそろった

ところで、 1つの全体レクリエーションを行う。いったん班ごとに整列し、 I｝司会式を行う。

開会式で、参加大学ごとの紹介と上越、長野の紹介を行う。閉会式終了後、班ごとに班旗

作りを行う。

3.タイムテーブル

時間｜ 活 動 内 容

9: 30 ｜レクリエーション（上越組から）

9: 45 I （長野組到器、レクに参加）

io: oo I班探しゲーム

＊ミックスジュースを使用して色

による自分の班探しを行う。

1班から順に班ごとに整列

10: 15 I開会式

＊開会の言葉（阿部桂子）

＊先生のお話（大悟法先生）

＊自然の家職員の方のお話

＊大学紹介

＊上越、長野の紹介

＊あいさつ

10: 45 I活動 l

斑レクリエーション

10: 55 I班旗作り

＊班旗には、名前、チーム名、自分

の目標などを入れる。

11 : 20 I後片付け

11: 30 Iオリエンテーションへ
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落ちた落ちた（妙高パージョン）

ミックスジュース

班を名札を使って 12色に色分けし

ておき、何もかかれていない班旗を

利用して、色が見つかりやすいよう

にする。

班旗は班付きスタッフに渡す。

各大学の紹介は 1大学3～5分程度。

あいさつは、子どもと学生が向き合

うようにし、しっかりとあいさつを

する。

顔と名前が覚えられるようなレク

リエーションを班付きスタッフが

中心となって進める。

マジックと新聞紙を各班に渡 して

おく 。



4. 活動を振 り返って

活動を振り返って思うことは、準備不足なところが多くなってしまったなということで

す。特に、開会式では、時間の配分から進め方、会場の雰囲気といった重要な部分が思っ

ていたようにはな らず、「しまったーJと終わった瞬間に感じました。

全体レクリエーションは、とても盛り上がりを見せていて、子どもたちもその場になじ

んでいっているのが良くわかって、楽しいものになっていたと思いますが、興奮しすぎて

飛び出してきてしまう子どももいて、どう対処していいものか、因ってしまいました。結

局、そのもりあがった雰囲気を持ったまま開会式に移動してしまい、メリハリをつけてし

っかり行なうはずのものが、中途半端な空気のままでおわってしまいました。

旗作りに関していえば、これは作ってよかったと思います。私たちが予想していた以上

に班旗は活路してくれました。班旗は作られた目的を果たせたのではないかと思います。

準備不足であわただしかったものの、予定より早く子どもたちが到着してくれたことで

時間にゆとりができたことや、班付きスタッフのがんばり、活動 Iを助けてくれた PDの

皆さん ・・ ・・ 、いろんな人の力で、子どもたちのコミュニケーションのスタートとなる

活動にすることができたのではないかと感じています。

1公安＊みなさん、ありがとうございました会女合

山本佳代（横浜国立大学 4年）、吉川千品（上越教育大学 2年）

噌

i
可
t



｜活動 E 活動報告｜

ゆきりんびっく in妙高

1 .ねらい

班の仲間とのコミ ュニケーションを大切にし、協力し合って雪上活動を楽しむ。

2.活動概要

1日目のメイン活動としての雪上活動で、ウォーミングアップを目的に 2人組で簡単な

レクをした後、班対抗雪上綱引きを行った。綱引きが終了した段階で数名体制不良を訴え

ていたことや子ども遥に少々疲れが見えていたこと、また天候が次第に悪化し回復が見込

めないことから、雪上活動を断念し、プレイホールへ移動。移動後、子ども述の状況から

班サボーターと の協議の上、活動Hの終了を決定し、プレイホールにて表彰式を行い、以

後自由時間とした。

活動内容

ゆきんこ選手玄醤

13 : 40 I 1 ）アイスプレイク（ウォームアップ）

＊ウインドウミノレ

＊エ／レボータッチ

*2人組おにごっこ

13 : 50 I 2）運動会所動

＊綱引き

＊大 リレー

14 : 45 I 3）グループの話し合いをする活動

＊ヒ ューマンダーツ

＊妙高タワー

15: 50 I 表彰式

開会宣言

16: oo I次の動きの指示

4.活動を振り返って

備考

児童数が奇数の場合は、サ

ポータ ーが入って調整す

る。

綱引き用綱

ポーノレ

ポール，チューブ

ミーティングのときの説明不足が原因で学生に開

会時の並び方や均所などを確実に把握してもらう

ことができず、子どもたちを並ばせるのに時間がか

かってしまい、始めるのが大幅に遅れてしまった。

また、予想外に子どもたちが雪で遊び始め、無理に
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やめさせることができなかった

のも開会時聞が遅れた原因だろ

う。外では時計がないので時開通

りに進めるのは難しいが、天候が

悪くいつまで外にいられるかが

分からないときに子どもたちに

多くの活動を経験してもらえる

ためには、もう少し早く並ぶよう

促しても良かったのではないだ

ろうか。実際に活動を始めても恩

った以上に時間がかかり 、結局綱引きしか経験してもらえなかったのが残念だ。

アイスブレイクは子どもたちが楽しんでいるように見えた。2人組みを作るときに

男女の組になってしまうところは時間がかかったようだが、全体としてはうまくい

ったと思う。適度に運動もできて、子どもたちに楽しんでもらえるものだったので

はないだろうか。

綱引きが始まってから天候が悪くなり、さらに予想以上に時間がかかってしまい、

待っている子どもたちには寒く退屈な時聞ができてしまった。しかし、待っている

時間の使い方は班によって様々で、作戦をしっかり立てているところもあれば、雪

で遊んでいる班もあった。ブロック内のトーナメント戦をしているときは、他の班

を見ることもないように見えた子どもたちも、決勝トーナメントでは自分のブロッ

クの代表を一生懸命応援している姿が印象的だった。また、自分の班が負けてしま

い、泣き出す子もいた。私は勝って審ぶのはもちろん、負けて泣くほど一生懸命r
なってくれたことがとてもうれしかった。綱引きだけで終わってしまったのは残念

だが、時間をかけたことで子どもたちに楽しんでもらえたのなら、結果としては良

かったと思う。

悪天候と体調を崩した子どもが多かったため、綱引き以降の予定をすべて取り止め

班ごとの自由な時間にした。他の種目を経験してもらえなかったのは非常に残念だ

が、後から聞いた話によると、班ごとに過ごしたことで子どもたち同士、また子ど

もと学生のコミュニケーションを図ることができたそうだ。これは活動 Eのねらい

であり、良い結果に終わったのではないだろうか。

伴峰昌（上越教育大学 4年）、渋谷梓（熊本大学 1年）

｜活動E 活動報告｜

ゆきんこ祭りだ どんどこどん！

1 ねらい

全体レクリ エーションでのかかわりを通 して、友達の輪を広げよう。

雪と火とのコントラストという新たな雪の一面を知り、感動を共感する。
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2.活動概要

＜附天時＞

野外での雪上キャンプファイヤーを行う。全体レク リエーショ ンと、 PDの進行による

一日の振り返りを行い、雪灯篭の道を帰る。

＜荒天時＞

プレーホーノレで、キャン ドノレサー ビスを行う。全体レクリエーションと 、参加者による

キャ ン ド・ル文字作り、 PDの進行による振り 返り。

3. タイムテープノレ

時 間 活 動 内 廿,,..,. 備 考

19: 00 プ レールームに集合

班旗を持ち、入場行進 rwaになって踊ろう PJ

19: 25 全体レクリエーション

「猛獣狩り J

「ゆぽいJ

fジャンプジャンプJ

20: 00 キャンドノレ文字作り ・「ゆきんこフェスティパ／レjの l文字

くじ引き と、 「あた りJ2つのくじを作り、 班

文字作り ごとに作る文字をくじ引きで決め

点火 る。

振り返り ・プラスチック コップとキャンドルを

各組：に配村する。

20: 30 解散 班ごとに移動

部屋ごとの振り返り

4.活動を振り返って

活動凹では、晴天時にはキャンプファイヤーを、荒天時には室内キャンドソレサービスを

企画した。企画段階では、活動フィー／レドがどういったものなのかを想像することが困難

だったため中身は漠然としたままであった。 しかし、 日常の活動でのレク リエーションの

様子を伝え合う、下見の状況を伝えるなど、連絡を取り合い、何とか全フレ開催前までに

ある程度企画内容を固める ことができた。

活動実施に際して、荒天だったため屋内でのキャンドルサービスを行った。荒天で活動

日を早く切り上げたため、斑での協力活動が減ってしまったことを考慮し、急逮キャン ド

ルサービスのプログラムを変史した。計画ではキャンドルサー ビスは、燭台を使って行う

予定であったが、班ごとに十数個のキャンドルを用いて決められた文字を作り、 fゆきんこ

フェスティバルj という火文字を作ることにした。 このt.JJJ面での子どもの姿は、自らの経

験にないことをするためどうしたらよいのだろうと考え、班の子どもと、「こうしたらいしリ、

九、やこっちのほうがi、L、Jと模索しながら作り上げていた。すべての班が出来上がった

ところでキャンドルに火をつけ、照明を落とすとそれまで騒がしかった子どもがキャンド

i
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／レに注目し、今までにないほどに静まり返った。その結果、振り返りもうまくいき非常に

よい活動にすることができた。

特に注目したい場面は、照明が消えてキャンドノレの文字が浮かび上がった後の子どもの

変化である。 レクリエーションをしているときは、こちらがいくら注意しでも静かになる

ことはなかったので、自然と静かになったあの瞬間はとても印象に残った。なぜ、子ども

は自然と静かになったかということを考えてみると、理由は「キャンド／レJにあるように

思える。「キャンドルJにあって fレクリエーションJの場面にはなかったものは、子ども

とのプログラムの「共有Jだと思う。 「キャンドルj では、文字作成に子どもの意見が濃く

反映されていて、子どもとしても自分が作り、火をつけたのだという思いがあり、興味も

増したためだと考えられる。活動プログラムに限らず、子どもと何かを f共有j すること

は、子どもを理解していくうえで非常に大切なことだと思う。

このようにキャンドルサービスの内容を変更して活動できたのは、班っきサポーターの

お陰である。夜までに班内の信頼関係ができており、どこの班もみんなで相談して文字を

作ることができた。また、危険な火の扱いについてもサポーターの適切な支援により、火

を倒してしまう 、やけどをするなどの事故をおこすことなく活動をすることができた。予

告なしの変更に子どもたちと共に柔軟に対応してくれたサポーターのみんなと、一緒に考

え、たくさんのアドバイスをくれ、活動を支えてくれた本部学生をとても韓敬し、感謝し

ている。今回の PDの経験から、活動は担当者が作るのではなく 、全員の力があわさって

作り上げられるものだということを改めて感じた。全フレで受けたたくさんの刺激と、学

びをそれぞれ自分のものにしていきたい。

阿部桂子（信州大学 4年）、面高 有作（熊本大学 1年）

同のつどい活動報告｜

朝のつどい

1 .ねらい

朝にみんなで大きな戸を出したり、音楽に合わせて動き回ったりすることで、体と目を

覚まし、 1日の始まりを意識させるようにする。班で気持ちを合わせることで、団結を強

め、達成感を感 じられるようにする。

2. 活動概要

① プレイホールに集合。

② 6班に分かれ、それぞれ一文字ずつ受け持つ（例：「みんJ「なj「おJrはJrよjfうJ）。

③ 合図に合わせ（笛など）、班ごとに一文字ずつ大声で叫ぶ。スムーズに一つの言葉

に聞こえるまでくりかえす。

＠ 斑ごとに決めポーズを考え、言葉とともに決めポーズをみんなでする。

⑤ 音楽を流し、その聞は自由に動き回る。途中で合図を出し、班がパラパラになった

状態で一文字ずつ叫ぶ。 うまく声を合わせられるようにがんばる。
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3.活動を振り返って

司会をやって、改めて難しいものだと思った。聞の取り方、テンポ、戸の調子や話し方

が悪かったため盛り上がりに欠けたのだと思う。朝だから仕方ないが、思ったより子ども

の元気がなく、さらに学生も元気がなかったので全くレクが成り立たなかった。学生が動

いたグループは他のグループよりも子どもが動いていたのを見て、学生が子どもに与える

影響の大きさを感じた。また、使った音楽は子どもに人気があるものにしたが、それでも

子どもは元気にならなかった。子どもの心を掴むことの難しさを実感した。事前に学生だ

けでレクをしたので、本番ももちろん盛り上がってくれるものだと思っていた。班付きの

学生の協力なしでは企画は成功できない。 しかし前日のミーティングで、朝のつどいの内

容や子どもたちを盛り上げてくれるように、学生に伝えなかったのも悪かったのではない

だろうか。私は朝のつどいを担当して、自分の力の無さを実感すると共にたくさんの事を

学んだ。また、連絡事項の徹底も改めて重要であると分かった。ここでの経験は失敗ばか

りだったが学ぶことも多かった。それをこれからの活動に生かしていきたい。（渋谷）

今回の朝のつどいは、事前の学生の意識の盛り 上げの不徹底が全体の盛り上がりに響い

たと思う。 子どもとの宿泊で、健康面や次の日の活動のことなどで学生の意識がいっぱい

になっていたのだろう。朝のつどいは早朝たった 30分の活動で、その日 1日気持ち良く

過ごせるような、いわば潤滑油のような活動である。だからこそ、 子どもの周りの学生側

に活動を楽しもう、気持ちの良い朝を過ごそうという余裕ある気持ちがなければ、子ども

にも活動の楽しさが伝わりにくいのではないかと思う。今回はその余裕がなかったのでは

ないか。子どもとの活動を盛り上げる、楽しくするためには学生の側にも楽しもうという

姿勢が必要だと改めて感じた活動だった。（山本）

山本恭兵（横浜国立大学 3年） 渋谷樺（熊本大学 1年）

｜活動N 活動報告｜

妙高雪上探検隊！

1 .ねらい

班で協力し、子どもたちの班の結束を強める。

「雪j を楽しむ。

冬の自然を知る。

2.活動概要

ウオークラリー形式で、かんじきを履き、

地図を見ながらチェッ クポイントを周る。

チェックポイントはそり、ブラインドウオ

ーク、ネイチャークイズの 3つ。コースを

周る速さを時うのではなく、班の仲間と一

緒に雪の上を歩きまわることに主眼を置い

たため、得点や時間制限は特に設けない。
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＜ゲーム内容＞

①そりダーツ 物品 ：そり 、スコ ップ、ポール

二人乗りのそ りに乗 り、下の クリアゾーンめざして滑る。クリアゾーンに止まれれば、

ネイチャ ー クイズのヒントがも らえる。学生は上に一人、下に二人配置し、安全に気

を配る。サボー ター も危険な箇所についてもらう（下とコース横）。

②スノーブライ ン ドウオーク（2ケ所設置） 物品 ：アイマスク 、ポー／レ（スタートとゴ

ールの印）

二人組になり 、アイマスクをして歩く人と 、手をつないで誘導する人に分かれる。 ス

ター卜とゴールだけ設定し、そこまではこ人で手をつないで自由に歩いてもらう 。手

をつなぐときは手袋をはずす。途中木や自然のものを触れるようにする。歩く二人は

会話をしてもよい。 ゴーノレした後は歩 く人と誘導する人を安代してもう 一度歩く 。学

生は危険な場所に立って子 どもが行かないようにする。得点、タイムなどは特になし。

③ネイチャークイズ 物品 画用紙、すずらんテープ

妙高の自然に関するクイズを各ポイントに設置する。 なるべく実物を観察できるよう

に設置ポイン卜を選ぶ。子どもはクイズシー トに答えをかき 、ゴーノレで、答え合わせを

する。

3. タイムテーブル

時 問 活 動 内 '.f当・、
J 

備 矛壬CJ 

9: 00 集合する（つどいの広場）。 記録、救護以外の PDは各チェツ

クポイントに移動。

班ごとに点呼。
一

9: 05 活動説明。
一一一一

9: 10 かんじきを履く 。全員履き終えた班か 地図 ・ペットボトル ・ゼッケン配

ら出発。 布。

途中で休憩をとることを伝える。
一一一一一一一一…－··’··－－－··－··－一…一一一OM•.. M- -•--·-·- ·--·-- · 一……－・・・抽一一一一一一一一一一一一一一一一同一一巳

9: 30 探検開始 ！ （全班出発完了） いってらっしゃ～い

11 : 00 探検から帰還 ！（全員プレイホーノレに 時間に間に合うようにサポー タ

集合） ーがうながす。間に合わない場合

は途中で中断 して帰ってきても

らう。

建物の入り口で班ごとにかん じ

き ・ゼッケン回収。
ト一一ーーー一四一ーーーーー一ー －・－咽司ー一一一一…一一一一回一”’－－・・－－・・・－…一一’”一…一一一一一一一…．

11: 10 まとめ。 クイズシートへ記入した後、クイ

ズの答え合わせ、子どもへのイン

タヴューなど。

11: 30 活動終了。
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4. 活動を振り返って

活動場所がハイクコースのため、当日にならな

いとコースの状態やクイズの設置ポイントがわか

らないという不安があった。加えて前日からの吹

雪で、外で活動できるのかもわからない状態であ

った。 どうにか天候はもったものの、雪が降って

いるためにウサギの足跡を見つけるネイチャーク

イズは断念した。また、雪の上を歩くのに両手は

ふさがっていない方が良いということで、クイズ

シートは帰ってきてから渡すことにし、自由に歩

き回ってもらうことにした。

出発前の一番の不安はかんじきを履くことであった。 しかし、事前に学生がかんじきを

実際に履いて歩いてみたために、学生が子どもにうまく教えてあげられていたようだった。

用意していたかんじきが足りなくなって出発が遅れてしまった班がし、たのは気の毒だった。

スタートしてからの様子で印象的だったのは、子ども達は我々が用意したチェックポイ

ントだけではなく、雪そのものを楽しんでいるということだった。班によって好きなとこ

ろを歩き、雪に埋もれて遊ぶ班もあれば、急な坂を滑り降りる班もある。どうしても PD

としてはチェックポイントをいかに面白くするかに目を奪われがちで、コースのまわりの

自然には関心が及んでなかった。ところが子ども達は白分達で面向そうなところを凡つけ

出し、遊び場所にしてしまう。わざわざ設定されているところ以外にも遊び場所を自らで

創り出してしまう子どもの視点に改めて感心させられた。そして下どもは班で雪の上を歩

き回ること自体に楽しさを見出していた。かんじきで雷を歩くことの楽しさはコースを設

定する上でついつい忘れがちになってしまう。子どもたちの梯子はそれを思い出させてく

れた。もちろんそりゃプラインドウオークも楽しんでいたようだった。ただ、班が集中し

すぎてしまい、順番待ちしている班もあった。ただでさえ短い時間をもっと有効に使えな

かったかと反省している。

ゴールは吹雪いていたためにフレイホールに変更 した。タトだと体が冷えてしまうので、

室内に変更して正解だったと思う。ここでは配布したシートに「今日の大発見Jを普いて

もらったが、どの子も一生懸命に記入 してくれている椋，子を見て、感激した。ただ楽しく

歩いたのではなく、いろいろなことを感じながら歩いていてくれたのがよくわかった。そ

の後のまとめでも積極的に発見 したことを発表してくれる子がし、て、この活動が楽しかっ

たことが感じられて、非常にうれしかった。

この活動は子どもがコースを周る速さなどが予想しづらく、全体のプランを立てるのに

非常に苦労した。当日の朝まで準備に追われたが、何とか天気がもち、雪を存分に楽しめ

る環境にあったため、多少の準備不足は十分にカバーされたと思う。ただ、あくまでそれ

は結果論で、もっと事前に入念な打ち合わせ、準備が必要であると感じた。今回の活動が

うまくいったのも子どもと自然、そして班の子どもをきちんと楽しく誘導してくれた班サ

ボータ一、 支えてくださった先生方のおかげであると思う。感謝したい。

山本恭兵（横浜国立大学 3年）、岩堀耕平（信州大学 2年）
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｜閉会式活動報告｜

バイパイゆきんこ P

1 .ねらい

二日間のキャンプをふり返り、すべての出会いに感謝の気持ちを持ってお別れする。

2.活動概要

キャンプ終了後、子どもたちに修了証を配布するため、事前に各大学に修了証の作成依

頼をした。また、 子どもたちが帰宅後、班のサポーターが修了註にメ ッセージを記入 した。

子どもたちひとりひとりに、修了証と写真、ゆきんこ通信をキャンプ終了後に郵送した。

閉会式での子どもたちの感想発表者は、事前に班で一人決めておいてもらい、1班から

順に発表 してもらった。最後は全員で手をつなぎ、「ありがとうございましたJというあい

さつをした。

3.タイムテーブル

時 間 活動 内 廿..，..，・ 。市 考

12: 45 閉会式 （司会・進行 ：渡退、山本真）

－はじめの言葉（司会） 安全員で大きな円をつくり、話をす

・子どもたちの感想（各班代表） る人が中心に立つようにする。

－国少の方のお話 会マイクを 2本用意。

－先生のお話（谷塚先生）

－実行委員長のお話（伴）

－終わりの言葉（全員であいさつ）

13 : 15 諸連絡 （伴）

4. 活動を振り返って

閉会式についての反省は、以下の二点である。

一点目は、全般を通しての準備不足である。閉会式の大まかな流れは事前に決めていた

のだが、細かい部分は前日に決定した。そのため、当日の進行について各班のスタッフへ

の連絡が行き届かず、各班の子どもたちの感怨発表について連絡板に掲示したが、スタッ

フが気付かなかったり、スタッフ ・子どもたちが閉会式の形態にすぐに並べない、などの

支障が出た。

二点目は、閉会式が予定時刻に始められず、時間がおしたことである。そのため、パス

が定刻に出発できないというトラブルが生じた。

今後の展望としては、振り返り方について検討してみても良いのではなし、かと感じた。

今田は、代表者に自由に思ったこ とを話させて終わってしまったが、班ごとに集まって子

どもたち全員が感想を述べ合うという方法も考えられる。

渡進悠子（上越教育大学 4年）、 山本真望（信州大学 3年）
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｜受付・パス活動報告｜

パス ・受付

1 .ねらい

これからの活動に向けてちょ こつと緊張をほぐす。

2. 活動概要

参加児童の受付と集金。受付場所殻会場～（妙高少年自然の家） 聞のパスでの送迎。

3. タイムテーブル

＜展開＞女行き（ 3/8)

信州 ！上越

時間 i時間
トーー－ +-- ' 

活動内容

7: oo I 7: 15 I学生集合

ボランティアの動き 備 考

集合 ＊ 受付準備

準備

18:00 Iよ3日石室受付開始
一一一－..！－ 4ーーー一ーー一一一嶋一

. 

一ー
8:30 9:00 I児輩出発

パスレクレーション

10:00 児童到着

交通誘導 （2人） ｜＊受付

受付 （2人）

＜上越＞ ＜信州＞

太田渉 小黒あかり

水田礼子 花村尚美

生方玲奈

坂田久美

く受付場所＞

講堂前 （上越）

＊ 集金 ｛計算）

＊ 交通誘導

図書館前 （信州）

＊ 児童の誘灘（パスヘ）

＊ 連絡 （出欠 etc)

遅刻 してくる児童に関しての連

絡

欠席の逮絡への対応

＊ トイレの硲認

よ越一子どもの募集人数は 51人

指導教官 （濁川先生）

信州一子どもの募集人数は 39人

f旨導教官 （藤沢学部長）

遅れてきた児童への対｜ ＊ 人数確認 ・点呼

応

解散

-80 -

＊ 出発の連絡

＊ 酔った児童への対処

＊ 忘れ物の点検

＊ 児霊の餓導

一

－一

＊ お金を預ける （濁川先生）



女帰り（ 3/9)

信州 よ飽
活動内容 ボランティアの動き 備考

時間 時間

13:00 パス乗車
一 一 ー一一－－圃ー圃ー 一 一一一一

13: 15 児童出発 ．・2・，、 人数確認・点呼

トイレ等の確認

－‘b ．－ 
忘れ物の確認

一一 ド一一ーーーー ーーー 一 一 一一
パス移動 上越 14：・ 00 信州 14:30 ＊ 酔った児童への対応

集合 ＊ レクはやらない
一一一一ー 一一一 一

児意至If猪 交通誘導 ＊ 児童の誘導

くよ越＞ く｛書州＞ ＊ 忘れ物の確認
一 一一一一

解散 太田渉 花村尚美 〉！〈 急に迎えの時間に来られなくな

生方玲奈 増田美和 った子どもへの対応

思い出作りの写真を ＊ 送迎の繍に迎えが来るとかいて

とり！こ行く あったのに来ない場合、自宅に

連絡をとる。
一

学生出発時間 （最終） 子ども達が全員婦らな ＊ 子ども逮が全員帰ったのを見届

かった場合、迎えが来る ける。

まで見届ける。 ＊ この時閉までに間に合わなけれ

解散 ぱ、ボランティ アに任せる。

4. 活動を擬り返って

今回において、パスの中での活動は、子どもたち同士が出会う場である。私たちは、子

どもたちが参加するにあたって、持っているだろう「不安」を少しでもほぐし、できれば

「期待Jを増やしてやることはできないだろうか、とパスレクレーションの内容を考えた。

さらに、パス国料、する児童に対しての配慮という商から、後ろを向く活動はせず、手を使

った音遊びゃ歌遊びを中心に行った。

パスの中での子どもたちは、とてもにぎやかな雰囲気であり、席に座りたがらない子や

早速お菓子を食べる子などがし、た。私たちとしては、なかなか熔ち若いてパスレクをする

ことが難しかった。そのような状態で、

パスは目的地に当初の時間より早めに到

着してしまい、十分なパスレクができた

とはいえないが、パスを降りるときの子

どもたちのわくわくした顔を見ると 、私

たちにとってのねらいは達成できたので

はないか、と受け止めることができる。

問題点としてはJ児童がパスの中で興

奮気味であったことjと、「受付がスムー

ズにできなかったことJである。原因追

句止。。



求としては、受付時の混乱からすぐにパスに乗せてしまったことがあげられる。パスに乗

せる前に、子どもを一度落ち着かせる必要性があり、例えば一度外で集合し、朝の挨拶や

パスの中での注意事項などを説明してもよかったのではないか、とも考える。しかし、当

日は風が強くとても寒かったので、受付後すぐにパスに乗せたことは正解であったと感じ

ている。

他には、上越の参加児童は 52人と大変多く、受付時に混乱が生じ、ゴーグノレなどの追

加小物レンタルについての集金がしっかりしなかったことが問題であった。受付名簿を二

つに分けてすばやい受付対応が必要であったと考えると同時に、受付ボランティアに対す

る説明を十分にすることを反省し、次回に活かしていきたいと思っている。

中村浩之（上越教育大学 4年）、森岡恵（上越教育大学 3年）

那須良寛（信州大学 M2年）、石関千絵（信州大学 2年）

｜学生交流活動報告｜

さあ、みんなで全フレッツゴー ！ゴー！

1 .ねらい

初めて会った仲間と一緒に遊ぶことを通して、大学 ・学生問を問わず、気さくに話せる

同係、を作る。

2. 活動概要

レクリェーシ ョンを通して、これから始まる全国フレンドシップ活動や初めて会う仲間

に刻して緊張を和らげ、初めて会った全国の仲間たちの名前を覚えたり 、一緒に遊んだり

して、大学や学年に関係ない人間関係作りのきっかけの場である。

3. タイムテーブル

時 問 活 動 内 廿，ず句・ 古語 タ， 

17: 00 活動開始宣言 ＊全員がねらいを知り、目的を持

～17: 05 って活動ができるようにする。

1 サーチ会フレンド・・－仲間探し

2 ピピディ ・パピディ ・ブー・・・名前覚え
17: 05 

3 創作組体操 ーグループ活動
～17: 50 

最後に学生全体で写真を撮る。

4.活動を振 り返って

企画段階においては、二人ともレクの経験が浅く、レクをブ伶ログラムする難しさや自分

たちで新しいレクを生み出す困難という墜に突き当たった。 二人の知恵を絞ってレクを完

成したときの喜びはひとしおで、今でも忘れることができない。

当日は、最後に全体で一つのバルーンを作って一体感を味わいたいと考えていたが、仲
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間探しが予想以上に時間がかかってしまい、時間がなくなってしまった。 しかし、飛び入

りで各大学の先生方も参加していただいたおかげで、教官と学生聞の交流が生まれた。課

題が与えられて身体で表現するゲームでは、各グループの協力と工夫が見られ、もう少し

難問にしても面白かったかもしれない。周囲の助けと 明るさのおかげで、楽しみながら仲

間を知るきっかけ作りができた時間だったのではないだろうか。

藤岡恵美．（信州大学 3年）、飯森玲子（上越教育大学 3年）

｜レセプション活動報告｜

信州産新潟コシピカリ企画

こりゃうマイ！！感謝をコメて いただくベェ もちつきしヨ～ネ

1 .ねらい

初対面の学生の知り合うきっかけを作り、妙高にきたという実感を持ってもらう。

2. 活動概要

レセプションはこれからの活動に向けて、学生開の交流に重点を置いた活動となった。

信越の歓迎会要素と妙高に来たという実感をもってもらうために、信州産のもち米とりん

ごをベースに妙高の伝わる伍統的な料理を考え、そこで、スキー汁 ・餅っき ・ゼリーとい

う三つの料理を作ることになり、各班ごとに調理を進めていった。味付けなどを自由にし

たことにより各班で話し合い、それぞれ違ったものになり、学生どおしの話すきっかけに

もなることが出来た。後片付けも全員の協力があり、スムーズに終えることが出来た。多

くの学生交流の場となった活動であった。

3. タイムテーブル

時間 活動内 容 備考

15: oo I下ごしらえ い学生が協力してすぐに澗理できるよ

器、調理用具、材料を各班ごと｜うに準備する。

に配る。

調味料を用意しておく 。

予め水に浸しておいたもち米

を蒸らしてこねておく。

うるち米を炊いておく。

18 : 15 I班分け
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18: 30 

19: 45 

20: 30 

21: 00 

調理｜剥始

＜ゆきんこ好き好きスキー汁＞

＜信州新潟産コシピカ リもち＞

＜天然ク ーラーのデザート（フルーツ

寒天） ＞

・2箇所でもちつきを し、 1. 4班か

ら順番にもちつきをしていく。

夕食

・各班ごとに学生 2～3名と先生 1名

にインタビューをする

片付け

解散

4.活動を振り返って

吋台めのあいさつ・料理についての説明

をする。

＊もちつきのときに、円滑にかっ怪我の

ないよう進められるようにきちんと説

明する。

吋乍り終わった班から順番に食べてい

く。

＊さ‘つくばらんに

＊これからの意気込みゃなんでもよい

のではなしてもらう。

＊自己紹介のようなJ謀じで。

＊各班で協力して行う。

レセプションとい うのは、遠方からきてもらった学生たちを信越でもてなしながら、 学

生聞の緊張を取り除いたり親睦を深めたりする活動だということだった。ただ食堂でご飯

を食べながらおしゃべり に準を咲かせることも、ゆきんこフェスティパノレに参加するよう

な元気で明るい学生なら可能だろうが、やはりこちらからもっ と働きかけたりもてなした

りしたいと思い、 みんなで夕飯を調理 して食べるという企画を考えた。作る料理はもちろ

ん信越の郷土料理に し、まず信大Y0 U遊広場の茂管ふるさと農場で取れた米が新潟の特

産物であるコシヒカリだったこともあり、茂菅ふるさと農場の米を使う ことにした。さら

に普通のうるち米の飯だけでなく 、もち米を使ってもちつきをすれぽ他大学の学生にもっ

と喜んでもらえるし、学生同士の交流も盛んになると考え、全員でもちつきをしようと い

うことになった。また、上越の郷土料理であるスキー汁という豚汁の具のごぼうがたくさ

ん入ったものと、信州の特産物であるりんごと寒天を使ったデザー トも作ることになり 、

寒天は外の雪の中で固めるこ とにした。 りんごは茂菅ふるさと農場でお世話になっている

林部さんとい う農家の方から無料でたくさんいただくことができたので、全て寒天にいれ

ず切ったりんごもデザー トで出すことにした。 しかし、時間がないのでデザートだけは、

下準備の段階でこちらで作って冷やして

おくことにした。

もちつきも寒天も前もって練習してい

たが、当日下準備が思ったよ り時間がか

かり、下準備の時間内に終える ことがで

きなかった。また、もち米を蒸かしてす

ぐっき始めなければならないため、レセ

プション開始時の 1時間前（学生交流の

最中）に火を入れなければならないこと

に当日気づいたり、寒天にジュースをま

ぜるのを忘れるなど、準Mil不足な点が見
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られた。しかし始まってしまうと学生たちがみんな楽しんで協力してくれ、時間が押して

始まり、時間内に終えることができるかという心配もふきとばして、スムーズに進めるこ

とができた。調理は班ごとに進めることにしたのだが、作り方などは班に任せたので、そ

れぞれの班でいろいろ考えたり創意工夫してくれたようで、「うちの班が一番うまい！ Jと

いう感組が飛び交うなど、学生同士の交流を深める ことができたのではなし、かと思った。

もちつきも怪我人がでることもなく、無事につく ことができたし、とてもにぎやかに皆で

声を出し合いながら楽しくつく ことができた。そして片付けでも、用事がない人がすすん

で手伝ってくれ、きていに翻理室をお返しすることができた。

本番は結果的には大成功に終わったが、そのうらにはいろいろな背景がある。当日もち

つきを室内でするということで、 うすを落とさないように合庫から出し床ゃうすなどを傷

っけないようにもちつきをしなければならないなど、不安材料が多いもちつきは、企画を

受け入れる側としては決して賛成できるものではなかったのだ。 しかし信越の郷土料理を

ふるまい、もちつきを皆でしてお祭りをするという企画に魅力があったため、目をつぶっ

て企画を通してもらえたのだ。当日臨機応変に動けたり、Jレセプションを成功させたいと

いう思いが創り上げた企画内容やそれに向けての準備取り組みという土台がしっかりあっ

たからこそ成功したと思うのだ。企画だけでなく活動名や料理名を楽しくすることで、「楽

しそうだな、早く食べたいな。Jと皆に思わせることができれば、もうその時点で企画は大

体成功と言ってよいだろう。大変だし危なし、からやめよ うというのではなく、参加者側に

立った企画をこれからも創っていきたいと恩う。

月II須紋子（信州大学 3年）、中村豪宏（上越教育大学 2年）

一ιロ
一
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一
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一
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一

一レ
一
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フレンドシップ食セレモニー

1 .ね らい

食事をしながら打ち解けた雰囲気で、 4日間の振り返りをする。そのことによって、お

互いの考えや思いを伝え合う。

2.活動概要

反省会後の夕食に、食堂での立食会を計画した。事前の準備としては、

．メッセージカードの作成

《メッセージカード》事前に各大学から送ってもらっていた個人の顔写真をカードに貼り、

メッセージを書いてもらう。それをセレモエー中にいろんな人と交換して読んでもらう。

カードはセレモニー終了後回収し、全員分を CD-Rに保存し、後日配布する。

・スライドにかけるための写真の選考、プロジェク ター準備

《スライド上映》デジカメで撮った活動中の写真をスライドで上映する。途中写真にたい

するコメントや、会場にいる人にインタビューを入れる。

・食事内容の検討（費用： 一人当たり 2000円）と、食堂への会場設営依頼

．当日の司会進行
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3.タイムテーブル

時間｜ 活動内容

20: oo I i. 実行委員長のあいさつ（岡部）

2. 乾杯

＊会食

20 : 20 I 3.スライド上映

20: 40 I 4. 参加学生感想発表（各大学 1名）

・上越教育大学 中野時啓

－福品大学 坂本 琢馬

－信州大学

・横浜国立大

－鳴門教育大学

．広島大学

・熊本大学

＊会食

那須紋子

小嶋美里

笹井玲加

加登脇大地

堀口抄織

備 考

＊乾杯、のあいさつ

（ゆきんこ連続殺人事件犯人による）

『符~ed 初与“碍9e~ の説明

＊写真に写っている人のインタピュ

ーも伺いながら上映

21 : oo I 5 先生方のお話 ｜＊信州大 上教大から 1名ずつ

（上教大・濁川先生、信州大・谷塚先生）

6. 実行委員長のあいさつ（伴）

21 : 30 1片付け

4.活動を振り返って

当日は、反省会後に時間調整を入れて、21:30からセレモニーを開始した。

計画の段階で心配だったのは、活動最終夜であることから学生の疲れが見られるかもし

れないということだった。しかし、セ レモニー開始からの雰囲気は予怨以上によく 、みん

な楽しげに話したり、食事をしたりしていた。疲れている中、全員が協力的だった。

スライド上映では、活動の写真を流すと、会場から「お～」と宵が上がり、時には笑う

場面もあるなど、楽しみながらこの四日間を振り返ることが出来た。

勾吹F
号、面会正：

,.,, . J声 ....' 

璽璽・・・ー

-86 -



一一
JJ

J

V

持
－
H

一

（
鵬

ι
L
JV
1望
一情動のメインであったメッセージカードは、予想以上のものであった。「読んだら違う人

のカードと交換する」と、ただ簡単なルールしか伝えていなかったのに、どんどんカード

が交換されていったのに驚いた。あまりにも全員がカードに集中したため、料理が冷めて

しまうよ～、という絡しい悲鳴が上がったくらいである。

個人的にこの活動を担当しての感想を一言書きたし、。今回の活動を通して、一つの企画

を最初から作ることが大変だという ことを、改めて実感させられた。たくさんの失敗をし、

パートナーにも迷惑をかけた。 しかし、自分で考え、 パートナーの心強い支えを受けて、

本当にたくさんのことを学ぶことが出来た。今後、このような体験を是非信分の活動に生

かしていこうと思う。

私たちはお互いが持ち合わせていない部分を補

い合いながら企画 ・活動を進めていきました。例

えば、司会の場面で一方がうまく話すことのでき

なければ、他方が持ち前の明るさで楽しく愉快な

トータで手助けしたり、 一方のミスを他方がサポ

ートしたりする場面もありました。 こんな風に両

者の良いところ ・特性を活かしながら活動を進め

ることができて、本当によかったと思います。互

いのウィークポイントを認め合い、補い合い、そして、自分が持ち合わせていない一方の

良い部分に憧れながら活動をともにすることができるって、いいなと感じました。

事沼夏子（信州大学 3年）、南波瑞穂（上越教育大学 1年）

隙い出っくり活動報告｜

イ云えよう！ 37 ＋~こ ！

1 .ねらい

・全体の活動を振り返り、自分の思いや想い出を伝える。

・みんなの思いや想い出をメッセージカードにより知り、 7｝＜述のものにする。

円
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2.活動概要

メッセージカー ドに全国フレンドシップ活動で知り合った 37人の仲間とお世話になっ

た教官に、自分の思いを書いて他者に伝える。また、他者の思いを知ることで今後のフ レ

ンドシッブ活動や生活の活力にする。

3.タイムテーブル

時 問 活 動 内 廿n鳥・ 1Jf/i 考

9: 45 

～9: 50 
1.カードの書き方の説明 ＊カードを机に配付しておく。

9: 50 
2.想い出番き込みタイム

* 90秒毎に交代の合図をし、その合図

～11 : 30 によって次のカードに移動する。

11: 30 
3. カードの回収

～11: 35 

4.活動を振り返って

当初、 1時間程度しか与えられていなかったことや全員のメッセージがあったら嬉しい

だろうなということで、 A4の色紙に一言メッセージを占いてもらおうと考えていた。 し

かし、 5日間も共に活動した仲間への患いは深く、伝えたいことが沢山あって書くスペー

スが足りないのではなし、かという懸念が起こった。そこで、ラミネー トシートでの加工を

諦め、急逮八つ切り商用紙に変更し、統括の配慮により予定より少し長い時間となった。

早く書ける人とそうでない人の差がすぐに現れたが、みんなが臨機応変に移動してくれた

ので、特に大きな支障もなくメッセージが書けた。ただ、学生全体写真の｜期係で、全フ レ

後の作業にいくつか変更があったが、無事、春分の日の前に各大学：の実行委員のもとへ発

送することができた。

l藤岡恵美（信州大学 3年）、飯森玲子（上越教育大学 3年）
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反省会の様子

伴 ：それでは、それなりにテーマを絞って話を進めていきたいと思うのですが、まず今

目、本当は、子ども達の接し方ということで話そうと思ったのです、ところで、ちょ

っともう一度話を聞かせてほしいのが、僕らが今回子どもとi直接関わっていなくて、

みんなの前で話すわけですけれども、こちらが前の方でしゃべると、ちゃちを入れる

子がいるではないですか。前で話した経験がある方は分かると思うのですが、そうい

う下に対して、つい 1対 1の トークをしてしまったりとか、でもしかとするのか、ど

うしたらいいのかなという時もあって、今回は最初そういうのがあったけれど、僕の

中では途中からは無くなってくれたのかなと思っていたのですが、僕はとくに向もし

たわけではないので、理由はよく分かりませんが、そういうことがありま した。そこ

で、個人的経験がある人に、あなたならどうすると聞きたいわけですけど、時間もな

いので、下ども達との接し方について、今回班の中で起こった問題を、今話したいの

ですが、この後のセレモニーとか懇親会とかそういうとこで話してください。それを

やってしまうと尽きないので。

今回、シンポジウムのときに分科会のほうで、連携 ・協調 ・学び ・成長 ・接し方 ・

コミュニケーションということで、その中の学びで、体験を子ども達の学びにどう結

ぶつけるかということがありました。学びの分科会に入った人はそれなりに話したと

思うのですが、今回の雪をメインにした活動が、持ってもらった子ども遠の学びにど

う結びついているのかな、また、ついていたのだろうという予測の部分もあるかと思

うのですが、班の中での子ども達の棟子を具体的に挙げていただきながらでもいいで

すので、意見がございましたらお願いします。

山本（佳）： 先程の和地さんの話が一つの例だと思います。すごく男の子と女の子の伸が悪

くって、 kの子が男の子に反撃する手段が醤を投げるということだったんだけど、男

の子がそれをやり返してというふうに、コミュニケーションを取り出すことが、雪っ

て楽しいななどの体験を通して、子どもとの距雌が縮まったという話にもありま した

ように、まったく自分が壁をつくってしまったら、コミュニケーションというものは

生まれないと思う。でも、 その橋渡しが雪だったのかなと思って、物と物、人と人と

の問に何かあるっていうことがとても大事なことだと思います。私は、和地さんの話

を聞いて、すごいりっぱな子ども達の学びだったと思います。

那須（良） ：今日の探険隊のときに、コースをすごい迷いながらうちの班はやっていたので

すが、一つ盛りあがった瞬間があったんです。そこの駐車場のところの雨どいの鎖が

全部凍っていたんですよ。それを見た瞬間に、男の子も女のチもぶんぶん振り回した

りだとか、何だこれとかいって、みんなが氷の世界でできる独特の現象に、お互いが

共感しあえるものがあったかなと思います。

伴 ：驚きを共感ということですが、雪山が見れたときある意味共感ですね。きれいに雪

が積もったやつをみると、「ああ、きれいだj と思いますね。他に何かありますか。

中村（浩）：いつも咋のあるところで生活しているんだけど、宮の 2m上を歩くなんていう

のは、はっきりいって普段体験しないこと。かんじき履くのも初めての子が多かった
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し、初めてだらけで、もう遊び道具が周りに山ほどあるという状況で、宮って自分の

ある程度思った形に変えられるから、遊び方も自由自在で、初めて会った人同士がい

ろんな形でコミュニケーションをとる手段があると思うんだけれど、それを実現しや

すかったのではなし、かと思う。お互いのコミュニケーションの取り庁を古・っていう物

を使ってとなると 、かなり幅広くなると思う。そういう意味では、初めて会った人同

士が仲良くなる手段としては、ものすごく良い物なのかなというふうに感じました。

岡部：私も中村（浩）の班なんだけれど、私は全然関わったことがなくってただ私今日一人

で、待っている問暇だったから、雪の上に寝ていたのね。そ うしたら、お尻が埋まっ

ちゃって、新雪が探すぎて立てなくなって、中村（浩）の班が来て、私の頗がわからな

い子達がたくさんいたのに、その子達がみんなで協力して、男の子は私に雪をかけえ

てくれて、女の子は引っぱり起こしてくれて、なんか雪がこんなに協力を呼ぶ機会に

なるとは思っていなくて、私も助けてもらえて熔しかった。一人ひとりの媒体にもな

ったし、協力するきっかけにもなり、雪ってすごいなと思いました。

吉JII：私も岡部さんと一緒であまり斑に入ることはできなくて、お昼のときとかだけだっ

たんですけれども、記録をしながらカメラを回しながら、いろんな子どもをみていて、

またいろんな班の様子をみていて思ったことが、綱引きのときにとても吹雪いていた

けれど、子ども達はそれぞれに雪で遊んでいるのをみたりとか、班で一緒になって体

を動かして体を慌めようとかやっているのをみていると、何どなく直接智に触れるこ

とで、寒さにどう立ち向かっていったらいいのかとかを、少しずつ学んでいっている

のかなと思いました。印象が強かったのは、学生中心に一つの円になって、その場で

一生懸命駆け足とかして、体を温めようとしている様子があって、それらを見ている

と対応の仕方をそういうところから、ちょっとずっ学んでいっているのかなと思いま

した。 うちの班のアンケートを最後に見せてもらったときに、歩いているとことが普

段は手の届かない伎の真横だったりとかするのに、とても感動していて、上越の子ど

もだから雪は全然見慣れているけれど、ここまで本当に積もるものなんだなと いうも

のを感じ取って帰ってくれたのではなし、かと思いました。

伴 ：雪がすごいなと思ったのは、2回くらいはまったってあったでしょ。ちょうど、僕

がブライン ドウオークの担当のとき、はまった子どもがいて、 はまったというより樹

に引っかかってしまっていた3 そして落ちてもがし、たので前に足が出てしまって、そ

のまま上げようとするものだから、余計に樹に引っかかってしまう状態になっていた。

だから、かなり掘ったら、下の方が空洞になっていて少し見えた。 目隠していたもの

を取って、覗いたら下の方が見えて、『わ一、すごL、Jみたいな感じだった。その後、

樹ってどのくらいのところから生えているんだろう、自分っていまどの辺にいるのか

なという話をして、樹のおかげで視界が変わっているのを目の当たりにしたのかなと

思いました。雪で、結きを共感しているという感じを受けました。

山本（恭）：あえて問いかけをしようと思うのですが、運動会のときに、子どもj主がベガス

ス広場に集合して、何やり出したかというと、｛業ピックリしたんですけれども、長野

と上越の子ども達があれほど興奮 して雪だるまをつくっている。雪とか見飽きている

のではないのと思って、何でだろうとすごい疑問だったんですけれども、皆さんは、

なぜだと思いますか。慌の中では一応考えがあるんですけれども。
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木商 ：やっぱりこんなに間もった雪を初めて見る下が多いという話で、そういう析しい世

界を見たとき って、子どもがすること内やはり、自分達の慣れているっていうことを

してから、人っていこうとするのではないかなとのが僕の考えで、そうすることによ

って、自分が持っている五感を使って学ぼう とするからこそ、雪だったり 、雪だるま

つくったり、 雪合戦したりするのではないかなと思う。そういうときに驚かされるの

が子ども達の発想力で、今日探険しているときに、うちの班の子で一人雪の層をみて、

fショートケーキみたいだねJって言っていて、ショ ート ケーキも積み重なって出来

る物だという吟えが子どもの中にあるから、そのような発想が生まれてくるのではな

いかと思う。僕ら学生が見たら、地層と閉じだねで終わる。大人は自分の分かるとこ

ろから脅えていく 。その結果、子ども遥はその時分からなくても次、学校なり本なり

で勉強したときに分かるから、僕らより記憶力がいいのか、学ぶ力が伸びるのではな

いかなと思う。

濁）11：彼の意見、侠も本当にそう感じます。でも、もう一つ押さえてほしいのは、子ども

は自分の経験で雪だるまをやったのですが、サラサラ雪ならすぐ諦めてしまう。しか

し昨日ゃったら、ベタベタ雪なんです。どんどん層がでかくなっていく。一瞬にして、

あれが彼らの興味をぐんと引き立たせて、次々と雪だるまを作っていった。短時間で

どんどん作り上げていったでしょ。あれは、子ども達はやはり学習していっているん

ですね。温度の低いサラサラ雪はいつくらやっても固まらない。自分の過去の経験を

持ってきて、やってみたらすごくうまくいったんで、いっせいに広まっていったんだ

と私は患います。

吉川｜ ：私も富山で雪国出身だから思うのですが、生活をその場でしているってなると、今

まで、自転車で通えていたり、歩いていても滑ったり転んだりしないなどあまり不自

由しない所にいて、ところが雪が降って電車は止まる、パスは止まる、自転車は乗れ

ない、 歩けば滑る。そんな最悪な条件ばっかり生活の中に入ってくるとなると、雪は

雪国に生活している人は段々慣れてくるけれど、煩わしいし、寒い し、冷たい し、嫌

なものでしかない。でもここへ来て、学校へ通うわけでもなくて、買い物にも行くわ

けでもなくて、遊びに来ているというところで、まずスイッチが入れ接わるというの

もあるだろうし、あと、自分のおかれる環境が生活をするではなくて、まずは楽しむ

というところになっているというのも、雪だるまや雪合戦をして遊ぼうというふうに

考えが変わる一つの要因なのではないかと思います。私も上越市にして、雪が降って

きたり、天気予報を凡て雪だとしかめっ面をしているけれど、ここへ来ると、雪の中

に飛び込んで行こうと思うし、誰かに雪だまを投げつけてやるなどと思ったり、遊ぼ

うという気持ちが出てくるのと閉じなのではないかなと思います。

阿部： 7月とかに話し合いをしていたときに、同じように普段雪が見慣れている子が雪の

活動って魅力あるのかな、こんなの申し込んでくれるのかなというように、けっこう

心配していた。しかし、信大の実際の応募状況は、 140人に配って 40人来たの。単

純計算して、 4人に 1人の募集があった。春休みでもない普通の土日に。私はこれ事

態にすごい驚いて、吉川さんが言っていた雪の遊びの魅力があるんだなと思いました。

うちらは普段プレーパークをやっていて、冬でも雪の中で遊んでいるんだけれど、去

年は雪が降っても全然子どもが来なかった。でも今年は雪が降ってもチども達が遊び
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に来る。考えると、去年の雪は子ども達にとって煩わしいものだったけれど、今年の

雪は煩わしくない、楽しいものになっていたのかなと思いました。それで、このキャ

ンプに子ども遥が来て、雪が普段でも楽しいものだなと感じてもらえるようになった

のではないかと思っていますe

事沼：私が思うに、どうして雪だるまをつくるのにあれだけ夢中になれたかという理由と

いうのはきっと、雪は一人でも遊ぶことができるというのもあるし、一人で遊んでい

ると絶対誰かが側に寄って来て一緒に遊ぶことができるということで、雪があること

で、友達づくりのいいきっかけとか、コミュニケーションを取る ことの機会づくりに

なったのかなと思う。

二宮 ：私はあまり雪に対する学習がなかったので、私はl吹雪の世界を見ても雪がきれいと

思えていたけれど、子ども達が雪の怖さとか煩わしさを知っているから、最初子ども

遥が到~.. ，.して、部昼に行くときに窓から雪が吹雪いているのを見て私は、「きれいだねJ

と言ったら、「えっJって言われて、パスで疲れていたのもあって、すごい嫌な顔をさ

れ、自分の意識ととても差があった。ふれあい棟だったのですが、部屋について、今

度は部屋の窓から雪を見下ろせる立場になった。そのとき子ども遣は、お茶をすすり

ながら、 fお一、最色もいいし、落ち着くねj とか言って、このキャンプで雪は嫌じゃ

ないんだと、煩わしいものではなくて、楽しく遊べるものなんだというふうに意識の

変化を見ることができてよかったです。また夜も、「今日は曾リンヒックが遊べなかっ

たから、明日は雪で遊ぶの？ Jとずっと言いながら消灯時間をむかえたんですよね。

北）, ，：単純な考えかもしれないんですが、雪自体にすごい魅力を感じていて、雪ってすご

く大きなものもつくれるし、雪に触っても汚れるわけではないし、普段大きな紙とか

あったら何かむきたいなと患ったりとかすると思うんだけれど、そのときに、汚して

はないけないとか、いろいろな制約がある中でしか活動ができないんだけれど、雪っ

てあまり害も与えないし、あたっても痛いけれどそれほど痛くないし、他の人から fや

ってはダメだよJと言われるほどの制約がないから、いつも宮・を見て遊んでいても、

制約がなし、から飽きることがなく、自分で遊びを倉ljり出せるというのがあるのかなと

思って、 雷で苦労とかしているんだろうけれど、雪が降ること自体に魅力があるので

はないかと思いました。

中村（豪）：何で喜んで雪だまをつくったのかなというのを聞いて、そういえばつくってい

たな、好きだなみんなと思って、特に藤岡さんの班の子が 2人で西灘さんも手伝って、

fとても大きい雪だるまを作ったよ j と喜んでいて、何で雪だまなんか作ってと考え

ていて、今回も吹雪いていたりしたら自分の班の子は、寒L、から中で遊んでいる方が

いいなとか、プレーホールで遊んでいるほうがいいとか、ベッドで寝ていたいという

のがほとんどで、普段から雪は煩わしいという考えしかなL、から、外に行こうとしな

い。また外に出ても、雪だるまを作る行為が、毎日絶対やるわけではないし、学校行

ってもそんなにみんなで作ろうということがないから、一人で外に出て雪だるまを作

ろうという考えはなかなか持たないと思うし、こういう活動に来て、外に出ないとい

けないという状況になって、いつもと違う世界を見て、自分がいつもやっていること

をやっても、いつもより人が周りにいっぱいいて、それもみんなも一緒にやって楽し

くできるからということもあって、いつもと違った遊びに思えてきて、いつもと同じ
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雪だるまを作っている感じでも、自分の中ではもっと違ったすごいことをやっている

んだというふうになって、 子どもが楽しんで作っていたのかなと考えた。他の遊びで

も雪合戦でも、人がたくさんいるっていうことで子ども達が楽しんでやれていたのか

なと思いました。

伴 ：雪降るところの子ども達って、雪ってわくわくしないもんね。 うち らのほ うでは、

雪が降っただけで「お一、 雪だJというふ うにわくわくするしね。 “わくわくマという

ことがここに来て、ちょうどベトベ ト雪で雪だるまが出来てしまって、みんないっせ

いに競争のようにわーと作り出してね。ち ょうど僕が活動Eを担当していたけれど、

そのままにしておいたと いうのもある。本当な ら時間が過ぎていたから、並んでスタ

ートさせようとしたけれど、ち ょうどコミュニケーションをつくるのにいいとい うこ

とで、今回自分のねらいのほうが、コミュニケーションを取ることだったこともあっ

て、勝手な判断で 20分くらい遊ばしていた。隣で山本（恭）が 「何でこんに遊ぶんだ？

何だこいつらはJと言っていて、自分もそう思うところもあったのですが、わくわく

するものがありやってみてよかったなと思っています。

山本（佳）：雪だるまだけではなかったんですよね。雪だるまがきっかけで、 A君がマッシ

ユノレームを作って、あと雪だるまをつくるのをみんな競っていた。より大きい雪だる

まを作りたくて、後ろのたくさん雪があるところに、雪だるまを投げようとするけれ

ど途中で止まってしまう。それで、 雪だるまが止まったと言って、その雪に向かつて、

飛び込もうとする。こちらが危ない、止めろと言っているのに。でも、それを言うと

子どもは、 fだった ら、あの雪だるまをも っと転がしてよJと言って、一生懸命雪を固

めて、さらに雪だるまを大きくしようと して雪を投げている。周りのことも雪だるま

比べのようにすごくおもしろくって、それが慣れない友達同士でやっていて、その行

為が言語だったのかなと思う。雪だるまがその子の個人を表していて、俺はこんなに

すごいやつなんだというように見せ付けたかったりして、言葉だったのかなといろい

ろと思いました。

伴 ；もしあのとき子どもがいなかったら、みなさんどうしていましたか。（笑）本当は

俺あれを学生だけでやりたかったんですよ。 リハーサノレのときに。西揮の雪だまは固

くて痛いんだわ。あれを見ていて学生が我慢しているなとすごい思った。やりたそう

な顔してさ。いいな。

阿部・熊大の 3人が最初にリハーサルしようと外に行ったんだよね。一番最初に何をやっ

たかといったら、「ここに飛び込んでいい？ Jと言っていた。飛び込ませるのが一番楽

しいんだよね。

伴 ：それは信州と上越での 2月の下見のときに実証済みだよな。学生で、あまり雪にな

れていない所から来て、活動とかをやってみてどうですか。率直にどんな感じですか。

浦）11：自分は生まれが佐賀で、大学が広島だから、まったく雪を見ないんですよね。今年

広島で数年ぶりに積もって、 15cm。それで、パニックを起こして。たかが 15cm積も

っただけなのに、キャンパス内に雪だるまが転がり、高さ lm弱のかまくらが作られ、

授業をさぼって作っていました。それから、平面のと ころでスキーをやっていた人も。

そんなに雪がない世界から来て、初めて来たときに、車が入ってきたときに自分の自

の高さよりも高い雪の壁があることがカノレチャーショックで、またここで少し外に出
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てしまえば、人工物はこの建物だけで、環境が当り a面真っ白。雪もサラサラで、す

ごい開放感というのを感じて、踏み荒らされていない雷の真っ白なところには、やっ

ぱり飛び込みたくなる。人が歩いているのを見たら宮をぶつけたくなる。それで、ど

っちが子どもなんだっていうくらい今日も、活動IVの中ではしゃいでしまって、なん

か苦っていいなって思いました。

影石：私徳島なんで、徳島に積もってもやっぱりちょっとなんですよね。雪だるまを作っ

てもすぐに溶けてしまって、でもここの雪って、いくら使っても下にいく らでもある

から、真っ白な雪がいつくらでもあるから、真っ白な雪が思う存分使えて、すごく楽

しくて、今日の活動IVの中でも、坂ですごい遊んでいた。我慢せずに子どもと閉じよ

うなことをしていた。ふわふわの坂で滑ったりして、また雪を固めたりもして、雪っ

て何でもできますよね。万能なんですよね。何て万能なおもちゃなんだろう思いまし

た。ここに来て、徳島との雷の違いを見て、雪の魅力というものをすごく感じました。

石関：私は信大なので雪の降る環境にいるのですが、今年初めて雪が降ったときに、信大

でもなぜかプラザの全体メ｝／レで、雪だるま作りませんかというメーノレが流れ、すっ

ごい大きな雪だるまを作っていたのを覚えています。それで、子どもが雪を見たとき

に、雪の厚さが違うことなどを見て、いつも雪で遊んでいる子ども達が、雪の中で違

う遊びを見つけていくのを観ていて、いつもプレパで遊んでいるのに違う遊びをして

いて、それができる、プレパとは違う環境なんだと思いました。

笹井：こっちに来て昨日の夜だったかと思うんですけれど、ホールからこっちに来る道で

こっそり一人で写真を撮っていたんです。そこら辺の写真を 10枚くらいは撮って、

人も建物も何も人れないで、樹に積もっている雪だとか、光が差しているところだと

かを撮った。そのときはまだ人が誰も通っていないときだったから、一人でわけの分

からないことをやっていた。樹をおもいっきりゆすって、雪が落ちてくるのを楽しん

だり、なんかすごい変なことをやっていた。雪国の子どもは雪だるまを喜んで作って

いたという話に戻るのですが、写真を帰ったときもあとから考えるととても恥ずかし

いことなんですが、まったく新しい環庇に来て、すごく人聞が紫に戻ったというか、

そういうのがあって、雪国の子ども達が雪だるまを作るのも、こういう環境で、知ら

ない人達の中に入ってきたというのもあっただろうと思う。今回来てみて、素な自分

を発見してしまったと いう感じでした。

和地：私も雪が結構降るところで、横浜で雪が降ってもあまり感動がなく、沖縄の子とか

何でこんなにはしゃぐんだろうと思ったのですが、横浜とかは雪が降っても自分の使

える雪が限られている。どろどろの雪は使いたくなし、から、ふわふわの雪を使うには、

あまり大きなものが作れないとか、雪だるまとか作りたいのなら友達と一緒に作るし

かないんですけれども、ここの周りはいくらでも降ってくるし、 Ir.右に新しい雪がた

くさんあって、自分の好きなだけ雪が使える。また、その雪が全部きれいで、時間の

制約がなくて、次は授業とかではないから、その次のことを考えずに作ることができ、

夢中になって遊べるというのが、子どものいろいろな行動を引き起こしたのではない

かと思います。

伴 ：完全に新しい世界っていうのか、それができるとわくわくしますよね。わくわくす

ると自然と開放的になる。それは雪に限ったことではない。今回宮っていうことで、
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新しい世界をみて、新しい経験をして、わくわくしてやりたいと思ったと思うのです。

雪ではなくてもわくわくするもの、新 しい経験というものがあれば、学生のうちらで

も、もちろん子どもだって飛びついてくる。それが結果として、心理的な開放から、

最初の友達同士のコミュニケーションにつながっていくのかなと話を聞きながら思い

ました。

話を変えますが、学生自身においては、何が成長したのかな。また、何が学生自身

を成長させたのかな。どんな視点でも構わないので、自分自身で振り返ってみてくだ

さい。分科会にもあったように、活動を過してどのように成長したのか、につなげた

いと思う。

成長って何？気づきでもいいのですが。

西揮 ：。子どもにきつく言うことがあった。例えば、ハイキングとかで一人遅れている子に

対して“自分勝手な事をするなよ”といった。それは誰にも気づかれない状態で新雪

にはまった ら、誰も助けるこ ともできずに大変なことになってしまうから。雪は楽し

いけれども、新雪となどの場合、安全面をこわい。以前ならば、一緒になって遊んで

いたけれども、今回は子どもと 仲良くなったからといって、なれ合つてはいけない。

雪は楽しいけれども、安全面を考えると一線をひくとことは大切だし、いつどんなと

きでもったえなければいけないことがある。

中村 ：線引きをきびしくした。ゆきだまを顔にあてるなどのやってはいけないこと、行つ

てはいけない所などは厳しく注意したけれども、その範囲において自由にさせていた。

叱るときはきっく叱り、それ以上は言わないようにした。二日間の中で雪上での暗黙

のノレールというものが子ども達に確立させることができてその事が自分の糧となった。

本薗・線引きするとき、怒るときに関しても、自分がどう思っているのか、理由をしっか

り伝えることが大切だと思う。後でのフォローというよりも、自分自身が理由をしっ

かり持って、子どもにもその理由もしっかりわかってもらうことが大切だと思う。自

分の思っていることをちゃんと伝えれば、怒るときも楽しむときも分かり合える。

堀口 ：雪の怖さがまったくわからなかったので、危険にかんする注意をきちんといえるか

どうか心配だった。活動していても進むことをばかりをかんがえていた。その子がや

りたいなと思うことに気づいていても、雪への怖さから、やらせてあげられなかった

ので、自分の班の子達は本当に楽しかったのだろうか考えた。他の班の“スケジュー

ノレ通りに進まなくてもいし、から、やりたいことをすきなだけやらせてあげた”という

考えを聞いて、自分の班の子達は自分のやりたいことをやることができたのかなと思

った。もっと何をしたいということを子ども達に聞いてあげられればよかった。

坂本 ：子どもに厳しくすることは大切だと思う。けれども、子どもは、何が正しくて間違

っているかを恩っているより知っている。そして、行動の裏側に隠れた気持ち（真理）

がある。例えば、雪だまをぶつけてきたことは、学生にと っては痛いからやめてほし

い事だけれども、子どもはいけないことと分かっているけれども、学生にもっと遊ん

でほしいという気持ちを伝えたいだけなのかもしれない。つまり、どこまで子ども達

行動を許せるのかの範囲が大事なのではないか。

阿部 ：昨日の反省にあったように、 6班では、どこかへ行ってしまう子どもを認めるか認

めなし、かについて悩んで、結局離れて見守ることにしたのだけれども、何か思うこと

zu 
Q
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はありますか。

大町：少し時間を下さい。

面高 ；熊本ではは、雪が舞っているだけで、古がふったと大喜びし、雪に対して憧れがあ

る。今回、子どもと接してうれしいということもあるし、雪にも喜び、うれしい活動

だった。（雪の壁に驚いたし、写真を撮ってみんなに送ったりもした。帰って自慢をし

ようと思う。）プログラム（活動皿）についてですが、雪上でキャンプファイヤーをし

た経験がなかったので、そのことについて学んだし、他にもいろいろなことを学ぼう

としました。形には表れなかったけれども、いろいろ学べたことが、自分にとっての

今回の成長ではなし、かと思います。

阿部 ：見たこともない状態の活動を作ろうとがんばりました。すごいことだよね。

大町 ：いつも企画をする側だったけれど、今岡 2年ぶりに班のことに集中して取り組み、

子ども逮をひとりひとり集中してみました。個人のしたいこと優先させた方が良いの

か、みんなでやることを優先させた方がいいのか、悩みました。一日目は、男女のや

りたいことの希望が違っていたので、男子はドッジボーノレ、女子は部屋でかくれんぼ

をすることにしました。けれども、 2 円目はみんな遊んで仲良くなった。結果的に、

班で遊ぶのはよかったと思う。個人のしたいことをする時間を作りつつ、班でも遊び

つつ、その時に合わせて班のサポーターが考えて対応していくことが大切だと思いま

したc

本薗 ：山本（恭）は先ほどの問いかけに関して自分なりの答えを凡つけているといっていた

けれども、その答えが何なのか気になる。

山本（恭）：環境とか場所、状況、子どもを取り巻くすべての環境が f遊べ ！J と呼びかけ

ている。雪がいっぱいあって、同じ年頃の下ども達がし、て、子ども好きのへンな人達

もいっぱい居る。その上、学校のない休日だし、塾とかの心配もない。テレビを気に

する必要もない。いわゆる、非臼常の世界において、 雪での遊びだけでなく自由時間

の遊びでも、子ども述があれほどまでに夢中になって遊んでいたのは、子どもの本能

がそうさせているのかなと思った。これだけの環境が遊びたいという気持ち（本能）

をかりたて、そうさせたのではないかと思いました。

小村 ：雪に触れたことに関しての反省ではないけれども、考えていたことを言いたいと恩

L、ます。今回の全フレに参加して、今までの自分の意識の低さに気づき、恥ずかしく

なってきました。いろんな人に話をきいて、刺激を受けてばかりで した。自分の人生

での目標は人にいい意味で影響を与える人間になることなのですが、出会った皆さん

が自分の目標とする人なので感謝いっぱいです。自分が経験することの大切さを知り 、

一歩踏み出すことの力を養えたように思います。それが自分の成長です。初めての子

どもとの宿泊体験の中で、 自分が良かれと思ってしたことが子どもにとっては逆効果

になってしまったことがあった。 （こどもの手を号I~ 、て行こうとしたら、手を岐り払わ

れてしまって、悲しかっ た。）子どもとの距~llf: について考えたりもしたし、多 く のこと

を学びました。そして、このように自分考えられようになったことも成長です。

伴：これで終わり にしま しょう。 お疲れ様でした。
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参加児童の感想

とても楽しい2日間だった。いっぱい遊べてうれしかった3

班のみんなと楽しく元気にいろいろな二とをしてうれしかったです。

『MYOKOゆきんこフェスティパル』に参加して、おもしろかったから、参加してよかった

なと思った。

いろいろな友達と話せたし、仲良くなれたので良かったで十d イイ思い出になりました。

知らない人とも仲良くなれてよかった。

全然知らない友達としゃべったり遊んだりできて、とっても楽しかったです。

いいともだちができてうれ しかった。

電話番号と住所とかも聞けたから、お手紙とかもおくれるからうれしかったです。

友だちも、先生も、なかよくなったのに、かえるのはやたなーと a思った。

嬉しかったことは全部です。

ゆきんこ捺りだどんどこどんで最初のおどりはできなかったけれど、大学生のお兄さん、お

姉さんに習ったらとてもゆきんこ祭りだどんどこどんがすごくおもしろかった。みんなとな

かよくなれてよかったし、いろいろあそベてよかったです。

雪でできなかった事もあったけど、友達と仲良く、楽しく、できてよかったなあと、思う。

はじめて、自分より大きい雪だるまをつくった。楽しかった。

とちゅうからぐあいわるくなったけど楽しかった。とくにもうじゅうがりと、ハイキングが

楽しかった。

つなひきでまけてくやしかったけどたのしかった。

綱引きで班が 2位になれたことがうれしかった。

初めて醤の中でつな引きをしたのがたのしかった。

雪上探検の時、ピックリする物を見つけたりして楽しかった。

初めてかんじきをはいてみたら、けっこう歩くのがたいへんでした。

ぼくの作った’耳きのこが上手だとほめられた事。雪にうまってしまった事。

雷にはまって大変だ、った。

大学生の人が、やさしくてとてもうれしかった。

大学の人とお別れをすることが悲しい。

大学生の人は、ちょっとピシッとしていなかったので悲しかった。

食事がおいしかった

夜の枕投げが楽しかった

来年もまた行きたい。

くたくた、パタパタ

～児屯アンケートより抜粋～
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参加学生の「感想Jおよび「ふりかえり」

O行くまでは不安でいっぱいでしたが、参加してみていってよかったなと思いました。さ

らさらふかふかの雪での思い出、子どもたちとの思い出、そして立派な考え方をもった

他大学の仲間との思い出いつまでも忘れません。他大学でのいろいろなフレンドシップ

活動の話をきいて、広大フレンドシップと同じ悩みをもっていたり、また、ぜんぜん違

う素晴らしい活動をしていたりなどを知りました。全フレに来ているのは広大でいえば

幹部のような人たちが多くてみんなしっかりしていてとてもいい刺激をうけました。こ

れからも連絡をとりあったりして、お互いの大学の活動を高めていけたらいいなと思い

ます。 大町其理（広島大学 3年）

0私は少し人見知りをして しまうのですが、 4泊 5日の問にここまで話ができるようにな

ったのには、初日に行ったレクがとても役に立っていたのではないかと思います。これ

は子どもたち同士の関係作りにも役立ったと思います。それに、子どもたちへの注意の

仕方やフォローの仕方なども改めて考え、 少 しは自分なりに実行できるようになりまし

た。これは分科会の発表の中から得たものです。けれどもまだまだ序の口だと思うので、

しかり方やほめ方などももっと勉強していきたいし、子どもたちの心をどうやったらつ

かみ取ることができるか、どうやったら教えることができるか、も勉強していきたいで

す。また、自分の人見知りをしがちなところも直してし、かなければいけないと思いまし

た。 笹井玲加（鳴門教育大学 l年）

0今回の全フレでの収穫は、何より、私の考えの及ばない所まで考えを巡らせている方々

との出会いです。子どもに対しての洞察力、発達の知識など、私がこれから目指すべき

像が見えました。学んだ事は本当に言い尽くせません、感謝感謝です会

この全フレ中に常に考えていた事としては、『全体の運営 VS個々の子どもの楽しみ方』

という所です。反省会でも何度も聞いたし、私自身それで迷う場面が多々ありました。

自由時間とはいえ、できれば班のみんなと遊んでほしいような…というこちらの思惑も

あり、迷ったけれど、支障は出ないかなと思って、今回はその子が楽しんでくれる方を

取りました。私は『それぞれが楽しんで帰ってくれたらJという考え方を持っているけ

れど、いきすぎれば活動自体が×になってしまいます。それに、『ちゃんとやりとげた上

での楽しみ』みたいなのもあるだろうし…結論はまだ出ていないけれど、課題が見つか

ったと思っていました。 小嶋美里（横浜国立大学 1年）

0全国の学生方、先生方、そして子どもたちから学ぼうという謙虚な気持ちで活動に臨ん

だ。卒業前にそういう初心に戻れたことは良かったと思う。同志たちはそれぞれに私の

もっていないものをもっていて圧倒された。でも、自分は自分で良いのだとも思った。

そうさ、ぼくらは世界にひとつだけの花。みなさんにあえて本当にうれしかった。どう

もありがとう。 坂本琢馬（福品大学 4年）
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0正直、スケジュー／レが詰まっていたので辛かった。これまでの全フレにはなかったこと

である。まあ、立ち上げた 2年前と違い内容の充実も課題の中に含まれていたからだと

思う。しかし、詰まってしまったからこそ、前日での急な変更などで子どもへの対応が

柔軟にできなかったり、薄くなってしまったのも事実である。子どものためを考えると

同時に学生のことを考えた活動をこの先作っていく必要があるのではないだろうか。個

人としては叱る、誉めるのバランスに関して改めて考えさせられた。このバランスは一

人でとるのが非常に難しい。また、叱った後のフォローなども他の人にしてもらったほ

うが効果的である。今回、学生同士が連携し合い、支えあっていく姿が見られ、自分も

その中で活動できたことは自分にとって本当によい経験だった。これからも一人で全て

抱えるのではなく、組織として子ども達を育てていく（おこがましいかもしれないが…）

方法を考えていきたいと思う。 中村浩志（上越教育大学 4年）

0私は、今回たくさんの出会いがありました。全フレの中で、私はたいした存在ではあり

ませんでしたが、皆さんの存在はとても大きいものでした。先生もおっしゃっていまし

たが、子ども好きの人たちは閉じ匂いがして、皆眠いにもかかわらず目がきらきら輝い

ていて、 5日間とても居心地がよかったです。はじめであった人ばかりなのに、あたた

かくて、皆一つのことに集中していて、雰囲気がとても好きでした。とても大きな物を

得たと思うのですが、ここでうまく言葉にあらわせないのはまだ自分の中で消化できて

いない証拠だし、これから子どもと関わっていく中で、少しずつ還元していけたらと思

っています。皆さん一人一人がすごく大きくて、自分の存在が小さいものに感じられた

こともありましたが、そんなこと考えているひまがあったら、少しでも皆に追いつける

ように、今は頑張ろうと思っています。かけがえのない出会いを大切にし、これからも

子どもと関わっていく仲間として一緒に頑張っていきたいです。今回参加できて本当に

よかったです。ありがとうごぎいました。 二宮理恵（熊本大学 3年）

0自分が活動の中でしっかり役立てたかは分かりません。しかし、今回の活動でまた多く

の高き志を持つ同志に会えました。それぞれが思い思いの自分をぶつけ合い、ともに成

長していく姿がそこにあったのではないかと思います。つきなみだけど、シンポジウム

でも素晴らしい共通理解の場が生まれたと思います。学生生活最後のすばらしい思い出

になりました。課題としては、その都度活動の中での、スタッフ同士の食い違いをどの

ように整えていくかであると思う。今回に問題があるわけではないが、これから多くの

大学の参加により大きくなっていく問題のひとつであると考・える。

那須良寛（信州大学 M2年）

0やはり私にとって企画の段階からかかわって、子どもたちに対しての「ねらいj や「願

し、j をもって準備してきましたが、しかし実際出会った子どもたちにそれをどうやった

ら一泊二日とし、う短い時間のなかで一番良い方法で体験させてあげられるのか、という

ところで同じ班付のサポーターと悩みました。話していて感じたことは、この全フレに

参加している人たちの経験の多さでした。いろいろな人が、違った考え方、方針を持っ

てやっている様子は、私にとってとても大きな学びとなりました。全国の素晴らしい人

たちに出会えて本当によかったです ！！ 森岡恵（上越教育大学 3年）
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0今回はじめて全アレに参加して、一年だけでの参加ということもあり不安だ、ったけど、

みんな温かく迎えてくれてとてもうれしかったです。すべてがいっぱいいっぱいになっ

てしまったけど、今までの自分を見つめなおし、たくさんの刺激をもらって、5 口間で

多くのことを学びました。全国に閉じ気持ちでがんばっている仲間がいるということを

感じることができて、これからの活動に対する勇気、やる気がわきました。今回の活動

で学んだことを生かし、 これからもたくさん考え、いろんな経験を積んでいきたいです。

今の鳴門教育大学ふれあいアクティピティ ーに、私たちらしさをプラスして、次回の全

フレで自分たちの活動を自信を持って報告できるようになりたいです。

野村優衣（鳴門教育大学 1年）

0あっという聞の 5日間でした。学んだこと はいっぱいあって書ききれないぐらいです。

一番印象的だったのは 2日間のキャンプです。自分の殻の中に入って、班のみんなとう

ちとけなかった子に対して悩み、もう一人の班リ ーダーと夜に本音で話し合ったことや、

その子が次の日にみんなとうちとけて仲良くなったこと、自分に話しかけてくれたこと

など忘れることの出来ない思い出です。改めて自分のだめなところを見つけて、見つめ

ることが出来ました。今回初参加ということで最後までどこかお客さん的なところを感

じたので来年度はもっともっと積極的に参加していきたいと思いました。ばんさん ・け

いこさんを始め色々な人と出会えてよかったです。本当に刺激を受けました。これから

の活動に活かしていきたいと思います。ホスト大学の皆さん本当にお疲れ織でした。そ

してありがとうございました。 浦川玄記（広島大学 3年）

0全フレに参加して、自分は本当にまだまだ成長しなくてはならないところが多いなぁと

気づかされました。子どもとのコミュニケーションのとり方や、学生との連携の仕方、

そして何より意識の高さの違いや気持ちの持ち方の違いには連日衝撃を受けていまし

た。もっと成長したい！と気づいたこと自体が自分としては成果だと思いました。しか

しそこがスタート地点であり、全フレで受けた刺激 ・影響を生かしてどれだけ積値的に

色々なことを吸収していこうとするかが課題となると思いました。

小川葉月（横浜国立大学 1年）

0初めて他大学の人と一緒に活動して、多くのことを学びました。何の力もない私が PD

というとても大きな仕棋をやらせてもらえて、失敗ばかりを繰り返し多くの人に迷惑を

かけながらも、自分の課題を見つけることができました。企画力の乏しさ ・人（特に子

ども）を引き付ける話し方 ・子どもに対する接し方 ・失敗した後の気持ちの切り梓えな

ど、今後積極的にたくさんの活動に参加することで自分の力にしていきたいと思います。

全フレに参加して多くの人に助けられ、本当にお世話になりました。言葉では言い表せ

ないほどすごく楽しかったです。どうもありがとうございました。

渋谷梓（熊本大学 1年）

～学生アンケー卜より抜粋～
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あとがき

信州大学教育学部附属教育実践総合センター講師 谷塚光典

昨年 3月の第 2回全国フレン ドシップ活動（熊本）において第 3回全フレを信州大学と上越

教育大学が中心となって妙高を会場に開催することを表明して以来、両大学を含む7大学の学

．生 ・教官と交流を重ねながら全フレを企画 ・運営してきた。学生を支援してきた教官として、

次の 4者に感謝の言葉を申し上げることで、あとがきとしたい。

まず、全フレに参加 した学生を指導されている、各大学フレン ドシップ事業担当の先生方そ

して各地域のフレンドシップ事業協力教育機関のみなさまに感謝したい。今回参加した学生は、

フレン ドシップ事業の第一の目的である f子どもたちとの触れ合いj を十二分に経験してきて

おり 、各大学で中心的な役割を果たしてきた 3・4年生も多くいるため、ある程度は 「任せっ

きり Jにしても安心できる学生集団で、あった。そのような安心感を持てるのも、各大学独自な

がらも情報交換や学生交流を重ねながら進化と発展を図ってきたフレンドシップ事業6年間の

継続的実践の成果に負うと ころが大きいであろう。

次に、 rMYOKOゆきんこフェスティパルj に参加した子どもとその保護者の方々に感謝し

たい。 1泊2日とはいえ、 「信大Y0 U遊広場Jや 「学びのひろば」でも活動している学生スタ

ッフを信頼して、大事なお子さんを送り出したのである。冬季の宿泊体験活動であり雪上や屋

外での活動が中心だったので、養護教諭2名に支援をお願いしたり学生スタッフ用救護マニュ

アノレを作成したりするなど、子どもと学生とが安心して活動できる環境整備に努めたつもりで

ある。お陰様で大きな事故や怪我もなく 、全フレを進めることができた。これからも、各大学

でのフレンドシップ事業に是非参加していただきたいと願う。

そして、第 3回全フ レを共にっくり上げた学生諸君に、最高の賛辞を送り たい。学生スタッ

プはみな、各大学のフレンドシップ事業で活躍しているメンバーばかりである。しかしながら、

他大学学生との交流や意見交換を通して、新たな気づきや衝撃の連続であったことだろう。教

師を目指す仲間どうしで互いに刺激し高め合う ことで、経験幅や視野を広める契機を得たに違

いない。

このように学生交流は軌道に乗った。あとは、教官問の研究交流をより実あるものにする必

要があろう。特に、経験の積み重ねをいかに再構成して学生の成長へとつなげることができる

のか、その体系を構築し提供する必要がある。自由に使える時間を多くもっ学生ならではのこ

とであるが、ミーティングや反省会の進行方法や内容、時間の長さなどに、向上の余地が感じ

られるところである。しかしながら、ただ実践するだけではなく、実践と理論との往復運動の

場を確保するには、リ フレク ショ ンの場面を設定し支援していかなければならないであろう。

最後に、第 3回全フレ開催地である妙高の大自然に感謝の意を表したい。雪を見慣れている

長野や上越の子どもや学生でさえ、あれだけの雪を自の前にすると、はしゃぎ放題で、あった。

雪に限らず、各地の大自然の中でもっともっと 自然体験して欲しいものである。

第 3回全国フ レン ドシップ活動 rMYOKOゆきんこフェスティパルJ。子どもたちとの、学

生たちとの、そして、妙高の大自然とのふれあいは、フ レンドシップ事業を支援する立場の私

にとっても、かけがえのない体験であった。前述の皆様方に御礼と感謝の気持ちを表して、そ

して第 4回全フレの成功を祈念して、本報告書のあとがきとしたい。

守
，

唱

i
唱
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編集後記

おかげさまをもちまして、第 3回全国フレンドシップ活動「MYOKOゆきんこフェステ

イパノレj を無事に終えることができ、また、先の活動の軌跡、成果や反省点、参加学生の

想いを綴った報告書を作成することができました。

まずはじめに、誤字や脱字、書式の不揃い等の不備な点が多々あり ますことをお詫び申

し上げるとともに、ご了承いただきました上、ご指導よろしくお願いします。

ここで、担当学生から一言のべさせていただきたいと思います。

ようやく編集後記を書くことができて、ほっとしています。振り返ると、何も分からな

い私は多くの人たちに助けてもらってばかりでした。担当学生といえども、私以上に編集

委員の仲間たちもがんばっていました。一緒に徹夜をしたり 、嫌な顔ひとつせずに仕事を

全面に引き受けてくれたり 、私のわがままに笑って付き合ってく れた仲間たち、そして先

生に感謝の気持ちでいっぱいです。

私にとってこの報告書は、おもいっきり遊び、考えた五日間を思い起こすだけでなく、

全国各地に広がる仲間“全フレっ子”のがんばっている姿や編集作業の中で感じた仲間た

ちの優しさに触れることのできる一冊です。大げさかもしれませんが、この報告容が自分

自身だけでなく、みんなに食POWER合を与えることのできるものになれたらいいなと思

っています。 蓉沼夏子（信州大学 3年）

閉じくここまで作業を進めることができて、ほっと しています。大変な作業だったけれ

ど周りの多くの人たちの助けをもらい、 すばらしいものに出来上がりました。この一冊に

は、全国のみんなの準備期間から五日間の思い、それから編集に携わった人たちの思いが

たくさん詰まっています。私にとっても，全国のみんなにとっても大切な一向になったの

ではないかと思い、そうなるよう願っています。迷惑ばかりかけてしまいましたが、この

編集に携わることが出来てよかったです。これが今年から来年，先輩から後輩へのメッセ

ージとなって、新しい女POWER女を生み出していくと思います。段後に，報告件作りに

協力してくれたみなさまありがとうございました。 中村 豪宏（上越教育大学 2年）

最後になりましたが、本報告書を作成するにあたり、ご多忙中にもかかわらず原稿を寄

せてくださりましたみなさま、杢らない私たちにご指輔、ご協力してくださりました先生

方に厚くお礼申し上げます。また、編集委員の仲間たちにも大変感謝しております。

く編集委員＞

蔀沼夏子 （倍大 3年）

飯森玲子（上教大 3年）

増田美和（｛言大 3年）

中野時啓（上教大 1年）

中村 豪宏 （上教大 2年）

花村尚美 （信大 3年）

森偶恵 （上教大 3年）

南波瑞穂（上教大 1年）
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吉川千晶 （上教大 2年）

谷塚光典（信大教官）
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